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 物

等
の

資
産

の
内

訳
、対

外
的

に
負

っ
て

い
る
債

務
等

の
負
債

の
内
訳

、各
施
設

の
収

入（
入

場
料

、施
設

利
用

料
、都

税
、寄

附
金
等

）や
各

施
設

で
の

費
用
の

内
訳
に

つ
い

て
の

把
握

や
比

較
な

ど
を

、都
民

や
一

般
情

報
利

用
者

が
行

う
こ
と

が
で

き
な
い

と
考
え

ら
れ

る
。加

え
て

、
令

和
３

年
度

時
点

で
は

ス
ポ

ー
ツ

関
連

部
署

は
異

な
る

組
織

で
あ

っ
た

た
め

ス
ポ

ー
ツ

関
連

施
設

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
現

行
の

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
と

し
て

の
所

管
施

設
全

体
は

網
羅

さ
れ

て
い

な
い

形
と

な
っ

て
い

る
。

 
以

上
を

踏
ま

え
つ

つ
、都

に
お

け
る

他
の

財
務
情

報
の
開

示
状

況
を
み

る
と

、会
計

管
理

局
が

公
表

し
て

い
る
「

東
京

都
の

財
務

諸
表
（

概
要

版
）」

で
は

、
企

業
会
計

の
手

法
に
な

ら
い

複
式

簿
記

・
発

生
主

義
に

よ
る

新
公

会
計

制
度

に
基

づ
い

て
作

成
さ

れ
た

都
の

財
務

諸
表

に
つ

い
て

、「
新

公
会

計
制

度
を

導
入

す
る
こ

と
に

よ
り
、
単

式
簿

記
・
現

金
主

義
に

よ
る

従
来

の
官

庁
会

計
制

度
に

比
べ

、
行

政
運

営
の

結
果

に
関

す
る

説
明

責
任

を
よ

り
一

層
果

た
す

こ
と

が
で

き
、施

策
内

容
の

検
証

な
ど

、マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

へ
の

活
用
も

可
能
と

な
る

」と
の

趣
旨

説
明

と
と

も
に

、財
務

諸
表

の
ポ

イ
ン
ト

、貸
借

対
照

表
・
行
政

コ
ス

ト
計

算
書

の
主

な
内

容
や

前
年

度
と

の
比

較
が

説
明

さ
れ

て
い

る
。加

え
て

、財
務
諸

表
か

ら
分
か

る
指

標
と
し

て
、

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率（
減

価
償

却
累

計
額

／
有
形

固
定
資

産
の

取
得
原

価
）な

ど
の

指
標

の
10年

間
の

推
移

と
共

に
都

の
分

析
・

評
価

結
果
が

公
表
さ

れ
て

い
る
。

 
ま

た
、
建

設
局

で
は

、
政

策
連

携
団
体

の
財
務

情
報

を
含
め

た
駐
車

場
・
公

園
・
動

物
園
・

霊
園

に
係

る
施

設
別

財
務

情
報

を
公

表
し
て

お
り

、貸
借

対
照

表
の

固
定
資

産
や

負
債
、行

政
コ

ス
ト

計
算

書
の

行
政

収
入

や
行

政
費

用
に

つ
い

て
、

以
下

の
よ

う
な

勘
定

科
目

が
区

分
掲

記
さ

れ
て

い
る
。

 
 ・

貸
借

対
照
表

 
固

定
資

産：有
形

固
定

資
産・無

形
固
定

資
産・そ

の
他（

重
要

物
品

、建
設

仮
勘

定
等

）
 

負
債

 
 
：

都
債

・
借

入
金

等
、
賞

与
引
当

金
、

退
職
給

与
引
当

金
 

 
・

行
政

コ
ス
ト

計
算

書
 

行
政

収
入：利

用
料・使

用
料・手

数
料
等

、そ
の

他（
分

担
金・負

担
金・諸

収
入

等
）

 
行

政
費

用
：

給
与

関
係

費
、

物
件

費
、
維

持
補
修

費
、

補
助
費

等
、
投

資
的

経
費

、
 

そ
の

他
（

扶
助

費
、

減
価

償
却

費
等
）
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表
Ｂ

－
１

－
３

 
施

設
別

財
務

情
報

（
令

和
３

年
度

）
 

 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
一

部
改

変 
 

平
成

27年
度

包
括

外
部

監
査

の
意

見
２

－
３

に
つ

い
て

は
、
施

設
別

財
務

情
報

の
公

表
を

も
っ

て
令

和
６

年
２

月
に

改
善

済
と

な
っ

て
お

り
、そ

の
措

置
内

容
は「

施
設

の
管

理
担

当
部

署
及

び
指

定
管

理
者

と
協

議
し

な
が

ら
検

証
を

重
ね

、
局

が
所

管
す

る
全

て
の

施
設

別
の

令
和

３
年

度
決

算
の

財
務

情
報

を
作

成
し

、
令

和
５

年
11月

に
公

表
し

た
。
都

民
に

公
開

す
る

こ
と

で
、

広
く

そ
の

理
解

を
図

っ
て

い
く

。」
と

さ
れ

て
い

る
。

 
 イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

の
令

和
３

年
度

の
「

施
設

別
財

務
情

報
」（

都
の

財
務

情
報

と
、
文

化
施

設
に

つ
い

て
は

指
定

管
理

者
で

あ
る

歴
史

文
化

財
団

の
財

務
情

報
を

合
算

）
が

令
和

５
年

11月
に

公
表

さ
れ

た
こ

と
で

、
都
民
や

一
般

情
報

利
用

者
は

、
同

局
が

所
管

す
る

施
設

ご
と

の
資

産・負
債・正

味
財

産・収
入・費

用・支
出

の
数

値
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
し

か
し

、貸
借

対
照

表
と

行
政

コ
ス

ト
計

算
書

に
つ

い
て

、資
産
・
負

債
・
正
味

財
産
・
収

入
・
費

用
・
支

出
の

内
訳

を
示

す
勘

定
科

目
は

公
表

さ
れ

て
お

ら
ず

、例
え

ば
、施

設
別

の
建

【
貸
借
対
照
表

】
（
単
位
：
千

円
）

流
動

資
産

固
定
資
産

流
動
負
債

固
定

負
債

旅
券
課
（
パ

ス
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）

0
0

0
2
8
1
,
0
2
8

2
7
,
3
8
5

2
5
3
,
6
4
4

△
 
2
8
1
,
0
2
8

東
京
ウ
ィ
メ

ン
ズ
プ
ラ
ザ

7
3
,
4
1
8

0
7
3
,
4
1
8

8
7
,
2
1
6

8
,
4
9
9

7
8
,
7
1
7

△
 
1
3
,
7
9
8

大
田
記
念
館

1
,
4
2
1
,
9
8
7

0
1
,
4
2
1
,
9
8
7

6
,
2
9
9

6
1
4

5
,
6
8
5

1
,
4
1
5
,
6
8
8

消
費
生
活
総

合
セ
ン
タ
ー

1
0
6
,
1
5
6

0
1
0
6
,
1
5
6

3
3
9
,
1
7
2

3
3
,
0
5
1

3
0
6
,
1
2
2

△
 
2
3
3
,
0
1
7

計
量
検
定
所

5
,
2
3
2
,
3
3
5

0
5
,
2
3
2
,
3
3
5

6
0
0
,
8
1
9

5
8
,
5
4
7

5
4
2
,
2
7
3

4
,
6
3
1
,
5
1
6

東
京
都
江
⼾

東
京
博
物
館

*
4
6
,
2
0
8
,
5
6
9

1
,
6
6
9
,
9
6
5

4
4
,
5
3
8
,
6
0
4

8
0
7
,
1
3
5

8
0
0
,
2
7
3

6
,
8
6
2

4
5
,
4
0
1
,
4
3
4

東
京
都
写
真

美
術
館
*

4
,
6
9
7
,
6
9
2

5
5
9
,
4
3
5

4
,
1
3
8
,
2
5
7

1
5
3
,
2
6
7

1
4
4
,
9
5
6

8
,
3
1
1

4
,
5
4
4
,
4
2
5

東
京
都
現
代

美
術
館
*

2
3
,
5
4
4
,
7
4
3

7
4
1
,
1
8
1

2
2
,
8
0
3
,
5
6
3

2
2
1
,
7
0
1

1
9
9
,
1
3
9

2
2
,
5
6
1

2
3
,
3
2
3
,
0
4
3

東
京
都
美
術

館
*

1
2
,
9
1
1
,
5
7
9

1
,
1
8
3
,
7
6
4

1
1
,
7
2
7
,
8
1
5

3
3
2
,
6
5
4

2
9
2
,
3
7
8

4
0
,
2
7
6

1
2
,
5
7
8
,
9
2
4

東
京
文
化
会

館
*

8
6
4
,
6
0
6

6
7
5
,
4
3
3

1
8
9
,
1
7
3

7
4
2
,
7
8
2

7
2
4
,
3
6
8

1
8
,
4
1
3

1
2
1
,
8
2
5

東
京
芸
術
劇

場
*

2
3
,
2
6
5
,
8
2
2

1
,
0
1
5
,
7
0
1

2
2
,
2
5
0
,
1
2
2

9
2
4
,
1
8
7

9
0
3
,
8
2
6

2
0
,
3
6
1

2
2
,
3
4
1
,
6
3
5

東
京
都
庭
園

美
術
館
*

1
3
,
5
8
4
,
7
7
2

1
9
3
,
7
8
8

1
3
,
3
9
0
,
9
8
4

1
7
7
,
0
3
4

1
7
1
,
8
4
6

5
,
1
8
8

1
3
,
4
0
7
,
7
3
7

【
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
】

（
単
位
：
千

円
）

旅
券
課
（
パ

ス
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）

2
8
4
,
5
7
0

1
,
4
1
7
,
5
7
3

△
 
1
,
1
3
3
,
0
0
3

東
京
ウ
ィ
メ

ン
ズ
プ
ラ
ザ

1
8
,
6
2
6

1
,
0
7
3
,
5
4
6

△
 
1
,
0
5
4
,
9
2
0

大
田
記
念
館

6
,
2
5
5

4
8
,
7
8
7

△
 
4
2
,
5
3
2

消
費
生
活
総

合
セ
ン
タ
ー

1
1
,
2
7
1

8
0
9
,
0
6
5

△
 
7
9
7
,
7
9
5

計
量
検
定
所

1
1
1
,
4
7
2

1
,
1
3
4
,
5
9
4

△
 
1
,
0
2
3
,
1
2
2

東
京
都
江
⼾

東
京
博
物
館

*
3
,
2
3
9
,
4
7
1

4
,
4
3
3
,
5
6
0

△
 
1
,
1
9
4
,
0
8
9

東
京
都
写
真

美
術
館
*

1
,
0
6
7
,
3
8
2

1
,
2
6
9
,
2
6
3

△
 
2
0
1
,
8
8
1

東
京
都
現
代

美
術
館
*

1
,
4
8
6
,
2
9
8

2
,
4
9
0
,
2
1
7

△
 
1
,
0
0
3
,
9
1
9

東
京
都
美
術

館
*

1
,
1
5
7
,
3
3
1

1
,
2
0
0
,
3
8
8

△
 
4
3
,
0
5
8

東
京
文
化
会

館
*

1
,
6
0
7
,
3
8
8

1
,
7
6
7
,
0
0
0

△
 
1
5
9
,
6
1
2

東
京
芸
術
劇

場
*

2
,
6
5
0
,
3
5
6

2
,
7
0
0
,
7
3
9

△
 
5
0
,
3
8
3

東
京
都
庭
園

美
術
館
*

6
4
6
,
8
6
2

6
7
1
,
3
5
6

△
 
2
4
,
4
9
3

＊
博
物
館
や

美
術
館
等
の

文
化
施
設
に

つ
い
て
は

指
定
管
理
者

と
都
の
財
務

情
報
を
合

算
し
て
作
成

施
設
名
称

資
産

負
債

正
味
財
産

施
設
名
称

収
入

費
用

収
支
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 ⅡⅡ

  
都都

民民
生生

活活
部部

のの
事事

業業
にに

つつ
いい

てて
  

１１
  

多多
文文

化化
共共

生生
にに

係係
るる

施施
策策

  
（（

１１
））

多多
文文

化化
共共

生生
推推

進進
指指

針針
  

アア
  

概概
要要

  
「

多
文

化
共

生
推

進
指

針
～

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

グ
ロ

ー
バ

ル
都

市
へ

～
」（

以
下
「

多
文

化
共

生
推

進
指

針
」
と

い
う

。）
は

、
東

京
都

の
在

住
外

国
人

の
増

加
を

受
け

、
東

京
都

が
グ

ロ
ー

バ
ル

都
市

と
し

て
持

続
的

に
発

展
す

る
た

め
に

は
、

外
国

人
が

日
本

人
と

共
に

東
京

の
一

員
と

し
て

活
躍

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
の

考
え

か
ら

、
多

文
化

共
生

推
進

の
基

本
的

な
考

え
方

及
び

施
策

の
方

向
性

を
示

す
も

の
と

し
て

、
平

成
28年

２
月

に
策

定
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

指
針

の
概

要
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 
図

Ｂ
－

２
－

１
 

多
文

化
共

生
推

進
指

針
の

概
要

 

 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
抜

粋
 

 ま
ず

基
本

目
標

と
し

て
、「

多
様

性
を

都
市

づ
く

り
に

活
か

し
、
全

て
の

都
民

が
東

京
の

発
展

に
向

け
て

参
加
・
活

躍
で

き
、安

心
し

て
暮

ら
せ

る
社

会
の

実
現

」を
掲

げ
、そ

の
下

で
具

体
的

に
３

つ
の

施
策

目
標

が
掲

げ
ら

れ
て

い
る

。
 

第
一

の
施

策
目

標
は

、「
日

本
人

と
外

国
人

が
共

に
活

躍
で

き
る

環
境

の
整

備
」

で
あ

る
。

展
開

例
と

し
て

は
、

外
国

人
の

次
世

代
育

成
や

日
本

語
学

習
支

援
の

充
実

等
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。
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 （

意
見

１
－

３
）

施
設

別
財

務
情

報
の

公
表

内
容

の
充

実
に

つ
い

て
 

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
の

令
和

３
年

度
の

施
設

別
財

務
情

報（
都

の
財

務
情

報
と

、文
化

施
設

に
つ

い
て

は
指

定
管

理
者

で
あ

る
歴

史
文

化
財

団
の

財
務

情
報

を
合

算
）が

、令
和

５
年

11
月

に
公

表
さ

れ
た

こ
と

で
、都

民
は

、同
局

が
所

管
す

る
施

設
ご

と
の

資
産
・
負

債
・
正

味
財

産
・

収
入

・
費

用
・

支
出

の
数

値
を

利
用

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 
し

か
し

、貸
借

対
照

表
と

行
政

コ
ス

ト
計

算
に

つ
い

て
、資

産・負
債・正

味
財

産・収
入・

費
用
・
支

出
の

内
訳

を
示

す
勘

定
科

目
は

公
表

さ
れ

て
お

ら
ず

、例
え

ば
、施

設
別

の
建

物
等

の
資

産
の

内
訳

、対
外

的
に

負
っ

て
い

る
債

務
等

の
負

債
の

内
訳

、各
施

設
の

収
入

源（
入

場
料

、施
設

利
用

料
、都

税
、寄

附
金

等
）や

各
施

設
で

の
費

用
の

内
訳

に
つ

い
て

の
把

握
や

比
較

な
ど

を
、都

民
や

一
般

情
報

利
用

者
が

行
う

こ
と

が
で

き
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。加

え
て

、
令

和
３

年
度

時
点

で
は

ス
ポ

ー
ツ

関
連

部
署

は
異

な
る

組
織

で
あ

っ
た

た
め

ス
ポ

ー
ツ

関
連

施
設

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
現

行
の

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
と

し
て

の
所

管
施

設
全

体
は

網
羅

さ
れ

て
い

な
い

形
と

な
っ

て
い

る
。

 
都

民
や

一
般

情
報

利
用

者
へ

有
用

性
の

あ
る

情
報

提
供

を
行

い
、

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
の

事
業

に
対

す
る

理
解

を
促

す
説

明
責

任
を

更
に

果
た

す
た

め
に

、
令

和
４

年
度

以
降

の
ス

ポ
ー

ツ
関

連
施

設
も

含
め

た
施

設
別

財
務

情
報

に
つ

い
て

も
毎

年
度

、
作

成
及

び
公

表
さ

れ
た

い
。

 
作

成
す

る
上

で
は

、
よ

り
理

解
に

資
す

る
よ

う
貸

借
対

照
表

と
行

政
コ

ス
ト

計
算

書
の

勘
定

科
目

に
つ

い
て

、例
え

ば
、建

物
等

の
資

産
の

内
訳

、対
外

的
に

負
っ

て
い

る
債

務
等

の
負

債
の

内
訳

、
主

要
な

収
入

源
（

入
場

料
、
施

設
利

用
料

、
都
税

、
寄

附
金

等
）、

主
要

な
費

用
の

内
訳

を
よ

り
明

瞭
に

開
示

す
る

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。
ま
た

、「
利

用
者

１
人

当
た

り
の

コ
ス

ト
」、「

固
定

資
産

の
老

朽
化

率
」な

ど
の

指
標

も
併

せ
て

開
示

す
る

な
ど

、都
民
や

一
般

情
報

利
用

者
の

目
線

に
寄

り
添

っ
た

公
表

内
容

も
検

討
さ

れ
た

い
。
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一
方

、多
文

化
共

生
推

進
委

員
会

に
つ

い
て

、令
和
５

年
度
の

議
事

録
及
び

会
議

資
料

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、会
議

資
料

に
は

、「
都

の
主
な

多
文
化

共
生

施
策（

全
体
像

）」と
し
て

施
策

の
一

覧
は

記
載

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
委

員
会

の
場

で
全

て
の

事
業

に
関

し
て

網
羅

的
に

議
論

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 （
意

見
２

－
１
）

多
文

化
共

生
推

進
委

員
会

へ
の
情

報
提
供

に
つ

い
て
 

担
当

者
に

よ
る

と
、多

文
化

共
生

推
進

指
針

は
、都

の
多

文
化

共
生
社

会
づ

く
り

推
進
の

た
め

の
基

本
的

な
考

え
方

を
示

し
た

も
の

で
あ

り
、

指
針

に
掲

げ
る

基
本

目
標

及
び

施
策

目
標

に
つ

い
て

効
果

検
証

の
視

点
は

入
っ

て
い

な
い

と
の
こ

と
で

あ
る
。ま

た
、施

策
は

様
々

な
局

に
ま

た
が

っ
て

お
り

、総
括

自
体

も
難
し

く
、各

事
業

で
効

果
検

証
す
べ

き
と

考
え

て
い
る

と
の

こ
と

で
あ

り
、こ

う
し

た
指

針
の

性
質

か
ら

す
る

と
、指

針
そ
の

も
の
の

効
果

検
証

が
困

難
と

い
う

点
は

否
め

な
い

。
 

他
方

、都
の

多
文

化
共

生
施

策
の

推
進

に
関
す

る
事

項
に
つ

い
て
検

討
し

、生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
長

に
進

言
及

び
助

言
す

る
も

の
と

し
て

多
文

化
共

生
推

進
委

員
会

が
あ

り
、

多
文

化
共

生
推

進
指

針
が

効
果

検
証

に
な

じ
ま

な
い

と
し

て
も

、
同

委
員

会
の

機
能

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

は
重

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

こ
こ

で
、
令

和
５

年
度

の
委

員
会

の
資

料
を

確
認
す

る
と

、「
都
の

主
な
多

文
化

共
生

施
策

（
全

体
像

）」
と

し
て

施
策

の
一

覧
が

記
載
さ

れ
て
い

る
も

の
の
、
委

員
会

の
場

で
全
て

の
事

業
に

関
し

て
網
羅

的
に

議
論

す
る

こ
と

は
困

難
で
あ

る
。そ

の
た

め
、例

え
ば「

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

」「
外

国
人

の
生

活
支
援

」
と
い

っ
た

分
野
ご

と
に
都

の
取

組
の

内
容

や
進

捗
状

況
、課

題
な

ど
を

委
員

会
の

場
で

紹
介
す

る
こ

と
で
、今

後
の

施
策
の

検
討

に
有

意
義
な

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

と
考
え

ら
れ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、
多

文
化

共
生

推
進

委
員
会

の
機

能
を
よ

り
充
実

し
た

も
の
と

で
き

る
よ

う
、

多
文

化
共

生
推

進
委

員
会

に
お

け
る

都
か

ら
の

情
報

提
供

を
拡

充
さ

せ
る

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。

 
 （ （

２２
））

太太
田田

記記
念念

館館
のの

運運
営営

  
アア

  
概概

要要
  

太
田

記
念

館
は

、
故

太
田

宇
之

助
氏

が
日

中
友

好
に

役
立

て
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

都
に

寄
贈

し
た

土
地

に
建

設
し

た
留

学
生

宿
舎

で
あ

る
。
 

平
成

２
年

４
月

の
開

設
後

、北
京

市
と

の
交

流
事
業

の
一

環
と
し

て
、北

京
市

出
身
の

留
学

生
を

受
け

入
れ

て
き

た
。
平

成
14年

度
か
ら

は
、
こ

の
趣
旨

を
発
展

さ
せ

、
他

の
ア

ジ
ア

諸
都

市
と

の
友

好
も

図
る

た
め

、
ア

ジ
ア

諸
都
市

出
身
の

留
学

生
も
受

け
入
れ

て
い

る
。

 
太

田
記

念
館

の
令

和
３

年
度

か
ら

令
和

５
年

度
ま

で
の

収
支

実
績

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。
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第
二

の
施

策
目

標
は

、「
全

て
の

外
国

人
が

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

、
ま

た
生

活
を

よ
り

楽
し

む
た

め
に

必
要

な
サ

ポ
ー

ト
の

充
実

」で
あ
り

、具
体

的
な

施
策

と
し

て
、生

活
情

報
や

防
災

情
報

等
の

一
元

的
な

提
供

や
区

市
町

村
の

実
施

す
る

外
国

人
支

援
施

策
の

充
実

支
援

を
例

に
挙

げ
て

い
る

。
 

第
三

の
施

策
目

標
と

し
て

、「
グ

ロ
ー

バ
ル

都
市

に
ふ

さ
わ

し
い

、
多

様
性

を
尊

重
し

、
共

に
支

え
合

う
意

識
の

醸
成

」が
掲

げ
ら

れ
て

お
り

、世
界

で
活

躍
で

き
る

人
材

の
育

成
に

向
け

た
教

育
の

充
実

や
多

様
な

価
値

観
を

受
け

入
れ

る
意

識
の

醸
成

な
ど

を
施

策
の

展
開

例
と

し
て

い
る

。
 

ま
た

、
指

針
で

は
、
各

主
体
（

都
、
区

市
町

村
、
国

な
ど

の
行

政
や

、
関

連
団

体
や

都
民

、
企

業
な

ど
）の

役
割

分
担

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、推
進

体
制

の
整

備
を

進
め

て
い

く
こ

と
に

つ
い

て
も

言
及

さ
れ

て
い

る
。

 
指

針
の

改
定

に
つ

い
て

は
、

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
が

設
置

す
る

多
文

化
共

生
推

進
委

員
会

に
て

令
和

５
年

度
よ

り
検

討
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。多

文
化

共
生

推
進

委
員

会
は

、外
国

人
に

係
る

都
の

施
策

の
推

進
に

関
す

る
事

項
に

つ
い

て
検

討
し

、
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

長
に

進
言

及
び

助
言

す
る

も
の

と
さ

れ
、外

国
人

及
び

日
本

人
の

学
識

経
験

者
、Ｎ

Ｇ
Ｏ

等
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

 
 イ イ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
多

文
化

共
生

推
進

指
針

に
つ

い
て

、
指

針
が

ど
の

よ
う

に
多

文
化

共
生

社
会

実
現

に
向

け
た

事
業

に
活

用
さ

れ
て

い
る

か
、ま

た
、指

針
の

効
果

検
証

が
な

さ
れ

て
い

る
か

を
確

か
め

る
観

点
か

ら
、

令
和

５
年

度
の

取
組

に
つ

い
て

担
当

者
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

及
び

関
連

資
料

の
閲

覧
を

実
施

し
た

。
 

ま
ず

、指
針

の
活

用
に

関
し

て
担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、指
針
は

都
の

多
文

化
共

生
社

会
づ

く
り

推
進

の
た

め
の

基
本

的
な

考
え

方
を

示
し

た
も

の
で

あ
り

、
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

は
、指

針
に

掲
げ

る
基

本
目

標
及

び
施

策
目

標
に

基
づ

き
、多

文
化

共
生

社
会

づ
く

り
の

施
策

を
展

開
し

て
い

る
と

の
回

答
が

あ
っ

た
。一

方
、指

針
に

記
載

の
あ

る
施

策
は

一
例

で
あ

っ
て

、
全

て
の

施
策

を
実

施
す

る
も

の
で

は
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
ま

た
、

指
針

の
効

果
検

証
を

実
施

し
て

い
る

か
若

し
く

は
実

施
予

定
で

あ
る

か
に

関
し

て
担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、基
本

的
な

考
え

を
示

し
た

も
の

で
あ

り
、そ

も
そ

も
指

針
に

は
効

果
検

証
の

視
点

は
入

っ
て

い
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
施

策
は

様
々

な
局

に
ま

た
が

っ
て

お
り

、総
括

自
体

も
難

し
く

、各
事

業
で

効
果

検
証

す
べ

き
と

考
え

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
さ

ら
に

、指
針

は
作

成
か

ら
８

年
以

上
が

経
過

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、記
載

項
目

の
見

直
し

が
検

討
さ

れ
て

い
る

か
に

つ
い

て
質

問
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
近

年
の

在
住

外
国

人
を

取
り

巻
く

社
会

情
勢

や
生

活
環

境
等

の
変

化
を

踏
ま

え
、現

在
、多

文
化

共
生

推
進

委
員

会
に

お
い

て
指

針
の

見
直

し
に

つ
い

て
議

論
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。
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ま
た

、太
田

記
念

館
の

稼
働

状
況

が
、現

状
お

お
む
ね

半
数

程
度
し

か
入
居

が
な

い
点

に
つ

い
て

見
解

を
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
た

。担
当

者
に

よ
る

と
、新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症
の

影
響

で
留

学
生

の
人

数
が

大
き

く
減

少
し

、
そ

の
影

響
で

一
時

的
に

稼
働

率
が

著
し

く
減

少
し

た
も

の
の

、
現

在
は

回
復

途
上

で
あ

る
と

の
こ
と

で
あ
っ

た
。

 
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
２

点
に

お
い

て
課
題

が
あ

る
と
考

え
ら
れ

る
。

 
ま

ず
、賃

貸
料

の
水

準
に

つ
い

て
、委

託
費

等
の

２
分
の

１
の
水

準
を

一
貫
し

て
用

い
て

い
る

と
の

こ
と

だ
が

、日
本

で
の

生
活

に
お

け
る

経
済

的
負
担

を
軽

減
し
、安

心
し
て

充
実

し
た

留
学

生
活

を
送

っ
て

も
ら

う
と

い
う

留
学

生
寮

の
趣

旨
を

踏
ま

え
た

上
で

、
歳

出
の

超
過

分
は

政
策

的
に

徴
収

し
な

い
と

決
定

す
る

範
囲

が
生

じ
る

こ
と

自
体

は
一

定
の

合
理

性
が

あ
る

。
し

か
し

、現
在

の
賃

貸
料

は
満

室
を

想
定

し
た

水
準
で

あ
る

た
め
、近

年
稼
働

率
が

５
割

を
下

回
っ

て
お

り
、２

分
の

１
の

水
準

を
満

た
せ

な
い

状
況
に

あ
る
。上

記
の

と
お

り
、令

和
４

年
度

及
び

令
和

５
年

度
は

、
賃

貸
料

を
主

と
し

た
歳
入

が
歳
出

の
３

割
程
度

と
な

っ
て
い

る
。

 
ま

た
、稼

働
率

に
つ

い
て

も
、新

型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感
染

症
の
影

響
は

あ
っ

た
に

せ
よ

、
令

和
４

年
か

ら
令

和
５

年
度

に
お

い
て

は
人

流
の

回
復

が
み

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

稼
働

率
の

低
下

に
つ

い
て

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

以
外

の
要

因
を

十
分

検
討

し
、

対
応

を
行

う
必
要

が
あ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。
 

 （
意

見
２

－
２
）

太
田

記
念

館
の

賃
貸

料
及

び
稼
働

率
に
つ

い
て

 
太

田
記

念
館

に
お

け
る

賃
貸

料
の

水
準

に
つ

い
て

、
委

託
費

等
の

２
分

の
１

の
水

準
を

一
貫

し
て

用
い

て
い

る
。日

本
で

の
生

活
に
お

け
る

経
済
的

負
担
を

軽
減

し
、安

心
し

て
充

実
し

た
留

学
生

活
を

送
っ

て
も

ら
う

と
い

う
留

学
生

寮
の

趣
旨

を
踏

ま
え

た
上

で
、

歳
出

の
超

過
分

は
政

策
的

に
徴

収
し

な
い

こ
と

自
体

に
異
論

は
な
い

。し
か
し

、現
在

の
賃

貸
料
は

満
室

を
想

定
し

た
水

準
で

あ
る

た
め

、近
年

稼
働

率
が

５
割
を

下
回

っ
て
お

り
、２

分
の

１
の

水
準

を
満

た
せ

な
い

状
況

に
あ

る
。

 
ま

た
、稼

働
率

に
つ

い
て

も
、新

型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染
症

の
影

響
は
あ

っ
た

に
せ

よ
、

令
和

４
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

に
お

い
て

は
人

流
の

回
復

が
み

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

稼
働

率
の

低
下

に
つ

い
て

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

以
外

の
要

因
を

十
分

検
討

し
、

対
応

を
行

う
必

要
が

あ
る

も
の

と
考

え
ら
れ

る
。

 
し

た
が

っ
て

、今
後

の
賃

貸
料

の
算

定
に

当
た
っ

て
は
、改

め
て

考
え
方

を
整

理
す

る
と

と
も

に
、太

田
記

念
館

の
本

来
の

設
立

目
的

を
達
成

し
た

上
で
、稼

働
率

の
向

上
に

向
け

て
有

効
な

取
組

を
検

討
さ

れ
た

い
。
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表
Ｂ

－
２

－
１

 
太

田
記

念
館

の
収

支
実

績
（

令
和

３
年

度
～

令
和

５
年

度
）

 
（
単
位
：
円
）

 
区

分
 

区
分

 
令

和
３

年
度

 
令

和
４

年
度

 
令

和
５

年
度

 
歳

出
 

太
田

記
念

館
建

物
維

持
管

理
 

 
 

 
 

 
一

般
需

用
費

 
3,695,359 

4,699,680 
3,468,074 

 
 

役
務

費
 

122,350 
115,752 

269,526 
 

 
備

品
購

入
費

 
0 

413,600 
0 

 
 

委
託

料
 

39,820 
38,720 

14,190 
 

会
館

管
理

運
営

委
託

 
22,536,019 

22,834,130 
24,184,380 

 
 

委
託

料
 

22,536,019 
22,834,130 

24,184,380 
 

合
計

 
26,393,548 

28,102,212 
27,936,170 

歳
入

 
特

定
財

源
内

訳
 

6,255,362 
7,773,370 

7,526,307 
 

 
財

産
収

入
 

5,803,200 
7,147,700 

6,908,600 
 

 
諸

収
入

 
452,162 

625,670 
617,707 

 
合

計
 

6,255,362 
7,773,370 

7,526,307 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成
 

 歳
出

は
、

外
部

業
者

へ
の

管
理

運
営

業
務

の
委

託
が

大
部

分
を

占
め

て
い

る
。

 
歳

入
は

、
宿

舎
の

利
用

者
に

よ
る

賃
借

料
の

支
払

が
財

産
収

入
と

し
て

計
上

さ
れ

て
い

る
。 

ま
た

、
宿

舎
の

稼
働

状
況

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 
表

Ｂ
－

２
－

２
 

太
田

記
念

館
の

稼
働

状
況

（
令

和
３

年
度

～
令

和
５

年
度

）
 

（
単
位
：
人
）
 

年
度

 
令

和
元

年
度

 
令

和
２

年
度

 
令

和
３

年
度

 
令

和
４

年
度

 
令

和
５

年
度

 
定
員
（
a）

 
41 

41 
41 

41 
41 

入
居
者
数

（
b）

 
40 

6 
12 

22 
20 

稼
働

率
（

b/a）
 

98％
 

15％
 

29％
 

54％
 

49％
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成
 

  イイ
  

監監
査査

のの
結結

果果
  

太
田

記
念

館
の

財
務

状
況

を
確

認
す

る
と

、歳
出

に
対

し
て

歳
入

が
少

な
く

、令
和

４
年

度
及

び
令

和
５

年
度

は
、

賃
貸

料
を

主
と

す
る

歳
入

が
歳

出
の

３
割

程
度

と
な

っ
て

い
る

。
 

そ
こ

で
、

賃
貸

料
の

算
定

の
考

え
方

に
つ

い
て

担
当

者
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、周

辺
の

留
学

生
宿

泊
施

設
の

利
用

料
と

の
均

衡
を

考
慮

し
つ

つ
、満

室
の

場
合

に
委

託
費

等
の

２
分

の
１

の
水

準
と

な
る

よ
う

に
設

定
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。
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表
Ｂ

－
２

－
３

 
東

京
都

男
女

平
等

参
画

推
進

総
合
計

画
に

お
け
る

都
の

推
進

体
制

 
番
号
 

事
業
名
 

事
業
概
要
 

302 
男

女
平

等
参

画
審

議
会

の
運
営
 

基
本
条

例
に
基
づ
き
、知

事
の
附
属
機
関
と

し
て
設
置
し
、行

動
計
画
及

び
そ
の
他
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査

審
議
す
る

。
 

303 
男
女
平
等
参
画
推
進
会

議
の
運
営
 

都
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
の

促
進

に
関

す
る

施
策

を
総

合
的

か
つ

効
果

的
に

推
進

す
る

た
め

、
関

係
各

局
部

長
を

委
員

と
す

る
男

女
平

等
参

画
推
進
会
議
を
運
営
す

る
。
 

304 
年
次
報
告
の
公
表
 

基
本
条

例
第

11条
に
基
づ
き
年
次
報
告
を
作
成
し
、東

京
の
男
女
平
等

参
画

の
状

況
及

び
男

女
平

等
施

策
の

実
施

状
況

等
を

公
表

す
る

。
加

え
て

、
デ

ー
タ

と
施

策
を

分
か

り
や

す
く

ま
と

め
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
及
び
配
布
を
行
う
。
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
（

ア
）

総
合

計
画

に
お

け
る

局
の

施
策

及
び

数
値

目
標
 

総
合

計
画

は
都

及
び

都
民・事

業
者

の
取

組
か

ら
構
成

さ
れ
て

お
り

、都
の

施
策

に
関

し
て

も
各

部
局

が
所

管
す

る
施

策
が

挙
げ

ら
れ
て

い
る

。ま
た
、事

業
の

一
部

に
つ

い
て

は
数

値
目

標
と

目
標

年
度

を
定

め
て

い
る

。こ
の

う
ち

、生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ
局

が
所
管

す
る

事
業

に
つ

い
て

み
る

と
、

女
性

活
躍

推
進

計
画

に
お

い
て

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
が

関
連

す
る

数
値

目
標

は
、

各
局

が
共

通
で

取
り

組
む

「
審

議
会

等
に
お

け
る
女

性
委

員
の
任

用
率

40％
以

上
」

（
目

標
年

度
：
令

和
４

年
度

末
）

の
み

で
あ

る
。
 

 番
号
 

事
業
名
 

数
値
目
標
 

目
標
年

度
 

令
和
４
年
度
実
績
 

222 
審
議
会

等
へ

の
女
性

委
員
の
任
用
促
進
 

審
議

会
等

に
お

け
る

女
性
委
員
の
任
用
率

40％
以
上
 

令
和
４
年
度
末
 

45.7％
 

（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）

 
総

合
計

画
の

女
性

活
躍

推
進

計
画

に
お

い
て

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
が

所
管

す
る

事
業

に
は

、
例

え
ば

以
下

の
よ

う
な

も
の

が
あ

る
。

 
 番
号
 

事
業
名
 

事
業
概
要
 

181 
区
市
町
村
へ

の
支

援
 

区
市
町
村
支
援
の
一
環
と
し

て
、区

市
町
村
と
連
携
し
、住

民
向
け
の
普

及
啓
発
を
行

う
。
 

224 
防
災
（
語
学
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
 

災
害

時
に

語
学

能
力

を
活

用
し

て
被

災
外

国
人

等
を

支
援

す
る

た
め

、
「
東
京
都
防
災（

語
学
）ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」を

募
集
・
登
録
し
、災

害
時

の
体
制
を
整
備
す
る
。
 

266 
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
 

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
向
上
を
図
り
、そ

の
健
康
維
持・増

進
に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

高
齢

者
を

対
象

と
し

た
ス

ポ
ー

ツ
振

興
事

業
を
実
施
す
る

。
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 ２２

  
男男

女女
平平

等等
にに

係係
るる

施施
策策

  
（（

１１
））

東東
京京

都都
男男

女女
平平

等等
参参

画画
推推

進進
総総

合合
計計

画画
  

アア
  

概概
要要

  
都

は
、
平

成
12年

３
月

に
東

京
都

男
女

平
等

参
画

基
本

条
例
（

以
下
「
基
本

条
例

」
と

い
う

。）
を

制
定

し
、
男

女
平

等
参

画
の

促
進

に
関

し
、
基

本
理

念
並

び
に

都
、
都

民
及

び
事

業
者

の
責

務
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
平

成
14年

１
月

に
は

、
都

の
施

策
並

び
に

都
民

及
び

事
業

者
の

取
組

を
総

合
的

か
つ

計
画

的
に

推
進

す
る

た
め

の
行

動
計

画
を

策
定

し
、

以
降

５
年

ご
と

に
計

画
の

改
定

を
行

い
、

取
組

を
進

め
て

き
た

。
 

令
和

３
年

４
月

、
都

は
知

事
の

附
属

機
関

で
あ

る
東

京
都

男
女

平
等

参
画

審
議

会
に

対
し

て
、令

和
４

年
度

か
ら

令
和

８
年

度
ま

で
を

計
画

期
間

と
す

る「
東

京
都

男
女

平
等

参
画

推
進

総
合

計
画

」（
以

下「
総
合
計
画
」と

い
う

。）の
改

定
に

当
た

っ
て

の
基

本
的

考
え

方
を

諮
問

し
、令

和
４

年
１

月
に

答
申

を
受

け
た

。当
該

答
申

を
踏

ま
え

、令
和

４
年

３
月

に
改

定
版

の
総

合
計

画
が

公
表

さ
れ

て
い

る
。

 
総

合
計

画
は

、女
性

活
躍

推
進

法
第

６
条

に
基

づ
く「

女
性

活
躍

推
進

計
画

」と
、配

偶
者

か
ら

の
暴

力
の

防
止

及
び

被
害

者
の

保
護

等
に

関
す

る
法

律
第

２
条

の
３

第
１

項
に

基
づ

く
「

配
偶

者
暴

力
対

策
基

本
計

画
」の

両
計

画
を

合
わ

せ
て

、男
女

共
同

参
画

社
会

基
本

法
第

14
条

に
基

づ
く

都
道

府
県

男
女

共
同

参
画

計
画

及
び

基
本

条
例

第
８

条
に

基
づ

く
行

動
計

画
と

し
て

策
定

し
て

い
る

も
の

で
あ

る
。

 
令

和
４

年
３

月
の

改
定

で
は

、「
男

女
平

等
参

画
推

進
に

向
け

、
企

業
の

取
組

を
加

速
さ

せ
る

と
と

も
に

、家
庭
・
職

場
な

ど
あ

ら
ゆ

る
場

面
で

の
意

識
改

革
等

を
促

し
て

い
く

」を
計

画
の

基
本

的
な

考
え

方
と

す
る

と
と

も
に

、以
下

３
つ

の
柱

を
掲

げ
、具

体
的

な
施

策
・
事

業
を

都
及

び
都

民
・

事
業

者
の

別
に

ま
と

め
て

い
る

。
 

 
【

第
１

の
柱

】ラ
イ

フ
・
ワ

ー
ク
・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

と
働

く
場

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
推

進
 

【
第

２
の

柱
】

男
女

平
等

参
画

の
推

進
に

向
け

た
マ

イ
ン

ド
チ

ェ
ン

ジ
 

【
第

３
の

柱
】

配
偶

者
暴

力
対

策
 

 生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
で

は
、男

女
平

等
参

画
施

策
の

総
合

的
な

推
進

に
資

す
る

た
め

、男
女

平
等

参
画

の
状

況
、男

女
平

等
参

画
施

策
の

実
施

状
況

等
に

つ
い

て
、年

次
報

告
を

作
成

し
公

表
し

て
い

る
。年

次
報

告
は

、東
京

都
の

男
女

平
等

参
画

デ
ー

タ
、都

民
・
事

業
者

の
取

組
事

業
、

東
京

都
の

男
女

平
等

参
画

施
策

等
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

 
ま

た
、都

の
推

進
体

制
は

総
合

計
画

で
以

下
の

と
お

り
定

め
ら

れ
て

お
り

、生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
都

民
生

活
部

男
女

平
等

参
画

課
が

所
管

部
署

と
な

っ
て

い
る

。
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目
標

の
設

定
に

際
し

て
は

、事
業

の
結

果
と

し
て

の
ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
指

標
、事

業
の

成
果

と
し

て
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

の
両

方
を

設
定

す
る

こ
と

が
一
般

的
に
は

望
ま

し
い
。一

方
で

、総
合

計
画

は
都

の
み
な

ら
ず

都
民
・
事

業
者

が
主

体
と

し
て
事

業
を
構

成
す

る
も
の

で
あ

る
た

め
、

都
が

政
策

目
標
を

立
て

て
主

体
的

に
行

う
も

の
と
、都

及
び

都
民・事

業
者

全
体
の

事
業

活
動

の
結

果
と

し
て

成
果

が
表

れ
る

も
の

が
あ

り
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

指
標

や
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

を
設

定
で

き
る

事
業

と
設

定
が

困
難

な
事

業
と

が
存

在
す

る
こ

と
を

考
慮

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、よ

り
有

効
な

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル
の

仕
組

み
を
構

築
し
、都

民
の

理
解
を

促
進

す
る

観
点

か
ら

、
事

業
ご

と
の

性
質

に
応

じ
て

可
能

な
限

り
目

標
設

定
を

行
う

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。

 
 

（
意

見
２

－
４

）東
京

都
男

女
平

等
参
画

推
進
総

合
計

画
と「

未
来

の
東
京

」戦
略

の
関
連

性
に

つ
い

て
 

東
京

都
男

女
平

等
参

画
推

進
総

合
計

画
に

は
、「

未
来

の
東

京
」
戦

略
に

記
載

の
あ

る
数

値
目

標
と

し
て

総
合

計
画

に
関

連
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
数

値
目

標
が

列
挙

さ
れ

て
い

る
が

、
当

該
数

値
目

標
が

総
合

計
画

及
び

そ
の

事
業

・
数

値
目

標
と

ど
の

よ
う

に
関

連
し

て
い

る
か

が
明

記
さ

れ
て

い
な

い
。

 
「

未
来

の
東

京
」戦

略
は

基
本

的
に
令

和
12年（

2030年
）ま

で
を
計

画
期

間
と

す
る

基
本

計
画

で
あ

る
一

方
、総

合
計

画
は

令
和

８
年

度（
2026年

度
）ま

で
を
計

画
期

間
と

す
る
た

め
、

目
標

期
間

も
異

な
る

。し
か

し
、政

策
目

標
や

そ
の
実

現
に

向
け
た

施
策
は

都
民

に
対

し
て

整
合

的
に

示
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 
現

状
は

そ
れ

ぞ
れ

の
計

画
の

数
値

目
標

が
並

列
さ

れ
て

お
り

、
相

互
の

関
連

性
が

明
確

で
な

い
と

言
え

る
た

め
、

両
計

画
の

位
置

付
け

と
関

連
性

が
都

民
の

目
線

か
ら

明
瞭

と
な

る
よ

う
、

総
合

計
画

に
お

い
て

整
理

し
説

明
を
加

え
る

こ
と
を

検
討
さ

れ
た

い
。
 

 
（

イ
）

年
次

報
告

 
総

合
計

画
に

お
け

る
数

値
目

標
の

達
成

状
況

を
含

む
都

の
男

女
平

等
参

画
施

策
の

実
施

状
況

報
告

は
、年

次
報

告
と

し
て

都
の

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に

公
表
さ

れ
て
い

る
が

、現
在

公
表

さ
れ

て
い

る
も

の
は

令
和

３
年

度
が

最
新

と
な

っ
て

お
り

、
令

和
４

年
度

及
び

令
和

５
年

度
は

計
画

値
と

し
て

女
性

活
躍

推
進

関
連

の
主

な
施

策
、

男
女

平
等

参
画

事
業

一
覧

が
公

表
さ

れ
て

い
る

に
と

ど
ま

る
。

 
今

後
の

公
表

予
定

に
つ

い
て

担
当

者
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

現
在

内
容

の
精

査
中

で
具

体
的

な
公

表
予

定
は

未
定

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
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ま
た

、
総

合
計

画
に

は
、「

未
来

の
東

京
」
戦

略
に

記
載

の
あ

る
数

値
目

標
と

し
て

総
合

計
画

に
関

連
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
数

値
目

標
が

列
挙

さ
れ

て
い

る
が

、
当

該
数

値
目

標
が

総
合

計
画

及
び

そ
の
事

業
・
数

値
目

標
と

ど
の

よ
う

に
関

連
し

て
い

る
か

が
記

載
さ

れ
て

い
な

い
。

「
未

来
の

東
京

」戦
略

は
基

本
的

に
令

和
12年（

2030年
）ま

で
を

計
画

期
間

と
す

る
基

本
計

画
で

あ
る

一
方

、
総

合
計

画
は

令
和

８
年

度
（

2026
年

度
）

ま
で

を
計

画
期

間
と

す
る

た
め

、
目

標
期

間
も

異
な

る
。

 
他

方
、配

偶
者

暴
力

対
策

基
本

計
画

に
関

し
て

は
、生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

が
所

管
す

る
数

値
目

標
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 番
号
 

項
目
 

数
値
目
標
 

目
標
年

度
 

令
和
５
年
度
実
績
 

１
 

区
市

町
村

に
お

け
る

配
偶

者
暴

力
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
整
備
団
体
数
 

27団
体
 

令
和
８
年
度

末
 

20団
体
 

２
 

配
偶

者
暴

力
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
整

備
促

進
等

に
向

け
て

、
訪

問
し

て
働

き
か

け
を
行
う
区
市
町
村
数
 

年
間
目
標
 

20団
体
 

- 
19団

体
 

 配
偶

者
暴

力
対

策
基

本
計

画
に

関
す

る
数

値
目

標
に

つ
い

て
、

担
当

者
に

目
標

の
根

拠
を

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

た
と

こ
ろ

、
区

市
町

村
に

お
け

る
配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

機
能

整
備

団
体

数
に

つ
い

て
は

、
計

画
策

定
時

、
設

置
済

17団
体

と
検

討
の

考
え

が
あ

る
10団

体
を

合
わ

せ
た

27団
体

を
、

令
和

８
年

度
ま

で
の

目
標

と
し

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
ま

た
、配

偶
者

暴
力

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

整
備

促
進

等
に

向
け

て
、訪

問
し

て
働

き
か

け
を

行
う

区
市

町
村

数
に

つ
い

て
は

、計
画

策
定

時
、配

偶
者

暴
力

対
策

の
庁

内
連

絡
会

議
を

設
置

し
て

い
る

47団
体

か
ら

上
記

の
27団

体
を

除
い

た
20団

体
を

目
標

と
し

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
 

（
意

見
２

－
３

）
東

京
都

男
女

平
等

参
画

推
進

総
合

計
画

に
お

け
る

女
性

活
躍

推
進

計
画

の
数

値
目

標
に

つ
い

て
 

東
京

都
男

女
平

等
参

画
推

進
総

合
計

画
に

お
け

る
女

性
活

躍
推

進
計

画
で

は
、

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
が

関
連

す
る

数
値

目
標

は
各

局
が

共
通

で
取

り
組

む
「

審
議

会
等

に
お

け
る

女
性

委
員

の
任

用
率

40％
以

上
」（

目
標

年
度

：
令

和
４

年
度

末
）

の
み

で
あ

る
。

 
事

業
ご

と
の

進
捗

管
理

及
び

計
画

期
間

終
了

後
の

評
価

を
行

い
、

以
後

の
計

画
を

改
善

す
る

と
い

う
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
が

確
実

に
回

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
は

、
個

々
の

事
業

に
可

能
な

限
り

定
量

的
な

目
標

を
設

定
し

、
目

標
値

と
実

績
値

と
の

乖
離

を
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。ま

た
、総

合
計

画
に

も
記

載
の

と
お

り
、都

民
に

分
か

り
や

す
い

目
標

を
設

定
し

、
東

京
都

男
女

平
等

参
画

基
本

条
例

に
基

づ
い

て
、

年
次

報
告

を
作

成
し

公
表

す
る

こ
と

で
計

画
に

対
す

る
都

民
・

事
業

者
の

理
解

の
促

進
や

取
組

の
活

性
化

に
も

つ
な

が
る

も
の

と
思

わ
れ

る
。
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 （

意
見

２
－

６
）

東
京

都
男

女
平

等
参

画
推

進
総

合
計
画

に
お
け

る
局

の
役
割

に
つ

い
て

 
担

当
者

に
よ

る
と

、
東

京
都

男
女

平
等

参
画

推
進

総
合

計
画

に
お

け
る

都
の

数
値

目
標

や
事

業
の

策
定

に
係

る
所

管
局

と
し

て
の

役
割

は
、

基
本

的
に

は
各

局
が

所
管

す
る

計
画

等
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
関

連
施

策
や

そ
の

目
標

を
照

会
し

、
計

画
に

盛
り

込
む

こ
と

が
可

能
と

回
答

が
あ

っ
た

事
業

を
３

本
の

柱
の

各
項

目
に

分
類

し
て

計
画

を
構

成
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

。
 

各
局

の
事

業
は

、そ
れ

ぞ
れ

の
局

が
所

管
す

る
計
画

等
に

由
来
す

る
も
の

で
あ

る
た

め
、総

合
計

画
の

所
管

が
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

で
あ

る
と

は
い

え
、

一
方

的
に

他
局

に
お

け
る

事
業

の
改

廃
や

数
値

目
標

の
設

定
を

促
す

ま
で

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
は

難
し

い
と

思
わ

れ
る

。 
し

か
し

、単
純

に
各

局
の

計
画

等
に

由
来
す

る
事
業

を
合

算
す
る

の
み
で

は
、各

施
策
が

総
合

計
画

の
政

策
目

標
を

達
成

す
る

上
で

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
編

成
と

な
っ

て
い

る
か

評
価

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

。
 

そ
の

た
め

、制
度

所
管

局
で

あ
る

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ
局

が
、各

局
の

事
業

を
３
本

の
柱

の
各

項
目

に
分

類
す

る
だ

け
で

は
な

く
、そ

こ
か

ら
一
歩

進
み
、都

内
部
に

お
け

る
計

画
の

取
り

ま
と

め
及

び
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
の

実
施

に
際

し
て

主
体

的
に

総
合

調
整

機
能

を
果

た
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、次

期
計

画
の

改
定

に
当

た
っ

て
は
、局

と
し

て
一
層

の
取

組
を

検
討

さ
れ

た
い

。
 

 
（ （

２２
））

女女
性性

もも
男男

性性
もも

輝輝
くく

ＴＴ
ＯＯ

ＫＫ
ＹＹ

ＯＯ
会会

議議
  

アア
  

概概
要要

  
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

は
、東

京
都
男

女
平
等

参
画

推
進
総

合
計
画（

以
下「

総
合

計
画

」
と

い
う

。）
の

推
進

に
関

し
て

、
都

の
男

女
平

等
参
画

の
状

況
に
関

す
る
調

査
、
情
報

収
集

及
び

分
析

を
行

い
、そ

の
達

成
状

況
を

把
握

す
る

第
三
者

機
関

と
し
て

、女
性

も
男

性
も

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
（

以
下
「

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
」
と

い
う

。）
を

設
置

し
て

い
る

。
こ

れ
は

「
東

京
都

男
女

平
等

参
画

を
進

め
る

会
」及

び「
東
京
都
女
性
活
躍
推
進
会
議

」を
整

理
・
統

合
し

た
も

の
で

、
平

成
29年

度
か

ら
各

年
度

１
回
か

ら
２

回
実
施

さ
れ
て

い
る

。
 

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
は

、
そ

の
設

置
要
綱

で
以
下

の
所

掌
事
項

を
挙
げ

て
い

る
。

 
 第

２
 

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
の

所
掌

事
項
は

、
次
の

と
お

り
と
す

る
。
 

（
１

）
総

合
計

画
の

取
組

及
び

進
行

管
理
に

関
す

る
こ
と

。
 

（
２

）総
合

計
画
の

推
進

に
向

け
た

第
三

者
機

関
と

し
て
の

達
成

状
況
の

把
握

、意
見

及
び

助
言

に
関

す
る

こ
と

。
 

（
３

）
女

性
活

躍
推

進
の

気
運

醸
成

に
向
け

た
情

報
発
信

に
関
す

る
こ

と
。
 

（
４

）
女

性
活

躍
推

進
に

向
け

た
取

組
に
関

す
る

検
討
及

び
提
案

に
関

す
る
こ

と
。

 
（

５
）

そ
の

他
、

設
置

目
的

の
達

成
の

た
め

に
必

要
と
認

め
ら
れ

る
こ

と
。
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 （

意
見

２
－

５
）

東
京

都
男

女
平

等
参

画
推

進
総

合
計

画
に

お
け

る
年

次
報

告
に

つ
い

て
 

東
京

都
男

女
平

等
参

画
推

進
総

合
計

画
に

お
け

る
数

値
目

標
の

達
成

状
況

を
含

む
都

の
男

女
平

等
参

画
施

策
の

実
施

状
況

報
告

は
、

年
次

報
告

と
し

て
都

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

公
表

さ
れ

て
い

る
が

、現
在

公
表

さ
れ

て
い

る
も

の
は

令
和

３
年

度
が

最
新

と
な

っ
て

お
り

、令
和

４
年

度
及

び
令

和
５

年
度

は
計

画
値

と
し

て
女

性
活

躍
推

進
関

連
の

主
な

施
策

、
男

女
平

等
参

画
事

業
一

覧
が

公
表

さ
れ

て
い

る
に

と
ど

ま
る

。
 

年
次

報
告

に
お

い
て

は
、都

民・事
業
者

の
取

組
実

績
は

令
和

５
年

度
ま

で
公

表
さ

れ
て

お
り

、都
の

取
組

実
績

が
公

表
さ

れ
て

い
な

い
現

状
は

、都
民
・
事

業
者

に
よ

る
計

画
や

そ
の

進
捗

に
対

す
る

理
解

の
観

点
か

ら
も

、
計

画
に

対
す

る
都

の
取

組
姿

勢
を

示
す

観
点

か
ら

も
妥

当
で

な
い

。
 

し
た

が
っ

て
、

令
和

４
年

度
及

び
令

和
５

年
度

に
お

け
る

各
局

の
事

業
実

績
を

取
り

ま
と

め
、

早
急

に
公

表
す

る
こ

と
を

検
討

さ
れ

た
い

。
 

 （
ウ

）
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

の
総

合
調

整
機

能
 

総
合

計
画

に
お

い
て

、
都

に
お

け
る

計
画

の
推

進
体

制
は

以
下

の
と

お
り

定
め

ら
れ

て
お

り
、

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
都

民
生

活
部

男
女

平
等

参
画

課
が

所
管

部
署

と
な

っ
て

い
る

。
 

 番
号
 

事
業
名
 

事
業
概
要
 

302 
男
女
平
等
参
画
審
議
会

の
運
営
 

基
本
条

例
に
基
づ
き
、
知
事
の
附
属
機
関
と

し
て
設
置

し
、
行
動

 計
画

及
び
そ
の
他
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審

議
す
る
。
 

303 
男
女
平
等
参
画
推
進
会

議
の
運
営
 

都
に

お
け

る
男

女
平

等
参

画
の

促
進

に
関

す
る

施
策

を
総

合
的

か
つ

効
果

的
に

推
進

す
る

た
め

、
関

係
各

局
部

長
を

委
員

と
す

る
男

女
平

等
参

画
推
進
会
議
を
運
営
す

る
。
 

304 
年
次
報
告
の
公
表
 

基
本
条

例
第

11条
に
基
づ
き
年
次
報
告
を
作
成
し
、東

京
の
男
女
平
等

参
画

の
状

況
及

び
男

女
平

等
施

策
の

実
施

状
況

等
を

公
表

し
ま

す
。

加
え

て
、

デ
ー

タ
と

施
策

を
分

か
り

や
す

く
ま

と
め

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成
及
び
配
布
を
行
う
。
 

 
 こ

こ
で

、
総

合
計

画
に

お
け

る
数

値
目

標
や

事
業

の
策

定
に

係
る

所
管

局
と

し
て

の
役

割
に

つ
い

て
担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
基

本
的

に
は

各
局

が
所

管
す

る
計

画
等

に
お

け
る

男
女

平
等

参
画

関
連

施
策

や
そ

の
目

標
を

照
会

し
、

計
画

に
盛

り
込

む
こ

と
が

可
能

と
回

答
が

あ
っ

た
事

業
を

３
本

の
柱

の
各

項
目

に
分

類
し

て
計

画
を

構
成

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
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 （

意
見

２
－

７
）

女
性

も
男

性
も

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会
議

に
お
け

る
テ

ー
マ
設

定
に

つ
い

て
 

令
和

５
年

度
第

１
回

女
性

も
男

性
も

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
は

、
東

京
都

男
女

平
等

参
画

推
進

総
合

計
画

の
３

つ
の

柱
の

う
ち
【
第

２
の
柱

】「
男

女
平

等
参

画
の
推

進
に

向
け
た

マ
イ

ン
ド

チ
ェ

ン
ジ

」を
テ

ー
マ

と
し

て
い
る

が
、そ

れ
以

外
の

柱
に

関
す
る

報
告

は
特

段
な

さ
れ

て
い

な
い

。令
和
５

年
度

の
同

会
議

の
開

催
実
績

は
１

回
で
あ

り
、３

つ
の

柱
が

テ
ー

マ
と

し
て

一
巡

す
る

の
に

２
年

以
上

か
か

る
こ

と
が

想
定

さ
れ
る

。こ
の

状
況

は
、同

会
議

が
、同

計
画

の
達

成
状

況
を

タ
イ

ム
リ

ー
に

把
握

す
る

と
い

う
第

三
者

機
関

の
役

割
を

果
た

す
上

で
十

分
と

は
言

え
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

 
し

た
が

っ
て

、
女

性
も

男
性

も
輝

く
Ｔ

Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

会
議

が
東

京
都

男
女

平
等

参
画

推
進

総
合

計
画

の
進

捗
を

適
時

適
切

に
把

握
で

き
る

よ
う

、事
務

局
と

し
て

、同
計

画
の

達
成

状
況

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
把

握
で

き
る

よ
う

に
運

営
方

法
の

見
直
し

を
さ
れ

た
い

。ま
た

、同
会
議

の
開

催
頻

度
に

つ
い

て
は

、開
催

回
数

を
複
数

回
と
す

る
こ

と
や
、テ

ー
マ

と
な

っ
て

い
る

柱
以

外
に

も
現

状
や

課
題

の
概

要
を

把
握

で
き

る
会

議
資

料
を
付

す
こ
と

を
検

討
さ
れ

た
い

。
 

 
（

意
見

２
－

８
）女

性
も

男
性

も
輝

く
Ｔ

Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

会
議
に

お
け

る
現
状・課

題
の
報

告
に

つ
い

て
 

女
性

も
男

性
も

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
に

お
い

て
東

京
都

男
女

平
等

参
画

推
進

総
合

計
画

の
進

捗
状

況
と

し
て

報
告

さ
れ

て
い

る
現
状
・
課
題

に
つ
い

て
、「

未
来
の

東
京

」
戦

略
に

お
け

る
数

値
目

標
に

対
す

る
現

状
の

数
値

が
報

告
さ

れ
て

い
る

一
方

、
総

合
計

画
に

定
め

る
数

値
目

標
の

進
捗

は
特

段
報

告
さ

れ
て

い
な
い

。確
か

に「
未

来
の

東
京

」戦
略

に
お
け

る
数

値
目

標
も

総
合

計
画

に
記

載
は

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
総

合
計

画
に

お
け

る
数

値
目

標
と

の
関

連
性

は
明

記
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

総
合

計
画

の
進

捗
を

把
握

す
る

上
で

、「
未

来
の

東
京

」
戦

略
に

お
け

る
数

値
目

標
は

必
ず

し
も

妥
当

な
指
標

と
は
言

え
な

い
と
思

わ
れ

る
。
 

同
会

議
は

、総
合

計
画

の
達

成
状

況
を

把
握

す
る
た

め
の

第
三
者

機
関
で

あ
る

以
上

、そ
の

役
割

を
果

た
す

上
で

は
、

総
合

計
画

の
事

業
と

し
て

直
接

数
値

目
標

を
定

め
て

い
る

事
業

に
つ

い
て

、
進

捗
状

況
を

報
告

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
し

た
が

っ
て

、女
性

も
男

性
も

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ

会
議
に

、総
合
計

画
に
お

い
て

数
値

目
標

を
掲

げ
て

い
る

事
業

の
進

捗
状

況
を

報
告
す

る
こ

と
を
検

討
さ
れ

た
い

。
 

 （
意

見
２

－
９

）女
性

も
男

性
も

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ

会
議
に

お
け

る
外
部

委
員

の
意

見・提
案

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

に
つ

い
て

 
女

性
も

男
性

も
輝

く
Ｔ

Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

会
議
の

議
事

録
に
は

、外
部

委
員

の
意

見・提
案

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。過
年

度
の

意
見・提

案
を

当
該

年
度
の

事
業
や

翌
年

度
以
降

の
事

業
に
ど

の
よ

う
に

反
映

し
た

か
と

い
う

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

事
例

は
あ

る
も

の
の

、
当

該
事

例
に

つ
い

て
議

事
録

や
会

議
資

料
に

お
い

て
具

体
的

な
記

載
が
な

さ
れ
て

い
な

い
。
 

同
会

議
の

機
能

と
し

て
、意

見・提
案

を
公
表

す
る
と

と
も

に
、都

や
事

業
者

が
そ

の
意

見・

79 
 

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
の

委
員

は
、

主
に

男
女

平
等

参
画

分
野

に
関

連
す

る
業

界
団

体
や

民
間

団
体

に
所

属
す

る
者

か
ら

構
成

さ
れ

て
お

り
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
し

て
学

識
経

験
者

も
参

画
し

て
い

る
。事

務
局

で
あ

る
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

都
民

生
活

部
の

職
員

、オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

と
し

て
総

合
計

画
に

関
連

す
る

各
局

の
職

員
も

参
加

し
て

い
る

。
 

会
議

の
進

め
方

は
、

女
性

活
躍

推
進

計
画

及
び

配
偶

者
暴

力
対

策
基

本
計

画
の

各
章

を
テ

ー
マ

と
し

て
設

定
し

た
上

で
、

事
務

局
で

あ
る

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
が

事
前

に
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
及

び
各

委
員

に
概

要
報

告
、意

見
・
提

案
の

聴
取

を
行

い
、会

議
へ

報
告

す
る

。輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
は

、第
三

者
機

関
と

し
て

総
合

計
画

の
達

成
状

況
を

把
握

す
る

。ま
た

、
生

活
文

化
ス

ポ
ー

ツ
局

は
、概

要
報

告
の

内
容

及
び

会
議

で
の

意
見・提

案
を
公

表
す

る
と

と
も

に
、

当
該

年
度

の
事

業
や

翌
年

度
の

事
業

に
反

映
す

る
。

 
 イ イ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
令

和
５

年
７

月
６

日
に

開
催

さ
れ

た
令

和
５

年
度

第
１

回
輝

く
Ｔ

Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

会
議

の
議

事
録

及
び

会
議

資
料

を
確

認
し

た
結

果
、

次
の

３
点

を
確

認
し

た
。

 
１

点
目

と
し

て
、
同

会
議

は
総

合
計

画
の

３
つ

の
柱

の
う

ち
【

第
２

の
柱

】「
男

女
平

等
参

画
の

推
進

に
向

け
た

マ
イ

ン
ド

チ
ェ

ン
ジ

」を
テ

ー
マ

と
し

て
い

る
が

、そ
れ

以
外

の
柱

に
関

す
る

報
告

は
特

段
な

さ
れ

て
い

な
い

。
確

か
に

女
性

活
躍

推
進

計
画

及
び

配
偶

者
暴

力
対

策
基

本
計

画
の

各
章

、
す

な
わ

ち
３

つ
の

柱
か

ら
テ

ー
マ

を
設

定
す

る
こ

と
は

令
和

４
年

度
第

２
回

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
に

よ
り

決
定

さ
れ

た
方

針
で

あ
る

が
、

令
和

５
年

度
の

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
の

開
催

実
績

は
１

回
で

あ
り

、
３

つ
の

柱
が

テ
ー

マ
と

し
て

一
巡

す
る

の
に

２
年

以
上

か
か

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。こ

の
状

況
は

、総
合

計
画

の
達

成
状

況
を

タ
イ

ム
リ

ー
に

把
握

す
る

と
い

う
第

三
者

機
関

の
役

割
を

果
た

す
上

で
十

分
と

は
言

え
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

 
２

点
目

と
し

て
、総

合
計

画
の

進
捗

状
況

と
し

て
報

告
さ

れ
て

い
る

現
状・課

題
に

つ
い

て
、

「
未

来
の

東
京

」
戦

略
に

お
け

る
数

値
目

標
に

対
す

る
現

状
の

数
値

が
報

告
さ

れ
て

い
る

一
方

、総
合

計
画

に
定

め
る

数
値

目
標

の
進

捗
は

特
段

報
告

さ
れ

て
い

な
い

。確
か

に「
未

来
の

東
京

」戦
略

に
お

け
る

数
値

目
標

も
総

合
計

画
に

記
載

は
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、前

述
の

と
お

り
総

合
計

画
に

お
け

る
数

値
目

標
と

の
関

連
性

は
明

記
さ

れ
て

い
な

い
。

輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
は

総
合

計
画

の
達

成
状

況
を

把
握

す
る

た
め

の
第

三
者

機
関

で
あ

る
以

上
、

そ
の

役
割

を
果

た
す

上
で

は
、

総
合

計
画

の
事

業
と

し
て

直
接

数
値

目
標

を
定

め
て

い
る

事
業

に
つ

い
て

進
捗

状
況

を
報

告
す

る
必

要
が

あ
る

と
言

え
る

。
 

３
点

目
と

し
て

、輝
く

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
会

議
の

議
事

録
に

は
、外

部
委

員
の

意
見
・
提

案
が

記
載

さ
れ

て
お

り
、過

年
度

の
意

見・提
案

が
当

該
年

度
の

事
業

や
翌

年
度

以
降

の
事

業
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

れ
て

い
る

事
例

が
あ

る
も

の
の

、
そ

れ
が

会
議

資
料

と
し

て
参

照
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
な

い
。
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 役

割
と

比
較

し
重

複
の

有
無

を
確

認
す

る
手

順
に

つ
い

て
担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、
特

段
の

手
順

は
な

い
と

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

 
ま

た
、「

東
京

都
女

性
活

躍
推

進
ポ

ー
タ
ル

サ
イ
ト

」
の
運

営
終

了
に
伴

い
、
都

の
男

女
平

等
参

画
施

策
に

係
る

ポ
ー

タ
ル

の
機

能
を

果
た

す
サ

イ
ト

は
都

の
男

女
平

等
参

画
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
な

っ
て

い
る

が
、同

サ
イ

ト
で
は

各
種

リ
ン
ク

が
一
覧

さ
れ

て
い
る

も
の

の
、そ

れ
ぞ

れ
の

リ
ン

ク
先

で
ど

の
よ

う
な

情
報

が
得

ら
れ

る
か

と
い

う
記

載
に

乏
し

く
、

都
民

に
対

す
る

ガ
イ

ド
の

機
能

は
、

必
ず

し
も

十
分
で

は
な

い
と
考

え
ら
れ

る
。

 
 

（
意

見
２

－
１

０
）

男
女

平
等

参
画

施
策
に

係
る

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

の
運

営
に
つ

い
て

 
事

業
に

係
る

施
策

を
実

施
す

る
に

当
た

り
、

当
該

施
策

に
関

連
す

る
情

報
を

広
く

発
信

し
た

り
収

集
し

た
り

す
る

た
め

に
サ

イ
ト
を

運
営
す

る
こ

と
は
有

用
で
あ

る
。し

か
し

、同
様

の
目

的
を

有
し

た
サ

イ
ト

を
複

数
運

営
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
サ

イ
ト

間
で

情
報

の
重

複
や

齟
齬

が
生

じ
、利

用
者

の
利
便

性
を
阻

害
す

る
要
因

に
な
り

得
る

。ま
た

、サ
イ

ト
の

運
営

に
必

要
な

予
算

や
人

員
が

分
散

す
る

こ
と

に
な
り

、効
果

的・効
率
的
な
施
策
の
実
施

の
面

か
ら

も
問

題
が

あ
る

。
 

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
開

設
に

当
た

っ
て

は
、

既
に

運
営

さ
れ

て
い

る
サ

イ
ト

と
の

比
較

を
行

い
、そ

の
内

容
や

役
割

が
重

複
し

て
い

な
い

か
、確

認
す
る

ポ
イ
ン

ト
を

整
理
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。そ
の

上
で

、現
行

運
営

す
る
サ

イ
ト
に

つ
い

て
も
、都

民
の

利
便

性
を

高
め

る
た

め
に

、そ
れ

ぞ
れ

の
サ

イ
ト

で
ど

の
よ

う
な
情

報
が

得
ら
れ

る
か
と

い
う

記
載
を

、都
の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
運

営
方

針
の

範
囲

内
で

充
実

さ
せ

る
こ
と

を
検

討
さ
れ

た
い
。
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 提

案
を

当
該

年
度

の
事

業
や

翌
年

度
の

事
業

に
反

映
す

る
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
以

上
、

外
部

委
員

が
計

画
の

進
捗

状
況

を
把

握
し

た
上

で
発

し
た

意
見

・
提

案
を

ど
の

よ
う

に
次

の
ア

ク
シ

ョ
ン

へ
反

映
さ

せ
た

か
を

明
示

す
る

こ
と

は
、

東
京

都
男

女
平

等
参

画
推

進
総

合
計

画
全

体
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
有

効
に

機
能

さ
せ

る
上

で
重

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、

都
に

お
い

て
女

性
も

男
性

も
輝

く
Ｔ

Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

会
議

に
お

け
る

過
去

の
意

見
・

提
案

を
ど

の
よ

う
に

事
業

に
反

映
し

た
か

と
い

う
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
内

容
を

議
事

録
に

記
載

し
、

公
表

す
る

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。

 
 （ （

３３
））

男男
女女

平平
等等

参参
画画

施施
策策

にに
係係

るる
ウウ
ェェ

ブブ
ササ

イイ
トト
のの

運運
営営

  
アア

  
概概

要要
  

都
民

生
活

部
で

は
、男

女
平

等
参

画
施

策
の

情
報

提
供

や
、女

性
活

躍
推

進
に

向
け

た
機

運
醸

成
等

の
目

的
か

ら
、

複
数

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

運
営

し
て

い
る

。
 

 
イ イ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
都

民
生

活
部

で
は

、
男

女
平

等
参

画
施

策
の

た
め

複
数

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

運
営

し
て

お
り

、そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
・
機

能
に

つ
い

て
担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

、以
下

の
回

答
を

得
た

。
 

・
東

京
都

女
性

活
躍

推
進

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
 

都
の

女
性

活
躍

推
進

に
関

す
る

情
報

を
紹

介
す

る
サ

イ
ト

 
・

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ

Ｏ
ラ

イ
フ

・
ワ

ー
ク

・
バ

ラ
ン

ス
 

都
・
国
・
区
市

町
村

等
の

ラ
イ

フ
・
ワ

ー
ク
・
バ

ラ
ン

ス
に

関
す

る
取

組
等

の
情

報
発

信
を

す
る

サ
イ

ト
 

・
Ｔ

Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

メ
ン

タ
ー

カ
フ

ェ
 

女
性

の
ち

ょ
っ

と
し

た
悩

み
や

不
安

を
気

軽
に

都
民

メ
ン

タ
ー

に
相

談
で

き
る

サ
イ

ト
 

・
Ｔ

Ｅ
Ａ

Ｍ
家

事
・

育
児

 
男

性
が

積
極

的
に

家
事

・
育

児
に

取
り

組
む

契
機

と
な

る
よ

う
な

具
体

的
な

実
践

方
法

や
意

識
啓

発
を

促
す

様
々

な
情

報
発

信
を

す
る

サ
イ

ト
 

・
Ｗ

Ｉ
Ｌ

Ｌ
キ

ャ
リ

ッ
ジ

 
若

者
が

気
軽

に
楽

し
み

な
が

ら
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
を

知
る

た
め

の
情

報
発

信
を

す
る

サ
イ

ト
 

 
な

お
、令

和
５

年
度

に
各

サ
イ

ト
の

役
割

の
見

直
し

を
実

施
し

た
結

果
、上

記
の

う
ち「

東
京

都
女

性
活

躍
推

進
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

」、「
Ｔ

Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

ラ
イ

フ
・
ワ

ー
ク
・
バ

ラ
ン

ス
」及

び「
Ｗ

Ｉ
Ｌ

Ｌ
キ

ャ
リ

ッ
ジ

」は
、都

民
生

活
部

が
運

営
し

て
い

る
他

の
サ

イ
ト

と
内

容
が

重
複

し
て

い
る

た
め

、
運

営
を

終
了

し
て

い
る

。
 

各
サ

イ
ト

の
開

設
を

検
討

す
る

に
当

た
っ

て
既

に
都

が
運

営
し

て
い

る
サ

イ
ト

の
内

容
や
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番
号
 

事
業
名
 

事
業
概
要
 

令
和
５
年
度
事
業
規
模
 

192 
女

性
団
体
と
の
交
流
 

都
民・団

体・行
政
が
交
流
を
深
め
な

が
ら
、男

女
平
等
参
画
社
会

の
実
現
に

つ
い
て
考
え
る
場
を
提
供
す
る
。
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

フ
ォ
ー
ラ
ム
 
年
１
回
 

212 
自
主
学
習
活
動
の
支
援
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
施

設
の

利
用・貸

出
を
通
じ

て
、男

女
平
等
参

画
に
関
す
る
学
習
活
動
を
支
援
す
る
。 

ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
保
育
室
、

ワ
ー

キ
ン

グ
ル

ー
ム

等
の

貸
出
等
 

299 
男

女
平

等
参

画
に

関
す

る
総
合

相
談
 

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

様
々

な
悩

み
 相

談
、

法
律

に
関

す
る

相
談

な
ど

総
合
相
談
を
実
施
す
る
。
 

・
総

相
談

件
数

 28,000
件
 

（
DV相

談
5,000件

含
む
）
 

・
一
般
相
談
 

・
特
別
相
談
 

・
男
性
相
談
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 こ

こ
で

、上
記

施
策

に
つ

い
て

は
、東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ
ザ

の
運
営

に
係

る
目

標
管
理

と
い

う
観

点
か

ら
、掲

載
さ

れ
て

い
る

事
業

に
つ

い
て

、総
合

計
画

の
性

質
上
、定

量
的

な
目

標
が

な
い

も
の

が
散

見
さ

れ
る

。
 

 
（

意
見

２
－

１
１

）
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

計
画
及

び
進
捗

管
理

に
つ
い

て
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
事

業
計

画
は

、
東

京
都

男
女

平
等

参
画

推
進

総
合

計
画

に
記

載
の

事
業

と
紐

付
い

て
い

る
が

、総
合
計

画
に
お

い
て

は
、そ

の
性

質
上
、数

値
目

標
や
定

量
化

さ
れ

た
事

業
規

模
の

記
載

も
限

定
的

で
あ

る
。

 
こ

の
点

、
組

織
と

し
て

の
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

計
画

及
び

進
捗

管
理

を
考

慮
し

た
場

合
、

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
事

業
計

画
と

総
合

計
画

の
記

載
事

項
を

同
一

の
も

の
と

し
て

捉
え

る
と
、

定
量

的
な

目
標

設
定

が
十

分
で
は

な
い
と

考
え

ら
れ
る

。
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
事

業
を

網
羅

的
に

総
合

計
画

に
掲

載
す

る
こ

と
は

難
し

い
と

考
え

ら
れ

る
が

、定
量

的
な

目
標

設
定

が
可

能
な
事

業
に
つ

い
て

は
、事

業
計

画
に

お
い

て
目

標
設

定
を

行
う

こ
と

が
、

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ
ク

ル
の

実
施
に

資
す
る

も
の

と
考
え

ら
れ

る
。

 
し

た
が

っ
て

、東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

処
務
規

程
に
基

づ
く

事
業
計

画
に

つ
い

て
、上

記
の

視
点

を
踏

ま
え

て
策

定
す

る
こ

と
を
検

討
さ
れ

た
い

。
 

 
（

イ
）

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
事
業

報
告
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
事

業
報

告
は

、
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
処

務
規

程
に

よ
れ

ば
、
前

月
分

の
事

業
の

実
績

及
び

概
要

を
都

民
生
活

部
長
に

報
告

す
る
こ

と
と

さ
れ
て

い
る

。
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
で

は
、当

該
規

定
に

基
づ
き

、毎
月

の
各

種
相

談
件

数
及

び
施

設
の

利
用

率
を

同
一
の

表
で

報
告

し
て

い
る

。
  

監
査

人
が

令
和

５
年

度
の

事
業

報
告

を
閲

覧
し

た
と

こ
ろ

、
相

談
件

数
及

び
施

設
の

利
用

率
が

記
載

さ
れ

て
お

り
、前

年
度

同
月

比
の

増
減

は
記
載

さ
れ
て

い
る

も
の
の

、前
年

度
か

ら
83 

 ３３
  

東東
京京

ウウ
ィィ

メメ
ンン

ズズ
ププ

ララ
ザザ

のの
運運

営営
  

（（
１１

））
計計

画画
及及

びび
目目

標標
管管

理理
  

アア
  

概概
要要

  
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
処

務
規

程
第

９
条

に
お

い
て

、
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
所

長
は

、毎
年

３
月

末
日

ま
で

に
、翌

年
度

の
年

間
事

業
計

画
を

定
め

、生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
都

民
生

活
部

長
（

以
下
「
都
民
生
活
部
長
」
と

い
う

。）
の

承
認

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

定
め

ら
れ

て
い

る
。

 
年

間
事

業
計

画
の

具
体

的
な

内
容

は
、東

京
都

男
女

平
等

参
画

推
進

総
合

計
画（

以
下「

総
合

計
画

」
と

い
う

。）
に
記

載
の

事
業

と
紐

づ
い

て
お

り
、
総

合
計

画
の

年
次

報
告

に
お

け
る

都
の

男
女

平
等

参
画

事
業

一
覧

と
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
公

表
さ

れ
て

い
る

。
 

ま
た

、
同

規
程

第
10条

に
お

い
て

、
所

長
は

、
前

月
分

の
事

業
の

実
績

及
び

概
要

を
都

民
生

活
部

長
に

報
告

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

で
は

、当
該

規
定

に
基

づ
き

、
毎

月
の

各
種

相
談

件
数

及
び

施
設

の
利

用
率

を
同

一
の

表
で

報
告

し
て

い
る

。
  

 
イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
（

ア
）

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
事

業
計

画
に

つ
い

て
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
年

間
事

業
計

画
は

、
総

合
計

画
に

記
載

の
事

業
と

紐
づ

い
て

い
る

た
め

、
総

合
計

画
の

う
ち

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
事

業
と

記
載

さ
れ

て
い

る
箇

所
を

閲
覧

し
、

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

全
体

の
事

業
に

係
る

進
捗

管
理

に
資

す
る

内
容

と
な

っ
て

い
る

か
を

確
認

し
た

。
 

総
合

計
画

に
お

け
る

女
性

活
躍

推
進

関
連

施
策

に
お

い
て

、
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
に

関
連

す
る

事
業

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 

表
Ｂ

－
２

－
４

 
東

京
都

男
女

平
等

参
画

推
進

総
合

計
画

に
お

け
る

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
に

関
連

す
る

事
業

 
番
号
 

事
業
名
 

事
業
概
要
 

令
和
５
年
度
事
業
規
模
 

189 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
情
報
提
供
 

「
東

京
都

女
性

活
躍

推
進

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
」
、
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ラ
イ
フ
・

ワ
ー
ク
・
バ

ラ
ン
ス
」に

よ
り
、効

果
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。加

え
て
、東

京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、プ

ラ
ザ
施
設
の

予
約
、開

催
す
る
講
座
の
申
込
み
や
図

書
類
の
予
約・検

索
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
。
 

・
Webサ

イ
ト「

東
京
都
女
性

活
躍

推
進

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
」、「

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
ラ
イ
フ・

ワ
ー

ク
・

バ
ラ

ン
ス

」
に

よ
り
、
情
報
を
発
信

 
・ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、エ

ッ
ク
ス

等
を
利
用
し
て
、
情
報
提
供
 

191 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
図
書
資
料
室
の
運
営
 

都
民
の
自
己
啓
発
、自

主
研
究
な
ど
を

支
援
す

る
た

め
、関

連
図
書
、行

政
資

料
等
を
収
集
し
、
提
供
す
る
。
 

蔵
書
数
 
約

7.0万
冊
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東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
貸

出
施

設
の

利
用

に
当
た

っ
て
は

、利
用
団

体・グ
ル

ー
プ

登
録

制
度

が
存

在
す

る
。

以
下

の
登

録
要

件
を

満
た

す
団

体
（

以
下

「
登

録
団

体
」

と
い

う
。）

は
、施

設
予

約
シ
ス

テ
ム

に
よ

る
電

子
抽

選
に

参
加

可
能
と

な
る

と
と
も

に
、同

シ
ス

テ
ム
に

よ
り

使
用

申
請

を
行

う
こ

と
が

可
能

と
な
る

。ま
た

、登
録

し
て

い
な
い

団
体
・
グ

ル
ー
プ

よ
り

使
用

申
請

受
付

開
始

月
が

早
く

な
る

と
い

っ
た

メ
リ
ッ

ト
を
享

受
で

き
る
。

 
ａ

 
東

京
都

内
に

活
動

の
拠

点
が

あ
る
こ

と
。

 
ｂ

 
非

営
利
団

体
・

グ
ル

ー
プ

で
あ

る
こ

と
。
 

ｃ
 

男
女

平
等

参
画

に
関

す
る

活
動

を
行

っ
て

い
る
こ

と
。
 

 令
和

５
年

度
に

お
け

る
利

用
状

況
を

、団
体
区

分
別

、目
的

別
で

集
計
し

た
結

果
は

、以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 表
Ｂ

－
２

－
６

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

施
設

利
用
状

況
（

団
体

の
登

録
区
分

別
、

目
的

別
）
 

（
単
位
：
件
）
 

 
目

的
内

 
目

的
外

 
全

体
 

登
録

団
体

 
893 

129 
1,022 

未
登

録
団

体
 

893 
773 

1,666 
都

関
係

団
体

 
212 

13 
225 

合
計

 
1,998 

915 
2,913 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 

（
イ

）
施

設
の

利
用

方
法

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

利
用

方
法

に
つ

い
て

は
、

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

運
営

要
綱

に
定

め
ら

れ
て

い
る

。
 

貸
出

施
設

等
の

使
用

申
請

受
付

開
始

日
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

り
、

登
録

団
体

に
つ

い
て

は
受

付
開

始
日

が
早

く
な

っ
て

い
る

。
 

 表
Ｂ

－
２

－
７

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ
プ

ラ
ザ
の

貸
出

施
設
等

の
使
用

申
請

受
付

開
始
日

 
貸

出
施

設
等
 

使
用
申

請
受
付
開
始

日
 

ホ
ー

ル
及

び
そ

の
附

帯
設
備
 

使
用
月
の

６
月
前
の
月

の
初
日

。
た
だ
し
、
登
録
団

体
に
あ

っ
て
は

、
使

用
月
の

12月
前
の

月
の
初
日
 

視
聴

覚
室

、
会

議
室

、
ビ
デ
オ

編
集

室
、

保
育

室
及

び
そ
れ
ら

の
附

帯
設

備
 

ホ
ー

ル
と

併
せ

て
使

用
す

る
と

き
は

使
用

月
の

６
月

前
の

月
の

初
日

、そ
の

他
の
場
合
は

使
用
月

の
３
月
前
の

月
の
初

日
。た

だ
し
、登

録
団

体
に

あ
っ

て
は

、
ホ

ー
ル

と
併

せ
て

使
用

す
る

と
き

は
使

用
月

の
12月

前
の
月
の
初

日
、そ

の
他
の

場
合
は
使
用

月
の
６

月
前

の
月

の
初
日
 

85 
 の

増
減

理
由

や
推

移
の

分
析

は
特

段
な

さ
れ

て
い

な
い

。
 

 
（

意
見

２
－

１
２

）
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

事
業

報
告

に
つ

い
て

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

事
業

報
告

は
、

前
月

分
の

事
業

の
実

績
及

び
概

要
を

生
活

文
化

ス
ポ

ー
ツ

局
都

民
生

活
部

長
に

報
告

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

お
り

、
同

報
告

に
は

相
談

件
数

及
び

施
設

の
利

用
率

と
、そ

れ
ぞ

れ
前

年
度

同
月

比
の

増
減

は
記

載
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、前

年
度

か
ら

の
増

減
理

由
や

推
移

の
分

析
は

特
段

な
さ

れ
て

い
な

い
。

 
事

業
報

告
を

よ
り

有
効

に
活

用
す

る
観

点
か

ら
、

事
業

報
告

を
毎

月
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
実

施
と

位
置

付
け

、
前

年
同

月
や

前
月

の
実

績
と

比
較

し
て

分
析

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
次

月
以

降
の

事
業

実
施

に
有

用
な

視
点

が
得

ら
れ

る
も

の
と

思
わ

れ
る

。
 

上
記

を
踏

ま
え

、
事

業
報

告
の

よ
り

有
効

な
活

用
方

法
に

つ
い

て
検

討
さ

れ
た

い
。

 
 

（ （
２２

））
施施

設設
利利

用用
  

アア
  

概概
要要

  
（

ア
）

概
要

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
は

、ホ
ー

ル
、会

議
室

、視
聴

覚
室

等
の

施
設

を
、男

女
平

等
参

画
社

会
の

実
現

の
た

め
の

活
動

の
場

と
し

て
提

供
し

て
い

る
。

貸
出

施
設

等
を

使
用

で
き

る
団

体
・

グ
ル

ー
プ

は
、

次
の

２
つ

の
要

件
を

満
た

す
も

の
と

さ
れ

て
い

る
。

 
ａ

 
東

京
都

内
に

活
動

の
拠

点
が

あ
る

こ
と

。
 

ｂ
 

非
営

利
の

団
体

・
グ

ル
ー

プ
で

あ
る

こ
と

。
 

 た
だ

し
、ホ

ー
ル

及
び

そ
の

附
帯

設
備

に
つ

い
て

は
、営

利
団

体
で

あ
っ

て
も

、営
利

を
目

的
と

し
て

い
な

い
事

業
を

実
施

す
る

場
合

は
、

使
用

可
能

と
な

っ
て

い
る

（
目

的
外

利
用

）。 
令

和
５

年
度

の
総

入
館

者
数

は
118,771

人
、

施
設

別
の

利
用

状
況

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 
表

Ｂ
－

２
－

５
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
施

設
利

用
状

況
（

施
設

別
）

 
 

利
用

件
数

（
件

）
 

利
用

人
員

（
人

）
 

利
用

率
（

％
）

 
ホ

ー
ル

 
366 

38,852 
44.1 

視
聴

覚
室

 
1,534 

20,357 
52.4 

第
一

会
議

室
 

1,076 
12,283 

55.2 
第

二
会

議
室

 
1,048 

7,479 
54.0 

第
三

会
議

室
 

500 
2,340 

51.3 
合

計
 

4,524 
81,311 

52.0 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成 
 



45 令和7年3月26日（水曜日） （増刊　13）東　京　都　公　報

88 
 （

ウ
）

施
設

の
使

用
料

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

貸
出

施
設

等
の

使
用

料
は

、
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
条

例
第

５
条

に
て

別
表

に
定

め
る

額
の

範
囲

内
に

お
い

て
規

則
で

定
め

る
と

さ
れ

て
い

る
。

具
体

的
に

は
、東

京
都

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ
条

例
施
行

規
則

第
４
条

に
定
め

ら
れ

て
お

り
、以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

 
表

Ｂ
－

２
－

８
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン
ズ

プ
ラ
ザ

の
施

設
使
用

料
 

・
施

設
使

用
料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

   
（
単
位
：
円
） 

施
設
名
 

全
日
 

9～
21時

 
午
前
 

9～
12時

 
午
後
 

13～
17時

 
夜
間
 

18～
21時

 
ホ
ー

ル
（
246席

）
 

146,200 
48,700 

60,900 
60,900 

視
聴
覚
室
 

100名
 

分
割
し
な
い
で
使
用
 

19,600 
6,500 

8,100 
8,100 

分
割
し
て
使
用
 

A 
6,600 

2,200 
2,700 

2,700 
B 

6,600 
2,200 

2,700 
2,700 

C 
6,400 

2,100 
2,700 

2,700 

第
一
会
議
室
 

80名
 

分
割
し
な
い
で
使
用
 

10,400 
3,400 

4,300 
4,300 

分
割
し
て
使
用
 

A 
4,800 

1,600 
2,000 

2,000 
B 

5,600 
1,800 

2,300 
2,300 

第
二
会
議
室
 

50名
 

分
割
し
な
い
で
使
用
 

8,000 
2,600 

3,300 
3,300 

分
割
し
て
使
用
 

A 
3,500 

1,100 
1,400 

1,400 
B 

4,500 
1,500 

1,900 
1,900 

第
三
会
議
室
（
和
室
）

 
20名

 
3,500 

1,100 
1,400 

1,400 
第
一
講
師
控
室
 

4名
 

1,100 
300 

400 
400 

第
二
講
師
控
室
 

8名
 

1,900 
600 

800 
800 

ビ
デ
オ
編
集
室
 

1,200 
400 

500 
500 

  
 

87 
 講

師
控
室
 

ホ
ー

ル
と

併
せ

て
使

用
す

る
と

き
は

使
用

月
の

６
月

前
の

月
の

初
日
、視

聴
覚
室
、会

議
室
と
併
せ
て
使
用
す
る
と

き
は

使
用

月
の

３
月

前
の
月
の
初
日
。た

だ
し
、登

録
団
体
に
あ
っ
て

は
、ホ

ー
ル

と
併

せ
て
使
用
す
る
と
き
は
使
用
月
の

12月
前
の
月
の

初
日

、そ
の

他
の

場
合
は
使
用
月
の
６
月
前
の
月
の
初
日
。単

独
で
使

用
す

る
と

き
は

、使
用
月
の
１
月
前
の
初
日
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 貸

出
施

設
等

を
使

用
し

よ
う

と
す

る
者

は
、
使

用
申

請
受

付
開

始
日

の
午

後
１

時
以

降
に

、
電

話
に

よ
り

仮
予

約
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。ま
た

、電
話

に
よ

り
貸

出
施

設
等

の
仮

予
約

を
行

っ
た

者
は

、仮
予

約
を

し
た

日
か

ら
２

週
間

後
の

日（
そ

の
日

が
使

用
日

よ
り

も
後

の
場

合
に

は
、使

用
日

）ま
で

に
、来

館
し

て
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
所

長
に

使
用

申
請

書
を

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
こ

の
際

、
登

録
団

体
は

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
使

用
申

請
及

び
電

子
抽

選
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
登

録
団

体
は

、
使

用
申

請
受

付
開

始
月

の
前

月
20日

か
ら

電
子

抽
選

に
応

募
で

き
、

使
用

申
請

受
付

開
始

月
の

初
日

に
抽

選
結

果
を

確
認

し
、

10
日

以
内

に
使

用
申

請
を

行
う

。
 

一
方

、登
録

団
体

以
外

は
、使

用
申

請
受

付
期

間
内

で
貸

出
施

設
が

空
い

て
い

る
場

合
、利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
（
空

室
利

用
）。

具
体

的
に

は
、
施

設
予

約
窓

口
へ

電
話

又
は

来
館

に
よ

る
仮

予
約

を
行

い
、

２
週

間
以

内
に

使
用

申
請

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

使
用

料
の

納
入

期
限

及
び

納
入

方
法

は
、以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。期
限

ま
で

に
納

入
が

な
い

場
合

は
、申

請
者

の
責

め
に

よ
ら

な
い

事
情

等
の

特
別

な
事

情
が

あ
る

場
合

を
除

き
、予

約
は

取
り

消
さ

れ
る

。
 

 
貸
出
施

設
等
 

使
用
料
納
入
期
限
 

納
入
方
法
 

ホ
ー

ル
 

・
使
用
日
の

90日
前
の
日
 

・
申
請
日
か
ら
使
用
日

ま
で
の
期
間
が

90
日
に
満
た
な

い
場
合
は
、
申
請
日
か
ら

14日
以
内
 

・申
請
日
が
使
用
日

ま
で

14日
以
内
の
場
合
は
、使

用
日
 

窓
口
入

金
 

又
は
 

口
座
振
込
 

視
聴

覚
室
、

会
議

室
、

ビ
デ

オ
編

集
室

及
び

講
師

控
室

並
び

に
附
帯
施

設
 

使
用
日
 

窓
口
入

金
 

 窓
口

入
金

は
、東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
に

来
所

し
て

支
払

う
こ

と
と

な
る

が
、現

金
払

い
以

外
に

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
決

済（
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
、交

通
系

Ｉ
Ｃ

カ
ー

ド
、Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

決
済

）
を

備
え

て
い

る
。

 
使

用
申

請
後

、使
用

料
が

支
払

わ
れ

た
後（

口
座

振
込

に
よ

り
支

払
わ

れ
た

場
合

は
口

座
入

金
を

確
認

し
た

後
）

に
、

使
用

承
認

書
が

交
付

さ
れ

る
。
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表
Ｂ

－
２

－
１

０
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン
ズ

プ
ラ
ザ

の
附

帯
設
備

利
用
率

の
推

移
 

（
単
位
：
％
） 

施
設
名
 

付
帯
設

備
名
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

ホ
ー

ル
 

拡
大
投

影
装
置
（
OHC）

 
3.0 

1.2 
1.0 

映
写
装
置
（
ビ
デ
オ
）
 

0.0 
0.0 

0.0 
映
像
投
影
機
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

）
 

55.1 
52.6 

56.1 
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
・
調
整
卓
 

0.0 
0.0 

0.0 
ピ
ア
ノ
 

33.8 
22.8 

20.6 

視
聴
覚
室
 

映
写
装
置（

天
吊
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

ビ
デ
オ
）
 

4.1 
5.9 

7.1 

卓
上
映
写
機
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

）
 

11.9 
14.8 

13.4 
第
一
会
議
室
 

音
響
装
置
 

13.7 
18.4 

21.0 
第
二
会
議
室
 

音
響
装
置
 

6.4 
10.0 

8.6 
（

注
）

卓
上

映
写

機
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
）

は
視

聴
覚

室
と

各
会

議
室

の
利

用
実

績
の

合
算

で
あ

る
。

 
都

提
供

資
料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 ま

た
、

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

に
お

け
る

貸
出

施
設

及
び

附
帯

設
備

の
貸

出
に

よ
る

施
設

使
用

料
収

入
の

推
移

は
、

表
Ｂ

－
２
－

１
１
及

び
表

Ｂ
－
２

－
１
２

の
と

お
り

で
あ
る

。
 

 
表

Ｂ
－

２
－

１
１

 
貸

出
施

設
の

貸
出

に
よ
る

使
用

料
収
入

の
推

移
 

（
単
位
：
千
円
） 

施
設

名
 

令
和

３
年

度
 

令
和

４
年

度
 

令
和

５
年

度
 

ホ
ー

ル
 

8,946 
18,622 

16,978 
視

聴
覚

室
 

2,069 
2,577 

2,756 
第

一
会

議
室

 
1,009 

1,454 
1,773 

第
二

会
議

室
 

777 
1,142 

1,246 
第

三
会

議
室

 
346 

532 
572 

第
一

講
師

控
室

 
126 

147 
171 

第
二

講
師

控
室

 
185 

302 
310 

合
計

 
13,458 

24,777 
23,806 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 

表
Ｂ

－
２

－
１

２
 

附
帯

設
備

施
設

の
貸
出

に
よ

る
使
用

料
収
入

の
推

移
 

（
単
位
：
千
円
）
 

 
令

和
３

年
度

 
令

和
４

年
度

 
令

和
５

年
度

 
付

帯
設

備
の

使
用

料
収

入
合

計
 

884 
1,500 

1,900 
（

注
）

施
設

予
約

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

項
目

別
の

集
計

を
し

て
い

な
い

た
め

、
内

訳
別

の
使

用
料

収
入

は
不

明
。

 
都

提
供

資
料
よ

り
監

査
人

作
成

 
89 

 ・
附

帯
設

備
使

用
料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  （

単
位
：
円
） 

施
設
名
 

付
帯
設

備
名
 

全
日
 

9～
21時

 
午
前
 

9～
12時

 
午
後
 

13～
17時

 
夜
間
 

18～
21時

 

ホ
ー

ル
 

拡
大
投

影
装
置
（
OHC）

 
4,500 

1,500 
1,800 

1,800 
映
写
装
置
（
ビ
デ
オ
）
 

8,300 
2,700 

3,400 
3,400 

映
像
投
影
機
 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）
 

13,900 
4,600 

5,800 
5,800 

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
・
調
整
卓
 

12,800 
4,200 

5,300 
5,300 

ピ
ア
ノ
 

7,300 
2,400 

3,000 
3,000 

視
聴
覚
室
 

映
写

装
置

（
天

吊
り

プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ビ
デ
オ
）
 

28,500 
9,500 

11,800 
11,800 

卓
上
映
写
機
 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）
 

400 
100 

200 
200 

第
一
 

会
議
室
 

卓
上
映
写
機
 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）
 

400 
100 

200 
200 

音
響
装
置
 

1,500 
500 

600 
600 

第
二
 

会
議
室
 

卓
上
映
写
機
 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）
 

400 
100 

200 
200 

音
響
装
置
 

1,500 
500 

600 
600 

第
三
 

会
議
室
 

卓
上
映
写
機
 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
）
 

400 
100 

200 
200 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

よ
り

監
査

人
作

成
  

（
エ

）
施

設
の

稼
働

率
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

に
お

け
る

貸
出

施
設

及
び

附
帯

設
備

の
利

用
率

の
推

移
は

、
表

Ｂ
－

２
－

９
及

び
表

Ｂ
－

２
－

１
０

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 

表
Ｂ

－
２

－
９

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

貸
出

施
設

利
用

率
の

推
移

 
（
単
位
：
％
） 

 
令

和
３

年
度

 
令

和
４

年
度

 
令

和
５

年
度

 
ホ

 
ー

 
ル

 
22.0 

38.3 
44.1 

視
聴

覚
室

 
35.3 

46.0 
52.4 

第
一

会
議

室
 

32.2 
48.3 

55.2 
第

二
会

議
室

 
34.0 

53.1 
54.0 

第
三

会
議

室
 

31.3 
48.3 

51.3 
合

計
 

32.4 
47.5 

52.4 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成
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 （

イ
）

施
設

の
稼

働
率

に
つ

い
て

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

貸
出

施
設
等

の
稼

働
率
に

つ
い
て

は
、
平
成

27年
の

包
括

外
部

監
査

報
告

書
に

お
い

て
以

下
の

意
見

が
付

さ
れ

て
い
る

。
 

 （
意

見
２

－
１

６
）

貸
出

施
設

の
利

用
率

に
つ

い
て
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

で
は

、
ホ

ー
ル

や
会

議
室

等
の

貸
出

事
業

を
実

施
し

て
い

る
が

、
そ

の
施

設
全

体
の

利
用

率
が

こ
こ
数

年
60％

前
後

と
低

迷
し

て
い
る

た
め

、
こ

の
利

用
率

を
改

善
す

べ
く

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

デ
ザ

イ
ン

を
一

新
す

る
な

ど
の

対
策

を
講

じ
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、
そ

の
貸

出
施
設

が
好

立
地
で

あ
り
、

平
成

27年
度

に
お

い
て

利
用

率
の

上
昇

の
兆

し
が

見
ら

れ
る

も
の

の
、

改
善

策
の

効
果

は
い

ま
だ

十
分

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
有

効
性

・
経

済
性

の
観

点
よ

り
、
貸

出
施

設
の
利

用
率

を
向
上

さ
せ

る
た
め

に
、

更
な

る
改

善
策

を
講

じ
る

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
と
さ

れ
た
い

。
 

 こ
の

点
、

直
近

３
年

の
施

設
の

稼
働

率
は

、
令

和
３

年
度

が
32.4％

、
令

和
４

年
度

が
47.5％

、
令

和
５

年
度

が
52.4％

と
な

っ
て
い

る
。
 

確
か

に
直

近
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

、
公

共
施

設
等

の
利

用
は

一
般

的
に

落
ち

込
ん

だ
と

言
え

る
が

、
人

流
の

回
復

が
見

ら
れ

た
令

和
５

年
度

の
実

績
も

52％
と

、平
成

27年
度

包
括

外
部

監
査

報
告
書

の
意
見

が
前

提
と
し

た
60％

前
後
の

稼
働

率
の

状
況

と
大

き
く

変
わ

っ
て

は
い

な
い

も
の
と

思
わ
れ

る
。

 
 

（
意

見
２

－
１

４
）

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
施
設

の
稼

働
率
に

つ
い
て

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
に

お
け

る
貸

出
施

設
等
の

稼
働

率
は
、令

和
３
年

度
が

32.4％
、

令
和

４
年

度
が

47.5％
、

令
和

５
年

度
が

52.4％
と

な
っ
て

い
る

。
 

確
か

に
直

近
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

、
公

共
施

設
等

の
利

用
は

一
般

的
に

落
ち

込
ん

だ
と

言
え

る
が

、
人

流
の

回
復

が
見

ら
れ

た
令

和
５

年
度

の
実

績
も

52.4％
と

、平
成

27年
度

に
お

け
る

包
括
外

部
監

査
で
意

見
が
付

さ
れ

た
60％

前
後

の
稼

働
率

の
状

況
と

大
き

く
変

わ
っ

て
は

い
な

い
も

の
と

思
わ
れ

る
。一

方
、こ

こ
数

年
、新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

ラ
イ

フ
ス

タ
イ
ル

は
大
き

く
変

化
し
て

き
て

い
る

。
 

こ
れ

ら
を

踏
ま

え
る

と
、

従
来

同
様

の
取

組
だ

け
で

は
利

用
者

の
利

便
性

の
観

点
か

ら
は

十
分

と
は

言
え
な

い
。

 
し

た
が

っ
て
、稼

働
率

の
向

上
の

た
め

、利
用

者
に

対
す

る
ア
ン

ケ
ー

ト
な
ど

に
よ

り
導

入
が

望
ま

し
い

設
備

と
い

っ
た

よ
り

き
め

細
か

な
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
そ

れ
に

応
じ

た
対

応
や

広
報

の
強

化
を

検
討

さ
れ

た
い

。
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（

ア
）

施
設

の
利

用
方

法
 

貸
出

施
設

等
の

利
用

方
法

に
つ

い
て

、
都

民
の

利
用

の
し

や
す

さ
や

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
施

設
運

営
の

観
点

か
ら

、
関

連
規

程
の

閲
覧

及
び

実
務

上
の

運
用

に
関

し
て

担
当

者
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

。
 

ア
に

記
載

の
と

お
り

、使
用

料
の

支
払

に
つ

い
て

、ホ
ー

ル
以

外
の

利
用

に
関

し
て

は
窓

口
で

の
支

払
と

な
っ

て
い

る
。こ

れ
は

実
務

上
、貸

出
施

設
等

の
使

用
日

に
来

所
し

て
支

払
を

行
い

、そ
の

ま
ま

使
用

承
認

を
得

て
施

設
を

使
用

す
る

と
い

う
流

れ
を

想
定

し
て

い
る

が
、仮

に
事

前
に

支
払

を
行

お
う

と
す

る
場

合
も

窓
口

に
て

支
払

を
行

う
必

要
が

あ
り

、
利

用
者

の
利

便
性

と
窓

口
業

務
の

効
率

化
の

観
点

で
改

善
の

余
地

が
あ

る
と

判
断

し
た

。
 

 
（

意
見

２
－

１
３

）
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

施
設

利
用

に
係

る
支

払
方

法
に

つ
い

て
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

の
貸

出
施

設
等

の
使

用
料

の
支

払
に

つ
い

て
、

ホ
ー

ル
以

外
の

使
用

に
関

し
て

は
窓

口
で

の
支

払
と

な
っ

て
い

る
。こ

れ
は

実
務

上
、貸

出
施

設
等

の
使

用
日

に
来

所
し

て
支

払
を

行
い

、
そ

の
ま

ま
使

用
承

認
を

得
て

施
設

を
使

用
す

る
と

い
う

流
れ

を
想

定
し

て
い

る
が

、
仮

に
事

前
に

支
払

を
行

お
う

と
す

る
場

合
も

窓
口

に
て

支
払

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
 

こ
れ

で
は

、使
用

者
の

利
便

性
と

い
う

観
点

か
ら

は
、事

前
支

払
の

た
め

に
来

所
す

る
こ

と
に

よ
る

移
動

コ
ス

ト
や

振
込

以
外

の
事

務
処

理
を

行
う

事
務

コ
ス

ト
を

負
担

さ
せ

る
こ

と
と

な
り

、東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

側
の

窓
口

業
務

の
効

率
化

の
観

点
で

も
、窓

口
に

お
け

る
現

金
の

準
備

や
精

算
、管

理
、預

金
口

座
へ

の
預

入
等

の
事

務
コ

ス
ト

が
生

じ
る

た
め

、課
題

が
あ

る
。

 
「

未
来

の
東

京
」
戦

略
に

お
い

て
も

都
民

が
実

感
で

き
る

Ｑ
Ｏ

Ｓ
（

ク
オ

リ
テ

ィ
・
オ

ブ
・

サ
ー

ビ
ス

）向
上

へ
の

重
点

的
な

改
革

の
推

進
が

強
調

さ
れ

て
お

り
、使

用
者

の
利

便
性

の
向

上
は

、施
設

の
稼

働
率

向
上

の
み

な
ら

ず
、都

民
や

そ
の

団
体

に
よ

る
男

女
平

等
参

画
社

会
実

現
に

向
け

た
活

動
の

後
押

し
に

も
つ

な
が

る
こ

と
と

な
る

。
 

し
た

が
っ

て
、東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
に

お
け

る
使

用
料

の
支

払
に

つ
い

て
、口

座
振

込
や

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

払
い

な
ど

、来
所

せ
ず

と
も

事
前

に
支

払
が

で
き

る
よ

う
、使

用
者

の
ニ

ー
ズ

を
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

で
把

握
し

、
そ

れ
に

応
じ

て
運

営
要

綱
の

改
定

や
オ

ン
ラ

イ
ン

決
済

手
段

の
導

入
を

検
討

さ
れ

た
い

。
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相

談
需

要
が

増
え

て
い

る
中

で
、

相
談

需
要

に
適

切
に

対
応

で
き

る
相

談
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
か

と
い

う
観

点
か

ら
、
関

連
書

類
の

閲
覧
と

担
当

者
に
ヒ

ア
リ
ン

グ
を

実
施

し
た

。 
ま

ず
、

令
和
５

年
度

の
電

話
応

答
率

を
確

認
し
た

と
こ
ろ

、
一

般
相
談

は
22.6％

、
男

性
相

談
は

60.7％
で

あ
っ

た
。
電

話
相

談
事

業
に

関
し

て
は
、
お

お
む

ね
50％

程
度
の

応
答

率
を

目
標

と
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
り

、一
般

相
談
に

つ
い
て

は
、目

標
に

比
し
て

非
常

に
低

い
数

値
と

な
っ

て
い

る
。原

因
と

し
て

は
、ス

キ
ル

の
高
い

相
談

専
門
員

の
新

た
な

確
保

が
困

難
で

あ
る

こ
と

、特
定

の
時

間
帯

へ
の

集
中

、１
件

当
た

り
の

相
談
時

間
の
長

さ
が

挙
げ

ら
れ

、
抜

本
的

な
対

策
が

求
め

ら
れ

る
。

 
 （

意
見

２
－

１
５

）
一

般
相

談
の

電
話

応
答

率
の

向
上
に

つ
い
て

 
一

般
相

談
の

応
答

率
は

、
令

和
５

年
度
で

わ
ず

か
22.6％

で
あ

り
、

都
民

か
ら

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
ら

れ
て

い
る

状
況

と
は

言
え

な
い
。よ

っ
て

、応
答

率
の

向
上

を
含
む

相
談

業
務

の
質

の
向

上
に

向
け

て
更

な
る

体
制

の
強

化
が
必

要
と

考
え
る

。
 

応
答

率
の

向
上

に
は

、ま
ず

は
架

電
に

関
す
る

詳
細

な
デ
ー

タ
を
分

析
し

た
上

で
、現

状
の

不
足

部
分

を
洗

い
出

し
、

適
切

な
対

応
を

検
討
す

る
こ

と
か
ら

着
手
さ

れ
た

い
。

 
 

（ （
４４

））
女女

性性
活活

躍躍
推推

進進
事事

業業
  

アア
  

概概
要要

  
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
で

は
、

女
性

活
躍

推
進

事
業

の
一

環
と

し
て

都
民

向
け

に
各

種
セ

ミ
ナ

ー
を

企
画
・
開

催
し

て
い

る
。令

和
５
年

度
の
実

績
に

つ
い
て

は
、以

下
の

と
お
り

で
あ

る
。

 
 

 
日
付
 

セ
ミ
ナ
ー
名
 

対
象
者
 

参
加
者
数
 

男
性
の
家
事・育

児
参
画

促
進
セ
ミ
ナ
ー
 

６
月

17日（
土
) 

「
男

性
の

家
事

・
育

児
 

な
ぜ

？
い

つ
？

な
に

を
す

れ
ば

？
の

ヒ
ン
ト
」
 

男
性
の
家
事
・
育

児
参

画
に

つ
い

て
も

っ
と

知
り
た
い
方
、育

業
を

活
用

し
た

い
プ

レ
パ

パ
・
プ
レ
マ
マ
な
ど
 

156名
 

女
性

の
た

め
の

キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
 

９
月

30日（
土
) 

10月
14日（

土
) 

10月
15日（

日
) 

リ
ー

ダ
ー

に
向

け
て

一
歩

踏
み

出
す

あ
な

た
を

応
援

！
女

性
の

た
め

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
 

リ
ー
ダ
ー
・
管
理

職
に

な
る

こ
と

に
迷

い
や

不
安
を
感
じ
る
女
性
 

計
217名
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 （（

３３
））

相相
談談

事事
業業

  
アア

  
概概

要要
  

（
ア

）
相

談
事

業
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

で
は

、
一

般
相

談
（
電

話
及

び
面

接
）、

特
別

相
談
（

面
接

、
精

神
科

医
及

び
弁

護
士

）、男
性

の
た

め
の

悩
み

相
談（

電
話

及
び

面
接

）、Ｄ
Ｖ

専
用

相
談（

電
話

）、
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
 
Ｄ

Ｖ
相

談
、
多

言
語

に
よ

る
Ｄ

Ｖ
相

談
と

い
う

大
き

く
６

つ
の

相
談

業
務

を
実

施
し

て
い

る
。な

お
、相

談
事

業
に

は
、東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
相

談
員

向
け

の
ケ

ー
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
と

、区
市

町
村

相
談

員
向

け
に

外
部

の
専

門
家

を
招

い
て

指
導・助

言
を

提
供

す
る

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
も

含
ま

れ
る

。
 

相
談

業
務

の
う

ち
、男

性
の

た
め

の
悩

み
相

談
、Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
 
Ｄ

Ｖ
相

談
、多

言
語

に
よ

る
Ｄ

Ｖ
相

談
の

通
訳

に
つ

い
て

は
外

部
業

者
へ

委
託

し
、

そ
れ

以
外

に
つ

い
て

は
都

が
直

接
雇

用
す

る
相

談
員

が
業

務
に

当
た

っ
て

い
る

。
 

 （
イ

）
相

談
実

績
 

以
下

の
と

お
り

、相
談

実
績

は
年

々
増

加
傾

向
に

あ
る

。東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

で
は

、
相

談
数

の
増

加
を

受
け

、令
和

３
年

度
か

ら
電

話
相

談
を

１
回

線
増（

計
５

回
線

）し
た
ほ

か
、

相
談

体
制

強
化

と
し

て
誰

も
が

相
談

し
や

す
い

体
制

の
整

備
を

目
指

し
、

外
国

語
に

よ
る

Ｄ
Ｖ

相
談

及
び

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

 
Ｄ

Ｖ
相

談
を

開
始

し
た

。ま
た

、Ｄ
Ｖ

専
用

ダ
イ

ヤ
ル

も
新

設
し

て
い

る
。

 
 

表
Ｂ

－
２

－
１

３
 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

相
談

事
業

の
対

応
件

数
 （
単
位
：
件
）
 

 
令

和
３

年
度

 
令

和
４

年
度

 
令

和
５

年
度

 
一

般
・

Ｄ
Ｖ

・
多

言
語

 
26,274 

26,963 
29,357 

特
別

相
談

 
102 

137 
125 

男
性

相
談

 
753 

997 
1,319 

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

 
Ｄ

Ｖ
相

談
 

1,193 
1,091 

920 
合

計
 

28,322 
29,188 

31,721 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成
 

 （
ウ

）
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ズ

実
績

 
令

和
５

年
度

は
、

区
市

町
村

の
女

性
相

談
支

援
員

等
が

参
加

す
る

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
を

毎
月

１
回

開
催

し
て

お
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

女
性

相
談

支
援

員
が

担
当

す
る

困
難

事
例

等
に

つ
い

て
、
外

部
専

門
家

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

も
踏

ま
え

た
事

例
検

討
や

意
見

交
換

等
を

行
う

ほ
か

、
参

加
し

た
女

性
相

談
支

援
員

同
士

が
相

互
に

情
報

交
換

等
を

実
施

し
て

い
る

。
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 （（

５５
））

災災
害害

時時
対対

応応
  

アア
  

概概
要要

  
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
で

は
、災

害
時

の
来
訪

者
の
安

全
確

保
な
ど

、緊
急

時
の

職
員

の
適

切
、迅

速
な

対
応

に
資

す
る

た
め

、「
東

京
ウ

ィ
メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ
緊

急
対
応

の
手

引
き

」（
以

下
「

手
引

き
」
と
い

う
。）

を
策

定
し

て
い

る
。
手

引
き

に
は

、
以

下
の
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
含

ま
れ

て
い

る
。

 
（

ア
）

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

防
災
マ

ニ
ュ
ア

ル
（

火
災
）

 
（

イ
）

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

防
災
マ

ニ
ュ
ア

ル
（

地
震
）

 
（

ウ
）

傷
病

事
故

の
対

応
 

（
エ

）
個

人
情

報
等

に
関

す
る

事
故

の
対

応
 

（
オ

）
土

曜
・

日
曜

・
祝

日
及

び
夜

間
の

緊
急
時

対
応

マ
ニ
ュ

ア
ル
 

（
カ

）
そ

の
他

 
・

Ｄ
Ｖ

加
害

者
等

の
対

応
に

つ
い

て
 

・
窓

口
等

に
お

け
る

対
応

に
つ

い
て
 

 ま
た

、各
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
は

伝
達
・
報

告
図
が

含
ま
れ

て
お

り
、事

故
等

が
発

生
し
た

際
の

伝
達

・
報

告
経

路
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

 
 

イ イ
  

監監
査査

のの
結結

果果
  

手
引

き
を

閲
覧

し
、

そ
の

改
訂

状
況

や
訓

練
へ

の
適

用
状

況
に

つ
い

て
担

当
者

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し
た

。手
引

き
に

は
緊

急
時

の
伝

達
・
報

告
に

資
す
る

た
め
の

伝
達
・
報

告
図

が
含

ま
れ

て
い

る
が

、そ
の

日
付

は
そ

れ
ぞ
れ

以
下

の
と
お

り
で
あ

り
、連

絡
先

と
し

て
記

載
さ

れ
て

い
る

の
は
、

当
時

の
所

長
等

の
役

職
者

の
連
絡

先
と
な

っ
て

い
る
。

 
・

火
災

発
生
時

等
に

お
け

る
対

応
 

平
成

28年
４

月
１

日
 

・
事

故
発

生
時

の
伝

達
・

報
告

図
 

平
成

28年
４

月
１

日
 

・
個

人
情

報
等

に
関

す
る

事
故

発
生

時
の

伝
達
・

報
告
図

 
平

成
27年

12月
１

日
 

 
（

意
見

２
－

１
７

）「
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ
ザ

緊
急

対
応
の

手
引
き

」
の

改
訂

に
つ

い
て

 
「

東
京

ウ
ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
緊

急
対

応
の

手
引
き

」に
つ
い

て
、緊

急
対

応
時
の

伝
達
・
報

告
図

に
記

載
さ

れ
て

い
る

各
連

絡
先

が
現

在
の

も
の

で
な

い
。

記
載

さ
れ

て
い

る
情

報
が

変
更

さ
れ

た
際

は
、そ

の
都

度
か

、都
度

で
な
い

に
し
て

も
頻

度
を
も

っ
て
定

期
的

に
更

新
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

上
記

手
引

き
に

つ
い

て
、各

連
絡

先
の

情
報

を
最
新

の
も

の
に
更

新
す
る

と
と

も
に

、定
期

的
な

更
新

を
行

う
旨

及
び

具
体

的
な

更
新

頻
度

を
手

引
き

の
一

項
目

と
し

て
定

め
る

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。
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 東

村
山

市
共

催
 

女
性

活
躍
推

進
事

業
 

２
月
３
日
（
土
） 

「
”ね

ば
な
ら
な
い
”

に
と

ら
わ

れ
な

い
！

わ
た

し
た

ち
の

家
事

分
担
」
 

パ
ー

ト
ナ

ー
と

の
家

事
分

担
に

つ
い

て
見

直
し

に
つ

な
が

る
ヒ

ン
ト

が
欲

し
い

方
な

ど
、テ

ー
マ
に
興
味
が

あ
る
方
 

69名
 

働
く

女
性

の
メ

ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
講
演
会
 

３
月
３
日
（
日
） 

「
あ

り
の

ま
ま

の
自

分
を

認
め

る
！

折
れ

な
い
、ブ

レ
な
い「

自
分
」
の
育
て
方
」
 

働
い
て
い
る
女
性
、企

業
の

人
事

担
当

者
な

ど
テ

ー
マ

に
関

心
の

あ
る
方
 

324名
 

  イイ
  

監監
査査

のの
結結

果果
  

セ
ミ

ナ
ー

の
企

画
か

ら
実

施
、結

果
の

分
析

及
び

次
回

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

反
映

に
つ

い
て

、Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

が
有

効
に

回
り

、都
民

の
ニ

ー
ズ

に
見

合
っ

た
セ

ミ
ナ

ー
が

企
画

、実
施

さ
れ

て
い

る
の

か
と

い
う

観
点

か
ら

、
セ

ミ
ナ

ー
の

企
画

書
や

報
告

書
の

閲
覧

及
び

関
連

す
る

事
項

に
つ

い
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

。
 

担
当

者
に

よ
る

と
、ま

ず
は

年
度

予
算

を
要

求
し

、そ
の

後
、企

画
書

を
作

成
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。な

お
、企

画
書

を
作

成
す

る
際

に
は

、前
回

の
セ

ミ
ナ

ー
の

報
告

書
を

踏
ま

え
改

善
点

を
洗

い
出

す
こ

と
に

留
意

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。ま
た

、実
施

に
当

た
っ

て
は

外
部

業
者

へ
委

託
し

、
実

施
後

に
は

委
託

先
に

詳
細

な
実

施
報

告
書

の
提

出
を

求
め

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
る

。
 

こ
こ

で
、実

際
に

令
和

５
年

度
の

企
画

書
を

閲
覧

し
た

と
こ

ろ
、セ

ミ
ナ

ー
開

催
の

背
景

や
概

要
、講

師
の

詳
細

な
ど

の
記

載
が

あ
る

一
方

、予
算

の
記

載
や

目
標

参
加

人
数

の
記

載
が

な
い

こ
と

が
分

か
っ

た
。こ

の
場

合
、会

場
や

講
師

の
候

補
と

い
っ

た
企

画
書

の
内

容
が

予
算

の
範

囲
内

か
、

目
標

参
加

人
数

を
達

成
す

る
上

で
十

分
か

と
い

っ
た

点
に

つ
い

て
同

一
の

企
画

書
上

で
検

討
で

き
ず

、
業

務
の

効
率

性
に

課
題

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
 

 （
意

見
２

－
１

６
）

予
算

や
目

標
参

加
人

数
の

記
載

に
つ

い
て

 
現

状
に

お
い

て
、
セ

ミ
ナ

ー
企

画
書

に
は

予
算

の
記

載
や

目
標

参
加

人
数

の
記

載
が

な
い

。
セ

ミ
ナ

ー
の

企
画

段
階

で
は

、
既

に
セ

ミ
ナ

ー
ご

と
に

予
算

配
分

や
目

標
参

加
人

数
は

設
定

さ
れ

て
い

る
が

、
当

該
情

報
は

、
企

画
書

と
は

別
の

資
料

に
記

載
さ

れ
て

い
る

。
 

そ
の

た
め

、会
場

や
講

師
の

候
補

と
い

っ
た

企
画

書
の

内
容

が
予

算
の

範
囲

内
か

、目
標

参
加

人
数

を
達

成
す

る
上

で
十

分
か

と
い

っ
た

点
に

つ
い

て
同

一
の

企
画

書
上

で
検

討
で

き
な

い
こ

と
は

、
業

務
の

効
率

性
に

改
善

の
余

地
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

 
し

た
が

っ
て

、
予

算
や

参
加

人
数

を
企

画
書

に
記

載
す

る
こ

と
を

検
討

さ
れ

た
い

。
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表
Ｂ

－
２

－
１

４
 

東
京

ウ
ィ
メ

ン
ズ
プ
ラ
ザ
に

お
い
て

監
査
人
が
手

続
の
対

象
と
し

た
物
品

等
 

物
品

管
理

番
号

 
品

目
 

取
得

価
格

 
L01-000671 

移
動

ラ
ッ

ク
 

412,000 
J95-002784 

ピ
ア

ノ
 

12,540,250 
J95-002644 

絵
画

 
12,000,000 

J96-003267 
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
 

1,305,800 
L01-000037 

長
机

 
235,664 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 

異
な

る
番

号
の

備
品

表
示

票
が

貼
付

さ
れ

て
い

る
理

由
を

担
当

者
に

質
問

し
た

と
こ

ろ
、

平
成

13年
度

に
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

管
理
・
運

営
が

財
団
法

人
東

京
女

性
財

団
へ

の
委

託
か

ら
都

の
直

営
に

変
更

さ
れ

た
際

、
都

の
管

理
シ

ー
ル

へ
の

貼
り

替
え

漏
れ

が
生

じ
た

た
め

で
あ

り
、

認
識

は
し

て
い

た
が

貼
り

替
え
を

失
念

し
て
い

た
と
の

説
明

が
あ

っ
た
。

 
 

（
指

摘
２

－
１

）
備

品
表

示
票

の
貼

付
に

つ
い
て

 
物

品
台

帳
と

現
物

と
の

整
合

性
を

確
認

し
た

結
果

、
移

動
ラ

ッ
ク

に
つ

い
て

物
品

台
帳

と
異

な
る

番
号

の
備

品
表

示
票

が
貼

付
さ
れ

て
い
た

。
 

備
品

表
示

票
は

、
東

京
都

物
品

管
理
規

則
第

20
条

第
２

項
に
規

定
さ

れ
て

い
る

と
お

り
、

全
て

の
物

品
に

正
し

く
貼

付
さ

れ
る

必
要

が
あ

り
、

今
回

の
発

見
事

項
は

同
規

定
違

反
の

状
態

で
あ

る
。ま

た
、そ

も
そ

も
備

品
表

示
票
は

現
物
が

物
品

台
帳
に

登
録
さ

れ
た

も
の

と
同

一
で

あ
る

こ
と

を
示

す
も

の
で

あ
り

、貼
付

さ
れ
て

い
な

か
っ
た

り
、別

の
番

号
が

貼
付

さ
れ

て
い

た
り

す
る

場
合

に
は

、
不

正
に

流
用

さ
れ
た

場
合
に

発
見

で
き
な

い
リ
ス

ク
が

あ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、早

期
に

正
し

い
備

品
表
示

票
の

貼
付
を

行
う
と

と
も

に
、改

め
て

全
て

の
物

品
に

つ
い

て
正
確

な
備

品
表

示
票

が
貼

付
さ

れ
て
い

る
か
確

認
さ

れ
た
い

。
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 （（

６６
））

財財
産産

管管
理理

  
アア

  
概概

要要
  

都
で

は
、
所

有
す

る
物

品
の

照
合

に
つ

い
て

、
東

京
都

物
品

管
理

規
則

第
42条

に
「

会
計

管
理

者
は

、第
６

条
第

２
項

の
規

定
に

よ
り

定
め

る
重

要
物

品
に

つ
い

て
、毎

年
度

３
月

末
日

現
在

の
状

況
を

取
り

ま
と

め
て

整
理

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。」

と
規

定
さ

れ
て

お
り

、
重

要
物

品
の

み
毎

年
度

末
に

照
合

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。こ

こ
で

、重
要

物
品

と
は

、同
規

則
第

６
条

第
２

項
よ

り「
会

計
管

理
者

は
、前

項
に

規
定

す
る

物
品

の
区

分
を

明
ら

か
に

す
る

と
と

も
に

、
重

要
な

物
品
（

以
下
「

重
要

物
品

」
と

い
う

。）
を

定
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。」
と

さ
れ

て
お

り
、

実
際

の
運

用
と

し
て

は
、

取
得

価
格

100
万

円
以

上
の

物
品

を
重

要
物

品
と

し
て

取
り

扱
っ

て
い

る
。

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
の

管
理

す
る

物
品

の
う

ち
重

要
物

品
は

総
額

34百
万

円
（

帳
簿

価
額

）で
あ

り
、ホ

ー
ル

内
の

ピ
ア

ノ
、図

書
資

料
室

内
の

絵
画

、マ
イ

ク
ロ

フ
ィ

ル
ム

な
ど

が
あ

る
。

 
ま

た
、
物

品
の

保
管

に
当

た
っ

て
は

、
同

規
則

第
20条

第
２

項
「
出

納
員

は
、
備

品
の

保
管

に
当

た
っ

て
は

、当
該

備
品

に
備

品
表

示
票

を
貼

り
付

け
、又

は
会

計
管

理
者

が
別

に
定

め
る

方
法

に
よ

り
、
必

要
な

表
示

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。」
と

さ
れ

て
い

る
。
実

際
の

照
合

に
当

た
っ

て
は

、
物

品
と

物
品

に
貼

付
さ

れ
た

備
品

表
示

票
が

物
品

台
帳

と
一

致
し

て
い

る
か

を
突

合
す

る
こ

と
と

な
る

。
 

 イ イ
  

監監
査査

のの
結結

果果
  

（
ア

）
物

品
の

照
合

 
東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
に

お
け

る
物

品
の

現
物

照
合

に
つ

い
て

、
令

和
５

年
度

の
実

施
状

況
を

確
認

す
る

た
め

、
担

当
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
及

び
関

連
資

料
の

閲
覧

を
実

施
し

た
。

 
そ

の
結

果
、東

京
ウ

ィ
メ

ン
ズ

プ
ラ

ザ
で

は
、複

数
の

担
当

者
が

担
当

ご
と

に
物

品
と

備
品

表
示

票
が

物
品

台
帳

と
一

致
し

て
い

る
か

を
確

認
し

、
最

終
的

に
は

全
て

の
重

要
物

品
の

突
合

結
果

を
報

告
書

に
取

り
ま

と
め

、
上

長
ま

で
回

覧
し

て
い

た
。

 
 

（
イ

）
物

品
の

実
在

性
 

物
品

台
帳

に
登

録
の

あ
る

物
品

に
つ

い
て

、
そ

の
実

在
性

及
び

管
理

を
確

か
め

る
観

点
か

ら
、

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

に
所

在
す

る
以

下
５

件
の

現
物

と
物

品
台

帳
と

の
整

合
性

を
確

認
し

た
結

果
、重

要
物

品
で

あ
る

ピ
ア

ノ
、絵

画
及

び
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
に

つ
い

て
は

、
適

切
に

管
理

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
 

し
か

し
、物

品
の

う
ち

移
動

ラ
ッ

ク
に

つ
い

て
は

、物
品

台
帳

と
異

な
る

番
号

の
備

品
表

示
票

が
貼

付
さ

れ
て

い
た

。
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ま
た

、「
東

京
都

補
助

金
等

交
付

規
則

の
施

行
に
つ

い
て

」
で

は
、
実

績
報

告
書

の
み

で
は

判
断

の
資

料
と

し
て

不
充

分
な

場
合

は
、

必
要

な
書

類
を

添
付

せ
し

め
る

も
の

と
さ

れ
て

い
る

。
 

こ
れ

ら
の

規
定

を
踏

ま
え

、つ
な

が
り

創
生

財
団

か
ら
の

実
績

報
告
を

閲
覧

し
、審

査
の

実
施

に
つ

い
て

担
当

者
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

審
査

に
係

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
作

成
さ

れ
て

い
な

い
と

の
こ

と
で
あ

っ
た

。ま
た

、審
査
の

過
程

で
現

地
調

査
を

行
い

、証
憑

の
確

認
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

も
実

施
し
て

確
認
書

を
作

成
し
て

い
る

が
、確

認
書

に
は

つ
な

が
り

創
生

財
団

か
ら

提
出

さ
れ

た
収

支
報

告
書

と
、

同
財

団
が

保
有

す
る

領
収

書
等

の
証

憑
記

載
金

額
と

が
一

致
し

て
い

る
旨

の
記

載
が

あ
る

も
の

の
、

実
施

し
た

手
続

き
の

内
容

や
対

象
範

囲
は

記
載

さ
れ

て
い

な
か
っ

た
。
 

 （
意

見
２

－
１

８
）

補
助

金
の

実
績

報
告

に
係

る
審
査

等
に

つ
い
て

 
つ

な
が

り
創

生
財

団
に

対
す

る
補

助
金

に
関

し
て
、「

公
益

財
団
法

人
東

京
都

つ
な

が
り

創
生

財
団

事
業

費
補

助
金

交
付

要
綱

」及
び「

公
益

財
団

法
人
東

京
都
つ

な
が

り
創

生
財

団
管

理
費

補
助

金
交

付
要

綱
」で

は
補

助
業

務
が

完
了

し
、実

績
報

告
を

受
け

た
場
合

に
は

、審
査

及
び

必
要

に
応

じ
て

現
地

調
査

等
を

行
う

旨
が
定

め
ら
れ

て
い

る
。
 

こ
の

点
、当

該
審

査
に

係
る

チ
ェ

ッ
ク
リ

ス
ト

や
マ
ニ

ュ
ア
ル

は
作

成
さ
れ

て
お

ら
ず

、審
査

の
過

程
で

現
地

調
査

を
行

い
、

証
憑

の
確

認
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

も
実

施
し

て
確

認
書

を
作

成
し

て
い

る
が

、確
認

書
に

は
つ

な
が

り
創

生
財
団

か
ら
提

出
さ

れ
た
収

支
報

告
書

と
、同

財
団

が
保

有
す

る
領

収
書

等
の

証
憑

記
載

金
額

と
が

一
致

し
て

い
る

旨
の

記
載

が
あ

る
も

の
の

、
実

施
し

た
手

続
の

内
容

や
対

象
範

囲
は

記
載
さ

れ
て
い

な
か

っ
た
。

 
実

績
報

告
の

審
査

を
実

効
性

あ
る

も
の

と
す

る
上
で

、例
え

ば
、一

定
額（

割
合

）以
上

の
支

出
に

つ
い

て
は

証
憑

を
直

接
確

認
す

る
な

ど
、

具
体

的
な

実
施

手
続

を
あ

ら
か

じ
め

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
で

定
め

る
こ
と

は
有

用
で
あ

る
と
考

え
ら

れ
る
。ま

た
、現

地
調

査
に

つ
い

て
は

、実
施

し
た

手
続

、範
囲

及
び

そ
の
結

果
を

残
す
こ

と
で
、審

査
に

有
用

な
資

料
と

な
る

だ
け

で
な

く
、

将
来

の
審

査
及
び

現
地

調
査
の

際
に
参

照
す

る
こ
と

も
で

き
る

。
 

以
上

の
点

を
踏

ま
え

、補
助

金
の

実
績

報
告

に
係

る
審
査

に
つ

い
て
、チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
現

地
調

査
の

確
認

書
に

つ
い

て
は

記
載

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。
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 ４４

  
補補

助助
・・

助助
成成

事事
業業

  
（（

１１
））

実実
績績

報報
告告

にに
係係

るる
審審

査査
等等

  
アア

  
概概

要要
  

都
民

生
活

部
が

有
す
る
補
助・助

成
事
業
の
う

ち
、令

和
５

年
度

の
補

助
金

及
び

助
成

金
の

交
付

決
定

額
と

確
定

額
の

一
覧

は
、

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 表
Ｂ
－
２
－
１
５
 

都
民
生

活
部
に
お
け
る
補
助
金
・
助
成
金
の
交
付

決
定

額
・
確
定
額
（
令
和
５
年
度
）
 

事
業
名
 

交
付
決
定
額

（
千
円
）
 

確
定

額
 

（
千
円
）
 

執
行
率
 

（
％
）
 

東
京

都
地

域
日

本
語

教
育

の
総

合
的

な
体

制
づ

く
り
推
進
事
業
費
補
助
金
 

50,000 
9,583 

19.2 

多
文

化
キ

ッ
ズ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

設
置

支
援

補
助

金
 

32,000 
7,584 

23.7 

東
京
都
在
住
外
国

人
支

援
事

業
助

成
金
 

30,000 
25,907 

86.4 
東

京
都

配
偶

者
暴

力
被

害
者

等
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
強
化

支
援
交
付

金
 

30,000 
27,035 

84.5 

配
偶
者
暴
力
加
害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
費
補

助
金

 
2,000 

438 
21.9 

東
京

ウ
ィ

メ
ン

ズ
プ

ラ
ザ

配
偶

者
暴

力
防

止
等

民
間
活
動
助
成
事
業
助
成
金
 

14,000 
10,491 

74.9 

公
益

財
団

法
人

東
京

都
つ

な
が

り
創

生
財

団
事

業
費
補
助
金
 

649,465 
519,454 

80.0 

公
益

財
団

法
人

東
京

都
つ

な
が

り
創

生
財

団
管

理
費
補
助
金
 

183,519 
127,138 

69.3 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
各

補
助

金
に

つ
い

て
は

、事
業

実
施

後
に

補
助

対
象

団
体

よ
り

実
績

報
告

が
な

さ
れ

、都
民

生
活

部
が

審
査

を
行

う
こ

と
に

よ
り

最
終

的
な

補
助

金
の

額
を

確
定

す
る

。
審

査
は

必
要

に
応

じ
て

現
地

調
査

等
を

伴
う

こ
と

と
さ

れ
る

が
、

こ
の

審
査

は
補

助
業

務
の

成
果

が
交

付
決

定
の

内
容

及
び

条
件

に
適

合
す

る
か

を
確

認
す

る
重

要
な

手
続

で
あ

り
、

例
え

ば
補

助
対

象
外

の
経

費
が

実
績

報
告

に
含

ま
れ

て
い

な
い

か
な

ど
に

つ
い

て
、

十
分

な
チ

ェ
ッ

ク
が

求
め

ら
れ

る
。

 
つ

な
が

り
創

生
財

団
に

対
す

る
補

助
金

は
、「

公
益

財
団

法
人

東
京

都
つ

な
が

り
創

生
財

団
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
」及

び「
公

益
財

団
法

人
東

京
都

つ
な

が
り

創
生

財
団

管
理

費
補

助
金

交
付

要
綱

」
に

定
め

ら
れ

て
い

る
。

 
い

ず
れ

の
要

綱
で

も
、補

助
業

務
が

完
了

し
た

際
に

は
実

績
報

告
の

提
出

を
求

め
、審

査
及

び
必

要
に

応
じ

て
現

地
調

査
等

を
行

っ
た

上
で

補
助

金
の

額
を

確
定

す
る

こ
と

を
定

め
て

い
る

。
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 イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
平

成
27年

度
包

括
外

部
監

査
の

意
見

に
対

す
る

措
置
と

し
て

は
、
私

学
部

と
し
て

の
目

標
水

準
を

設
定

し
た

事
業

計
画

を
策

定
す

る
と

と
も

に
、

目
標

に
対

す
る

進
捗

状
況

を
年

度
ご

と
に

評
価

し
、結

果
を

次
年

度
以

降
の

事
業

に
反

映
し
て

い
く
こ

と
が

定
め
ら

れ
て

い
た

。担
当

者
に

措
置

の
実

行
状

況
を

確
認

し
た

と
こ
ろ

、３
か

年
の

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン（
令

和
５

～
７

年
度

）
を

作
成

し
て

目
標

水
準

・
計

画
の
進

捗
を
確

認
し

て
い
る

と
の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
 表

Ｂ
－

３
－

１
 

私
学

部
に

お
け

る
３

か
年
の

ア
ク
シ

ョ
ン

プ
ラ
ン

（
令
和

５
～

７
年

度
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
 

取
組
名
 

年
次
計
画
、
課
題
及
び
方
向
性
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

令
和
７
年
度
 

妊
娠
・
出
産
・
子

育
て

全
力

応
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

私
立

高
等

学
校

等
に

お
け
る
授

業
料

支
援

等
 

支
援
等
の
実
施
、

新
た

に
私

立
中

学
校

授
業

料
支

援
を
開
始
 

支
援
等
の
実
施
 

支
援
等
の
実
施
 

新
た
な「

東
京
型

教
育

モ
デ
ル
」推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
 

私
立

学
校

に
お

け
る

デ
ジ
タ
ル
教
育
環
境
整
備
 

経
費
を
補
助
 

経
費
を
補
助
 

経
費
を
補
助
 

新
た
な「

東
京
型

教
育

モ
デ
ル
」推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
 

体
験

活
動

の
充

実
（

私
立
学
校
分
）
 

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
系

の
体

験
や
他

者
理
解・

共
生

社
会

を
育

む
体
験
等
、各

学
校

に
お

け
る

体
験

活
動

の
機

会
を
提
供
 

継
続
実

施
 

継
続
実

施
 

「
GLOBAL Student」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

海
外
留
学
支

援
 

 
※
都
に

よ
る
留
学
支
援
 

1,461人
 

(都
立・私

立
高

校
、都

立
産

技
高

専
、

都
立

大
)  

1,443人
 

(都
立・私

立
高

校
、都

立
産

技
高

専
、

都
立

大
)  

1,345人
 

(都
立・私

立
高

校
、都

立
産

技
高

専
、

都
立

大
)  

「
GLOBAL Student」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

私
立

高
等

学
校

海
外

留
学
推
進
補
助
等
 

補
助
等
の
実
施
 

補
助
等
の
実
施
 

補
助
等
の
実
施
 

学
校

や
社

会
全

体
で

子
供

を
支

え
る

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
 

私
立

高
等

学
校

等
に

お
け
る
授

業
料

支
援

等
 

支
援
等
の
実
施
、

新
た

に
私

立
中

学
校

授
業

料
支

援
を
開
始
 

支
援
等
の
実
施
 

支
援
等
の
実
施
 

耐
震

化
徹

底
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
 

私
立
学
校
等
の
耐
震
化
 

経
費

を
補
助
 

経
費
を
補
助
 

経
費
を
補
助
 

TOKYO Data Highway
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

私
立

学
校

に
お

け
る

デ
ジ
タ
ル
教
育
環
境
整
備
 

経
費
を
補
助
 

経
費
を
補
助
 

経
費
を
補
助
 

都
庁

デ
ジ

タ
ル

ガ
バ

メ
ン

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

私
立

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

の
申

請
手

続
等

の
電
子

化
 

電
子
申
請
開
始・

運
用
 

シ
ス

テ
ム

を
運

用
 

シ
ス

テ
ム

を
運

用
 

夢
に

向
か

っ
て

羽
ば

た
け

る
土

壌
づ

く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

海
外
留
学
支

援
 

 
※
都
に

よ
る
留
学
支
援
 

1,461人
 

(都
立・私

立
高

校
、都

立
産

技
高

専
、

都
立

大
) 

1,443人
 

(都
立・私

立
高

校
、都

立
産

技
高

専
、

都
立

大
) 

1,345人
 

(都
立・私

立
高

校
、都

立
産

技
高

専
、

都
立

大
) 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成
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 ⅢⅢ

  
私私

学学
部部

のの
事事

業業
にに

つつ
いい

てて
 

（（
１１

））
中中

長長
期期

計計
画画

なな
事事

業業
計計

画画
のの

策策
定定

  
アア

  
概概

要要
  

私
学

部
は

、都
内

私
立

学
校

の
振

興
の

た
め

、学
校
教

育
法

、私
立

学
校

法
及

び
私

立
学

校
振

興
助

成
法

を
基

本
と

し
て

、
以

下
に

示
す

各
種

の
事

務
事

業
を

推
進

し
て

い
る

。
 

・
私

立
学

校
の

認
可

・
指

導
 

・
私

立
学

校
教

育
へ

の
助

成
（

経
常

費
補

助
、

保
護

者
負

担
軽

減
補

助
、

そ
の

他
補

助
）

 
・

東
京

都
育

英
資

金
（

育
英

資
金

の
貸

付
・

返
還

事
務

）
 

 
こ

れ
ら

の
事

業
を

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
推

進
す

る
に

当
た

っ
て

は
、

具
体

的
な

数
値

目
標

を
設

定
し

た
中

長
期

的
な

事
業

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
が

有
用

で
あ

る
。
平

成
27年

度
包

括
外

部
監

査
に

お
い

て
も

以
下

の
意

見
が

付
さ

れ
て

お
り

、
平

成
30年

２
月

に
は
「
包

括
外

部
監

査
の

結
果

に
基

づ
き

知
事

等
が

講
じ

た
措

置
の

通
知

内
容

」に
て

、以
下

に
示

す
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

た
。

 
 

平
成

27年
度

包
括

外
部

監
査

報
告

書
 

（
意

見
２

－
３

６
）

中
長

期
的

な
事

業
計

画
の

策
定

と
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

事
業

管
理

に
つ

い
て

 
（

中
略

）
 

私
学

部
は

、中
長

期
的

に
達

成
す

べ
き

目
標

水
準

と
、こ

れ
を

達
成

す
る

た
め

の
具

体
的

な
数

値
目

標
を

設
定

し
た

補
助

事
業

に
関

す
る

事
業

計
画

を
策

定
し

た
上

で
、

事
業

計
画

や
長

期
の

見
通

し
等

の
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

と
さ

れ
た

い
。ま

た
、私

学
部

は
、年

度
ご

と
に

計
画

と
実

績
を

比
較・検

討
す

る
な

ど
補

助
事

業
の

実
績

を
評

価
し

、適
宜

必
要

な
改

善
策

を
講

ず
る

た
め

の
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

事
業

管
理

の
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

と
さ

れ
た

い
。

 
 包

括
外

部
監

査
の

結
果

に
基

づ
き

知
事

等
が

講
じ

た
措

置
の

通
知

内
容

 
（

措
置

の
概

要
）

 
平

成
29年

度
に

、
私

学
部

と
し

て
の

目
標

水
準

を
設

定
し

た
事

業
計

画
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、私
学

財
団

に
情

報
提

供
を

行
っ

た
。ま

た
、私

学
部

と
し

て
の

事
業

計
画

の
内

容
を

盛
り

込
ん

だ
生

活
文

化
局

の
中

長
期

計
画

を
平

成
29年

度
内

に
策

定
す

る
。

 
平

成
30年

度
か

ら
、
目

標
に

対
す

る
進

捗
状

況
を

年
度

ご
と

に
評

価
し

、
結

果
を

次
年

度
以

降
の

事
業

に
反

映
し

て
い

く
。ま

た
、そ

れ
ら

の
情

報
に

つ
い

て
も

、随
時

私
学

財
団

と
情

報
共

有
し

て
い

く
。
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 （（

２２
））

学学
校校

法法
人人

にに
対対

すす
るる

現現
地地

指指
導導

・・
調調

査査
  

アア
  

概概
要要

  
私

学
部

で
は

、私
立

学
校

の
経

理
の
合

理
化
及

び
会

計
処
理

の
適
正

化
を

図
る

た
め

、昭
和

48年
度

か
ら

学
校

法
人

会
計

基
準

（
昭
和

46年
文

部
省

令
第

18号
）

に
よ
る

会
計

処
理

を
全

面
適

用
し

、現
地

指
導

を
行

っ
て

い
る

。当
該

現
地
指

導
は

、主
と

し
て

私
立

学
校

振
興

助
成

法
第

12条
を
根

拠
と

し
て

実
施

す
る

も
の

で
あ

り
、
私
学

部
で
は

主
に

都
が

補
助

金
を

交
付

す
る

学
校

法
人

に
対

す
る

現
地

調
査

と
同

時
に

実
施
し

て
い
る

。
 

 イ イ
  

監監
査査

のの
結結

果果
  

学
校

法
人

会
計

基
準

の
現

地
指

導
及

び
都

が
補

助
を

交
付

す
る

学
校

法
人

に
対

す
る

現
地

調
査

に
つ

い
て

は
、定

期
的

な
指

導・調
査
の

対
象
と

す
る

母
集
団

が
限
定

的
で

あ
る

こ
と

に
加

え
、実

施
計

画（
実

施
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、件

数
等
を

含
む
）に

関
す

る
明

文
化

さ
れ

た
ル

ー
ル

が
な

く
、

実
務

上
の

慣
習

に
従

っ
て

各
年

度
の

実
施
対

象
が
決

定
さ

れ
て
い

た
。

 
 （

ア
）

現
地

指
導

・
調

査
の

対
象

 
私

学
部

が
経

常
費

補
助

金
を

交
付

し
た
学

校
法

人（
令

和
５
年

度
に

お
い
て

は
607法

人
）

の
う

ち
、数

年
間
で

一
巡

予
定

と
す

る
定

期
的

な
現

地
指
導・調

査
を
行

う
対

象
と

さ
れ

て
い

た
の

は
、小

中
高

を
設

置
し

て
大

学
等

は
設

置
し
な

い
都
所

轄
法

人（
123法

人
）の

み
で

あ
っ

た
。
担

当
者

に
よ

れ
ば

、
大

学
等

を
設

置
す

る
国
所

轄
法

人
（

105法
人

）
は

、
法

令
等

で
計

算
書

類
に

公
認

会
計

士
又

は
監

査
法

人
に

よ
る

監
査

報
告

書
の

添
付

が
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

、幼
稚

園
の

み
を

設
置

す
る

学
校

法
人（

379法
人

）は
相

対
的

に
規
模

が
小

さ
い

こ
と

な
ど

か
ら

、限
ら
れ

た
職

員
で

現
地

指
導
・
調

査
を

行
う

た
め
に

、定
期

的
に

行
う
対

象
を

限
定

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

 （
イ

）
現

地
指

導
・

調
査

の
実

施
計

画
 

現
地

指
導
・
調

査
の

実
施

計
画（

実
施

方
針

、ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
、件

数
を

含
む

）に
つ

い
て

は
、明

文
化

さ
れ

た
ル

ー
ル

が
な

く
、定

期
的
な

指
導
・
調

査
の
対

象
で
あ

る
小

中
高

を
設

置
し

て
大

学
等

は
設

置
し

な
い

都
所

轄
法

人
に

つ
い

て
は

、
お

お
む

ね
３

年
か

ら
５

年
で

現
地

指
導
・
調

査
を

一
巡

す
る

と
の

説
明

で
あ

っ
た

。し
か

し
、一

巡
さ

せ
る
た

め
の

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
作

成
さ

れ
て

お
ら

ず
、

実
態

と
し

て
は

長
期

に
わ

た
っ

て
実

施
し

て
い

な
い

法
人

も
あ

っ
た

。
 

ま
た

、過
去

の
実

績
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

り
、年

度
ご

と
に

実
施
件

数
が

異
な

っ
て
い

た
。

幼
稚

園
の

み
を

設
置

す
る

学
校

法
人

に
つ

い
て

は
、

数
年

間
で

一
巡

予
定

と
す

る
定

期
的

な
指

導
・
調

査
の

対
象

で
は

な
い

も
の

の
、必

要
に

応
じ

て
指

導
・
調

査
を

実
施

し
て

い
る

状
況

で
あ

っ
た

。
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担
当

者
に

よ
れ

ば
、こ

の
３

か
年

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
は

、私
学

部
と

し
て

の
目

標
水

準
を

設
定

し
た

中
長

期
的

な
事

業
計

画
に

該
当

す
る

も
の

で
あ

り
、

私
学

部
の

実
施

す
る

事
業

の
う

ち
、学

校
規

模
等

に
応

じ
て

運
営

費
の

補
助

を
行

う
経

常
費

補
助

や
、学

校
設

置
者

か
ら

の
申

請
や

届
出

に
基

づ
い

て
認

可
等

の
事

務
処

理
を

行
う

事
業

な
ど

、
目

標
を

設
定

し
た

進
捗

管
理

に
は

馴
染

ま
な

い
事

業
を

除
い

て
策

定
し

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
な

お
、
平

成
27年

度
包

括
外

部
監

査
の

意
見

に
対

す
る

措
置

と
し

て
は

、
目

標
に

対
す

る
進

捗
状

況
を

年
度

ご
と

に
評

価
す

る
必

要
が

あ
る

が
、ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
で

は「
支

援
等

の
実

施
」

や
「

経
費

を
補

助
」

と
い

っ
た

簡
易

な
記

載
と

な
っ

て
い

る
。

 
 （

意
見

３
－

１
）

私
学

部
全

体
と

し
て

の
中

長
期

的
な

事
業

計
画

の
策

定
に

つ
い

て
 

私
学

部
は

、都
内

私
立

学
校

の
振

興
の

た
め

、学
校
教

育
法

、私
立

学
校

法
及

び
私

立
学

校
振

興
助

成
法

を
基

本
と

し
て

、各
種

の
事

務
事

業
を

推
進

し
て

い
る

が
、事

業
の

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
推

進
に

当
た

っ
て

は
、

具
体

的
な

数
値

目
標

を
設

定
し

た
中

長
期

的
な

事
業

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
が

有
用

で
あ

る
。
平

成
27年

度
包

括
外

部
監

査
の

意
見

に
対

す
る

措
置

で
も

、私
学

部
と

し
て

の
目

標
水

準
を

設
定

し
た

事
業

計
画

を
策

定
し

、目
標

に
対

す
る

進
捗

状
況

を
年

度
ご

と
に

評
価

し
て

結
果

を
次

年
度

以
降

の
事

業
に

反
映

し
て

い
く

と
さ

れ
て

い
た

。 
担

当
者

に
よ

れ
ば

、中
長

期
的

な
事

業
計

画
と

し
て

３
か

年
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン（

令
和

５
～

７
年

度
）を

作
成

し
て

目
標

水
準
・
計

画
の

進
捗

を
確

認
し

て
い

る
と

の
こ

と
だ

が
、ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
で

は「
支

援
等

の
実

施
」や「

経
費

を
補

助
」と

い
っ

た
簡

易
な

記
載

で
あ

る
こ

と
に

加
え

て
、

全
て

の
事

業
が

掲
げ

ら
れ

て
い

る
わ

け
で

も
な

い
。

 
目

標
管

理
を

行
う

こ
と

で
継

続
的

な
事

業
の

改
善

に
つ

な
が

り
、

ひ
い

て
は

都
内

私
立

学
校

の
振

興
に

資
す

る
た

め
、ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
に

掲
げ

る
事

業
を

は
じ

め
と

し
て

、そ
の

他
の

事
業

に
つ

い
て

も
可

能
な

限
り

で
具

体
的

な
数

値
目

標
を

設
定

し
て

、
進

捗
状

況
の

評
価

や
改

善
が

で
き

る
よ

う
に

中
長

期
的

に
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

回
す

仕
組

み
を

強
化

さ
れ

た
い

。
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 （（

３３
））

多多
額額

のの
不不

用用
額額

がが
生生

じじ
たた

補補
助助

事事
業業

  
アア

  
概概

要要
  

補
助

事
業

ご
と

に
令

和
５

年
度

予
算

額（
当
初
・
最

終
補

正
）と

決
算

額
を

比
較
し

た
と

こ
ろ

、
以

下
に

示
す

事
業

で
は

不
用

額
が

多
額

に
生

じ
て
い

る
。
 

 
表

Ｂ
－

３
－

３
 
令

和
５

年
度
に

お
け

る
不
用

額
（
一

部
事

業
の
み

）
 

（
単
位
：
百
万
円
）
 

 
予

算
額

 
決

算
額

 
不

用
額

 
金

額
 

割
合

 
私

立
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
 

23,356 
19,407 

3,949 
16.9％

 

私
立

学
校

安
全

対
策

促
進

事
業

費
補

助
 

当
初

：
3,996 

補
正

：
2,849 

1,888 
対

当
初

：
2,108 

対
補

正
：

 
960 

対
当

初
：

52.7％
 

対
補

正
：

33.7％
 

（
注

）
四

捨
五

入
の

関
係

で
端

数
が

合
わ

な
い

場
合

が
あ

る
。

 
都

提
供

資
料
よ

り
監

査
人

作
成 

 各
補

助
事

業
の

概
要

に
つ

い
て

は
、

以
下
の

と
お
り

で
あ

る
。
 

 
（

ア
）

私
立

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

 
私

立
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
は

、「
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
の

支
給

に
関

す
る

法
律

」
に

基
づ

き
、都

内
の

私
立

高
等

学
校

等
の

生
徒
に

対
し

、高
等

学
校

等
就

学
支
援

金
と

し
て

授
業

料
に

つ
い

て
一

定
額

を
助

成
す

る
も

の
で
あ

る
。
 

平
成

29年
度

か
ら

は
、
高

等
学

校
等

を
中

途
退

学
し
た

者
が

再
び
学

び
直

す
場

合
に

、
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
の

支
給

期
間

経
過

後
も

継
続

し
て

授
業

料
の

助
成

を
行

う
私

立
高

等
学

校
等

学
び

直
し

支
援

金
を

実
施

し
て

い
る
。令

和
２

年
度

か
ら
は

、高
等

学
校

等
専

攻
科

に
通

う
低

所
得

世
帯

の
生

徒
の

授
業

料
を

軽
減

す
る

制
度

と
し

て
私

立
高

等
学

校
等

専
攻

科
支

援
金

を
実

施
し
て

い
る

。
令

和
５

年
度
か

ら
は
家

計
が

急
変
し

た
世
帯

も
対

象
と

し
て
い

る
。 

な
お

、高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

、学
び
直

し
支

援
金
及

び
専
攻

科
支

援
金
は

学
校

設
置

者
が

代
理

受
領

す
る

。
 

 （
イ

）
私

立
学

校
安

全
対

策
促

進
事

業
費

補
助

 
私

立
学

校
安

全
対

策
促

進
事

業
費

補
助

は
、園

児
・
児

童
・
生

徒
の
学

習
環

境
の

安
全

強
化

を
図

る
た

め
、私

立
学

校
に

お
け

る
校
舎

等
の
耐

震
診

断
、耐

震
化

工
事（

非
構

造
部
材

の
耐

震
対

策
工

事
を

含
む

）
及

び
ア

ス
ベ

ス
ト

対
策

工
事

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

す
る

も
の

で
あ

る
。

 
令

和
３

年
度

か
ら

は
、

体
育

館
に

お
け

る
空

調
設

備
設

置
工

事
に

要
す

る
経

費
等

の
一

部

105 
 

表
Ｂ

－
３

－
２

 
現

地
指

導
・

調
査

の
実

績
（

都
所

轄
法

人
）

 （
単
位
：
法
人
）

 
 

平
成

27年
度
 

平
成

28年
度
 

平
成

29年
度
 

平
成

30年
度
 

令
和
元
年
度
 

小
中
高
設
置
 

40 
38 

26 
14 

3 
幼
の
み
設
置
 

20 
20 

20 
4 

49 
合

計
 

60 
58 

46 
18 

52 
 

 
令
和
２
年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

小
中
高
設
置
 

0 
0 

30 
25 

幼
の
み
設
置
 

0 
0 

19 
17 

合
計
 

0 
0 

49 
42 

（
注

）
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

令
和

２
年

度
及

び
令

和
３

年
度

は
実

施
せ

ず
。

 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成
 

 （
意

見
３

－
２

）
学

校
法

人
に

対
す

る
現

地
指

導
・

調
査

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
 

私
学

部
で

は
、私

立
学

校
の

経
理

の
合

理
化

及
び

会
計

処
理

の
適

正
化

を
図

る
た

め
、昭

和
48年

度
か

ら
学

校
法

人
会

計
基

準
（

昭
和

46年
文

部
省

令
第

18号
）

に
よ

る
会

計
処

理
を

全
面

適
用

し
、

主
に

私
学

部
が

補
助

金
を

交
付

す
る

学
校

法
人

に
対

す
る

現
地

調
査

と
同

時
に

現
地

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
 

当
該

指
導
・
調

査
に

つ
い

て
は

、定
期

的
に

指
導
・
調

査
を

行
う

対
象

が
限

定
的

で
あ

る
こ

と
に

加
え

、実
施

計
画

に
関

す
る

明
文

化
さ

れ
た

ル
ー

ル
が

な
く

、実
務

上
の

慣
習

に
従

っ
て

当
年

度
の

実
施

対
象

を
決

定
し

て
い

る
状

況
で

あ
っ

た
。具

体
的

に
は

、幼
稚

園
の

み
を

設
置

す
る

学
校

法
人

と
大

学
等

を
設

置
す

る
国

所
轄

法
人

は
、

数
年

間
で

一
巡

予
定

と
す

る
定

期
的

な
指

導
・
調

査
の

対
象

か
ら

除
か

れ
て

い
た

。ま
た

、定
期

的
に

行
う

対
象

で
あ

る
小

中
高

を
設

置
し

て
大

学
等

は
設

置
し

な
い

都
所

轄
法

人
に

つ
い

て
も

、
数

年
間

で
一

巡
さ

せ
る

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
作

成
し

て
お

ら
ず

、
結

果
と

し
て

実
施

件
数

は
年

度
ご

と
に

異
な

っ
て

い
た

。 
現

地
指

導
・
調

査
は

、私
立

学
校

の
業

務
、財

産
の

状
況

、帳
簿

な
ど

に
つ

い
て

検
査

を
行

う
重

要
な

取
組

で
あ

る
。ま

た
、特

に
幼

稚
園

の
み

を
設

置
す

る
学

校
法

人
の

場
合

、規
模

が
小

さ
い

た
め

に
会

計
処

理
や

補
助

金
業

務
等

を
行

う
人

員
体

制
が

十
分

で
な

い
可

能
性

が
あ

り
、

管
理

が
不

十
分

で
あ

っ
て

も
看

過
さ

れ
る

リ
ス

ク
が

あ
る

。
 

以
上

の
こ

と
か

ら
、現

地
指

導
・
調

査
の

実
効

性
を

担
保

す
る

た
め

、定
期

的
な

指
導
・
調

査
の

対
象

と
す

る
母

集
団

の
妥

当
性

に
つ

い
て

慎
重

に
検

討
し

た
上

で
、指

導・調
査

対
象
ご

と
の

実
施

方
針
（

定
期

的
に

実
施

す
る

か
否

か
を

含
む

）、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、
件

数
な

ど
を

定
め

た
実

施
計

画
を

策
定

す
る

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。
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予
算

策
定

時
と

決
算

時
の

認
定

者
数

が
乖

離
す

る
原

因
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

、
令

和
５

年
度

の
認

定
者

数
の

推
定

値
の

算
出

方
法

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
算

出
方

法
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

っ
た

。
 

 
ａ

 
基
準

額
分

の
算

出
方

法
 

①
 予

算
要

求
時

の
直

近
年

度
で

あ
る

令
和

３
年

度
の

情
報

を
基

に
、「

認
定

者
数

実
績

93,693人
÷

生
徒

数
実

績
186,394人

」の
算

式
に

よ
り
、推

定
認

定
率（

50.3％
）

を
算

出
す

る
。

 
②

 令
和

５
年

度
の

生
徒

数
推

定
値

188,351人
を

基
に
、
こ

れ
に
①

で
算
出

し
た

推
定

認
定

率
を

乗
じ

、
認

定
者

数
の

推
定

値
（
94,850人

※
）

を
算

出
す

る
。

 
ｂ

 
加

算
分

の
算

出
方

法
 

③
 令

和
３

年
度

の
情

報
を

基
に

、「
住
民
税

基
準

額
未

満
の
認

定
者
数

実
績

44,036人
÷

認
定

者
数

実
績

93,693人
」の

算
式

に
よ

り
、加

算
分
の

推
定
認

定
率（

47.0％
）

を
算

出
す

る
。

 
④

 令
和

５
年

度
の

認
定

者
数

の
推

定
値（

②
で

算
出

し
た

94,850人
）に

、③
で
算

出
し

た
推

定
認

定
率

を
乗

じ
、

認
定
者

数
の
推

定
値

（
44,550

人
※

）
を

算
出

す
る
。 

※
 

学
種

ご
と

に
端

数
処

理
の

計
算
を

行
う
た

め
、

当
該
人

数
に
な

る
。

 
 

こ
こ

で
、算

出
方

法
の

う
ち

、基
準

額
分

の
推

定
認
定

率
の
計

算
に

お
い
て

令
和

３
年

度
の

認
定

者
数

実
績

に
は

93,693人
と

い
う
数

値
を

用
い
て

お
り
、
当

該
推
定

認
定

率
の

計
算

結
果

が
基

準
額

分
及

び
加

算
分

の
認

定
者

数
の

推
定

値
に

影
響

し
て

い
る

が
、

こ
の

認
定

者
数

（
93,693

人
）

は
、

私
立

高
等

学
校

等
就
学

支
援
金

を
令

和
３
年

度
の
う

ち
一

定
期

間
で

も
支

給
し

た
場

合
は

１
名

と
し

て
計

算
し

た
数

値
と

の
こ
と

で
あ
っ

た
。一

方
で

、表
Ｂ

－
３

－
５

に
も

示
す

よ
う

に
、国

に
提

出
す

る
実

績
報

告
書
を

基
に「

年
間

支
給
延

べ
人

数
÷
12」で

算
出

し
た

場
合

の
認

定
者

数
実

績
は

84,264人
で
あ

り
、
現
状

の
認

定
者
数

の
推

定
値

と
の

間
に

9,429人
の

差
異

が
生

じ
て

い
る

。
 

な
お

、
生

徒
数

に
つ

い
て

は
推

定
値

188,351人
に

対
し

て
実
績

187,638人
で

あ
り
、

差
異

は
713人

（
差

異
の

割
合

：
0.4％

程
度

）
と
ほ

ぼ
見
込

み
ど

お
り
で

あ
っ

た
。
 

 （
意

見
３

－
３

）
私

立
高

等
学

校
等

就
学
支

援
金

の
不
用

額
の
発

生
に

つ
い
て

 
私

立
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
事

業
で
は

、都
内
の

私
立
高

等
学

校
等
の

生
徒

に
対
し

、高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

と
し

て
、授

業
料
に

つ
い

て
一
定

額
を
助

成
し

て
い
る

。私
立

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

の
令

和
５

年
度

の
予

算
額

と
決

算
額

を
比

較
し

た
と

こ
ろ

、
金

額
的

影
響

の
大

き
い

基
準
額

分
と

加
算

分
で

合
計

4,213
百

万
円

の
不
用

額
が
生

じ
て

い
た

た
め
、

不
用

額
が

生
じ

た
主

な
理

由
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

認
定

者
数

の
推

定
値

と
実

績
値

の
乖

離
に

よ
る

影
響

が
大
き

い
こ

と
が

原
因

で
あ

っ
た
（

基
準

額
分
：
推

定
値

94,850人
に
対

し
て

実

107 
 も

補
助

し
て

お
り

、
令

和
４

年
度

か
ら

は
送

迎
バ

ス
等

へ
の

安
全

装
置

の
設

置
等

に
つ

い
て

補
助

し
て

い
る

。ま
た

、令
和

５
年

度
か

ら
は

災
害

時
に

お
け

る
非

常
用

食
品

の
整

備
に

要
す

る
費

用
を

補
助

し
て

い
る

。
 

 イイ
  

監監
査査

のの
結結

果果
  

（
ア

）
私

立
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
 

私
立

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

に
つ

い
て

は
、
令

和
５

年
度

の
予

算
額

23,356百
万

円
に

対
し

て
決

算
額

が
19,407百

万
円

で
3,949百

万
円

の
不

用
額

が
生

じ
て

お
り

、
内

訳
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
 

表
Ｂ

－
３

－
４

 
「

私
立

高
等

学
校

等
就

学
支

援
金

」
令

和
５

年
度

予
算

額
の

内
訳

 
 

 
推

定
認

定
者

数
（

人
）

 
予

算
額

 
（

百
万

円
）

 
決

算
額

 
（

百
万

円
）

 
不

用
額

 
（

百
万

円
）

 
基

準
額

分
 

94,850 
11,268 

9,251 
2,017 

加
算

分
 

44,550 
12,349 

10,153 
2,196 

学
校

に
よ

る
授

業
料

の
減

免
見

込
 

1,600 
△

633 
- 

△
633 

家
計

急
変

世
帯

見
込

 
940 

372 
3 

369 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成 
 「

基
準

額
分

」と「
加
算
分

」に
つ

い
て

は
、特

に
予

算
額

と
決

算
額

の
差

異
が

大
き

い
た

め
、そ

の
理

由
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、以

下
の

と
お

り
認

定
者

数
の

推
定

値
と

実
績

値
と

の
乖

離
に

よ
る

影
響

が
大

き
い

こ
と

が
分

か
っ

た
。

令
和

５
年

度
に

お
い

て
は

、
基

準
額

分
で

15,422人
、

加
算

分
で

6,453人
の

乖
離

が
生

じ
て

い
た

。
 

 
表

Ｂ
－

３
－

５
 

生
徒

数
と

認
定

者
数

の
経

年
推

移
（

推
定

値
と

実
績

の
比

較
）

 
（
単
位
：
人
）
 

 
認

定
者

数
 

基
準

額
分

 
加

算
分

 
推

定
値

 
実

績
 

差
異

 
推

定
値

 
実

績
 

差
異

 
令

和
２

年
度

 
97,900 

85,273 
12,627 

47,100 
42,113 

4,987 
令

和
３

年
度

 
95,400 

84,264 
11,136 

43,598 
41,385 

2,213 
令

和
４

年
度

 
95,600 

83,039 
12,561 

45,410 
40,638 

4,772 
令

和
５

年
度

 
94,850 

79,428 
15,422 

44,550 
38,097 

6,453 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成
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当
事

業
の

う
ち

最
も

不
用

額
の

多
い「

耐
震

工
事

」に
着
目

す
る

と
、不

用
額

が
多

額
に

発
生

し
た

理
由

は
、
令

和
５

年
度

耐
震

工
事
の

予
定

棟
数

19棟
に

対
し

て
実

績
は

２
棟
と

大
幅

に
減

少
し

て
い

る
た

め
で

あ
っ

た
。

過
去

５
年

度
の

耐
震

工
事

の
予

算
及

び
実

績
は

以
下

に
示

す
と

お
り

で
あ

り
、

各
年

度
に

お
い

て
多

額
の

不
用
額

が
生
じ

て
い

る
。
 

 
表

Ｂ
－

３
－
７

 
耐

震
工

事
の

棟
数

と
金
額

の
経

年
推
移

（
予
定

と
実

績
の

比
較

）
 

（
耐

震
改

築
・

補
強

工
事

）
※

事
務

費
を

除
く

 

 
棟

数
（

棟
）

 
金

額
（

百
万

円
）

 
予

定
 

実
績

 
差

異
 

予
算

額
 

決
算

額
 

不
用

額
 

不
用

割
合

 
平

成
30年

度
 

61 
31 

30 
5,182 

905 
4,277 

83％
 

令
和

元
年

度
 

68 
20 

48 
4,182 

975 
3,207 

77％
 

令
和

２
年

度
 

47 
16 

31 
3,483 

740 
2,743 

79％
 

令
和

３
年

度
 

20 
15 

5 
2,617 

1,026 
1,590 

61％
 

令
和

４
年

度
 

23 
11 

12 
2,323 

410 
1,913 

82％
 

令
和

５
年

度
 

19 
2 

17 
1,882 

236 
1,646 

87％
 

（
注

）
四

捨
五

入
の

関
係

で
端

数
が

合
わ

な
い

場
合

が
あ

る
。

 
都

提
供

資
料
よ

り
監

査
人

作
成 

 
耐

震
工

事
に

つ
い

て
、

予
定

棟
数

に
対

し
て

実
績

が
大

幅
に

減
少

し
た

理
由

に
つ

い
て

担
当

者
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

予
定

棟
数

は
各

学
校

の
耐

震
改

修
状

況
等

を
調

査
し

、
耐

震
工

事
を

実
施

予
定

と
し

た
学

校
を

基
に

決
め

ら
れ

た
単

価
を

乗
じ

て
計

上
し

て
い

る
が

、資
材

価
格

の
高

騰（
輸

入
価

格
の

高
騰

や
円
安

等
に
よ

る
も

の
）や

学
校

法
人

の
資

金
収

支
状

況
の

変
化

等
の

影
響

を
受

け
て

、
多

額
の

経
費

を
要

す
る

耐
震

工
事

は
見

送
ら

れ
て

し
ま

う
た

め
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。ま

た
、耐

震
改

修
状
況

等
の

調
査
の

回
答

と
ヒ
ア

リ
ン

グ
に

基
づ

い
て

予
算

を
積

算
し

て
い

る
も

の
の

、
当

該
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
は

学
校

側
で

の
予

算
措

置
の

状
況

や
中

長
期

的
な

資
金

繰
り

の
計

画
な

ど
、

資
金

面
か

ら
実

施
の

蓋
然

性
を

検
討

す
る

た
め

の
項

目
に

つ
い

て
は

確
認

し
て

い
な
い

と
の

こ
と
で

あ
っ
た

。
 

 （
意

見
３

－
４

）
私

立
学

校
安

全
対

策
促

進
事
業

費
補

助
の
不

用
額
の

発
生

に
つ

い
て
 

私
立

学
校

安
全

対
策

促
進

事
業

費
補
助

事
業
で

は
、園

児
・
児
童
・
生

徒
の

学
習

環
境

の
安

全
強

化
を

図
る

た
め

、
私

立
学

校
に

お
け

る
校

舎
等

の
耐

震
化

工
事

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

し
て

い
る

。当
事

業
の

う
ち

耐
震

改
築
・
補

強
工

事
に

つ
い
て

、令
和

５
年
度

の
予

算
額
（
当

初
予

算
）
1,882百

万
円

と
決
算

額
236百

万
円
を

比
較
し

た
と

こ
ろ
、
1,646百

万
円

の
不

用
額

が
生

じ
て

い
た

。
 

不
用

額
が

多
額

に
発

生
し

た
理

由
は

、
令

和
５

年
度
耐

震
工

事
の
予

定
棟

数
19棟

に
対

し
て

実
績

は
２

棟
と

大
幅

に
減

少
し

て
い

る
た

め
で

あ
っ

た
。

過
去

５
年

度
も

あ
わ

せ
て

確
認

109 
 績

79,428人
、加

算
分
：
推

定
値

44,550人
に

対
し

て
実

績
38,097人

）。そ
こ

で
、予

算
策

定
時

と
決

算
時

の
認

定
者

数
が

乖
離

す
る

原
因

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
、

令
和

５
年

度
の

認
定

者
数

の
推

定
値

の
算

出
方

法
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

基
準

額
分

に
つ

い
て

は
令

和
３

年
度

の
実

績
に

基
づ

く
推

定
認

定
率（

認
定

者
数

実
績

÷
生

徒
数

実
績

、50.3％
）に

、令
和
５

年
度

の
生

徒
数

推
定

値
188,351

人
を

乗
じ

て
算

出
さ

れ
て

お
り

、
加

算
分

の
認

定
者

数
の

推
定

値
は

、
基

準
額

分
の

計
算

結
果

を
基

に
算

出
さ

れ
て

い
た

。
 

こ
こ

で
、推

定
認

定
率

の
分

子
で

あ
る

認
定

者
数

実
績

に
つ

い
て

は
、令

和
３

年
度

の
実

績
93,693

人
を

用
い

て
い

る
が

、
こ

の
認

定
者

数
実

績
は

、
私

立
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
を

令
和

３
年

度
の

う
ち

一
定

期
間

で
も

支
給

し
た

場
合

に
は

１
名

と
し

て
計

算
し

た
数

値
で

あ
っ

た
。

 
一

方
で

、「
年

間
支

給
延

べ
月

数
÷

12か
月

」で
算

出
し

た
割

合
を

勘
案

し
て

計
算

し
た

場
合

の
認

定
者

数
実

績
は

84,264人
で

あ
り

、
9,429人

の
差

異
が

生
じ

て
い

た
。

 
私

立
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
の

予
算

額
を

算
出

す
る

際
に

用
い

る
認

定
者

数
実

績
に

つ
い

て
、一

定
期

間
で

も
就

学
支

援
金

を
支

給
し

た
場

合
は

１
名

と
し

て
計

算
し

た
場

合
、予

算
額

が
支

給
の

実
態

よ
り

も
過

大
に

計
上

さ
れ

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

認
定

者
数

実
績

の
算

定
に

当
た

っ
て

は
、

例
え

ば
年

度
の

う
ち

６
か

月
間

の
み

の
支

給
で

あ
れ

ば
0.5

人
分

と
カ

ウ
ン

ト
す

る
な

ど
、

支
給

月
数

に
基

づ
く

係
数

を
乗

じ
て

算
出

す
る

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。

 
 （

イ
）

私
立

学
校

安
全

対
策

促
進

事
業

費
補

助
 

令
和

５
年

度
の

私
立

学
校

安
全

対
策

促
進

事
業

費
補

助
の

内
訳

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。 
 

表
Ｂ

－
３

－
６

 
令

和
５

年
度

私
立

学
校

安
全

対
策

促
進

事
業

費
補

助
の

不
用

額
内

訳
 

（
単
位
：
百
万
円

）
 

 
当

初
 

予
算

額
 

決
算

額
 

不
用

額
 

金
額

 
割

合
 

耐
震

工
事

 
1,884 

246 
1,638 

87％
 

耐
震

改
築

工
事
 

1,651 
4 

1,647 
100％

 
耐

震
補

強
工

事
 

233 
234 

△
1 

0％
 

耐
震

診
断

 
0 

9 
△

9 
- 

促
進

啓
発

 
7 

2 
5 

68％
 

ア
ス

ベ
ス

ト
 

57 
11 

45 
80％

 
非

構
造

部
材

耐
震

対
策

 
246 

372 
△

126 
△

51％
 

空
調

設
備

設
置

工
事

 
117 

117 
0 

0％
 

PCR検
査
 

0 
2 

△
2 

- 
送

迎
バ

ス
 

1,271 
910 

361 
28％

 
防

災
力

向
上

（
非

常
用

）
 

414 
228 

187 
45％

 
（

注
）

四
捨

五
入

の
関

係
で

端
数

が
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成 
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表
Ｂ

－
３

－
９

 
「

令
和

５
年

度
私

立
中

学
校
等

特
別
奨

学
金

補
助
の

内
訳

」
 

（
単
位
：
百
万
円

）
 

事
業

費
 

事
務

費
 

交
付

申
請

 
実

績
 

差
額

 
交

付
申

請
 

実
績

 
差

額
 

3,600 
1,439 

2,161 
400 

388 
12 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 イ イ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
（

ア
）

私
立

高
等

学
校

等
奨

学
給

付
金

事
業

費
補

助
に
お

け
る
事

務
費

 
私

立
高

等
学

校
等

奨
学

給
付

金
事

業
費

補
助

の
事

務
費

に
つ

い
て

、
実

績
額

が
交

付
申

請
額

を
上

回
っ

た
主

な
理

由
は

、
以

下
の

と
お

り
で
あ

る
。
 

 
表

Ｂ
－

３
－

１
０

 
交

付
申

請
額

と
実
績

額
を
比

較
し

た
場
合

の
主
な

増
減

理
由

 
（
単
位
：
百
万
円

）
 

性
質

別
内

訳
 

交
付

申
請

 
実

績
 

差
額

 
主

な
増

減
理

由
 

維
持

費
 

60 
89 

△
29 

令
和

6年
度

所
得

制
限

撤
廃
に

向
け

た
シ

ス
テ

ム
改

修
等

に
よ

る
経

費
増

 
交

付
実

績
人

数
に

基
づ

く
経

費
 

12 
7 

5 
郵

送
関

係
・

振
込

費
用

等
の
実

績
減

 
当

初
想

定
規

模
に

基
づ

く
費

用
 

55 
50 

5 不
測

の
事

態
に

対
応

す
る

た
め

の
追

加
契

約
を

行
わ

な
か

っ
た

た
め

 
そ

の
他

の
費

用
 

5 
6 

△
1 

 
 

合
計

 
132 

152 
△

20 
 

 
都

提
供

資
料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 

な
お

、私
立

高
等

学
校

等
奨

学
給

付
金

交
付

要
綱

に
よ
れ

ば
、交

付
決

定
内

容
の

変
更
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

と
お

り
定

め
ら

れ
て

い
る

。
 

 
私

立
高

等
学

校
等

奨
学

給
付

金
交

付
要

綱
 

第
７

 
交

付
決

定
内

容
の

変
更

  
１

 
申

請
者

は
、第

６
の

規
定

に
よ

る
通

知
を
受

け
た

後
、交

付
決

定
内

容
を
変

更
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
変

更
交

付
申

請
書
（

別
記
第

２
号
様

式
）
を

提
出

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。  
２

 
知

事
は

、１
に

規
定

す
る

変
更

交
付

申
請

書
の
提

出
が

あ
っ
た

と
き
は

、当
該

申
請

書
の

内
容

を
審

査
の

上
、交

付
の

可
否

を
決

定
し

、そ
の
決

定
の
内

容
及

び
交
付

の
条

件
を

申
請

者
に

通
知

す
る

。
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 し
た

と
こ

ろ
、
当

初
予

算
に

対
し

て
多

額
の

不
用

額
（

1,590百
万

円
～

4,277百
万

円
）
が

発
生

し
て

お
り

、
不

用
割

合
も

61％
か

ら
87％

と
高

い
傾

向
が

続
い

て
い

る
。

 
予

算
の

算
定

に
当

た
っ

て
は

、
耐

震
改

修
状

況
等

の
調

査
結

果
に

基
づ

い
て

各
学

校
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
て

い
る

と
の

こ
と

だ
が

、
結

果
的

に
多

額
の

不
用

額
及

び
不

用
割

合
が

生
じ

て
い

る
現

状
に

鑑
み

る
と

、ヒ
ア

リ
ン

グ
の

内
容

に
は

改
善

の
余

地
が

あ
る

。ヒ
ア

リ
ン

グ
に

お
い

て
は

、
学

校
側

に
お

け
る

予
算

措
置

の
状

況
や

中
長

期
的

な
資

金
繰

り
の

計
画

な
ど

、資
金
面

か
ら

実
施

の
蓋

然
性

を
検

討
す

る
た

め
の

項
目

も
十

分
に

確
認

す
る

こ
と

で
、耐

震
工

事
の

実
施

可
能

性
に

つ
い

て
慎

重
に

検
討

さ
れ

た
い

。
 

  （（
４４

））
補補

助助
金金

のの
執執

行行
にに

おお
けけ

るる
流流

用用
手手

続続
  

アア
  

概概
要要

  
（

ア
）

私
立

高
等

学
校

等
奨

学
給

付
金

事
業

費
補

助
 

私
立

高
等

学
校

等
奨

学
給

付
金

事
業

費
補

助
と

は
、

授
業

料
以

外
の

教
育

費
負

担
が

大
き

い
私

立
高

等
学

校
等

の
生

徒
を

持
つ

低
所

得
者

層
の

世
帯

に
つ

い
て

、
そ

の
費

用
負

担
の

軽
減

を
図

る
た

め
、私

学
財

団
が

実
施

す
る「

私
立

高
等

学
校

等
奨

学
給

付
金

助
成

事
業

」に
対

し
補

助
を

行
う

事
業

で
あ

り
、

令
和

２
年

度
か

ら
は

家
計

が
急

変
し

た
世

帯
も

対
象

と
し

て
い

る
。

 
令

和
５

年
度

の
事

業
費

と
事

務
費

の
内

訳
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

り
、

事
務

費
に

つ
い

て
は

交
付

申
請

額
（

132百
万

円
）

を
上

回
る

実
績

額
（

152百
万

円
）

が
生

じ
て

い
た

。
 

 
表

Ｂ
－

３
－

８
 
令

和
５

年
度

私
立

高
等

学
校

等
奨

学
給

付
金

事
業

費
補

助
の

内
訳

 
（
単
位
：
百
万
円

）
 

事
業

費
 

事
務

費
 

交
付

申
請

 
実

績
 

差
額

 
交

付
申

請
 

実
績

 
差

額
 

1,444 
1,048 

396 
132 

152 
△

20 
都

提
供

資
料

よ
り

監
査

人
作

成
 

 （
イ

）
私

立
中

学
校

等
特

別
奨

学
金

補
助

 
私

立
中

学
校

等
特

別
奨

学
金

補
助

で
は

、
都

内
に

居
住

す
る

都
内

及
び

都
外

の
私

立
中

学
校

等
に

在
学

す
る

生
徒

の
保

護
者

に
年

額
10万

円
ま

で
助

成
し

て
い

る
私

学
財

団
の
「

私
立

中
学

校
等

授
業

料
軽

減
助

成
金

事
業

」に
対

し
て

補
助

を
行

っ
て

い
る

。な
お

、令
和

６
年

度
か

ら
は

所
得

制
限

を
撤

廃
し

て
い

る
。

 
令

和
５

年
度

の
事

業
費

と
事

務
費

の
内

訳
は

、
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
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私
立

中
学

校
等

特
別

奨
学

金
補

助
に

お
け

る
事

務
費

に
つ

い
て

、
交

付
申

請
額

と
実

績
額

を
比

較
し

た
場

合
の

主
な

増
減

理
由

は
、
以

下
の

と
お
り

で
あ
る

。
 

 
表

Ｂ
－

３
－

１
２

 
交

付
申

請
額

と
実

績
額
を

比
較
し

た
場

合
の
主

な
増

減
理
由

 
（
単
位
：
百
万
円

）
 

性
質

別
内

訳
 

交
付

申
請

 
実

績
 

差
額

 
主

な
増

減
理

由
 

初
度

・
維

持
経

費
 

210 
176 

35 
都

か
ら

の
あ

っ
せ

ん
物

品
の

利
用

等
に

よ
る

経
費

削
減
 

交
付

実
績

人
数

に
基

づ
く

費
用

 
12 

5 
7 

郵
送

関
係

・
振

込
費

用
等

の
実

績
減

 

当
初

想
定

規
模

に
基

づ
く

費
用

 
112 

178 
△

66 
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

の
前

倒
し

開
設

、
申

請
期

間
延

長
対

応
、

事
業

内
容

の
精

査
に

伴
う

審
査

業
務

等
の

増
加

等
に

よ
る

審
査

・
コ

ー
ル
業

務
の

経
費

増
 

そ
の

他
 

65 
28 

37 
有

給
都

派
職

員
の

措
置

等
に
よ

る
人

件
費

減
 

合
計

 
400 

388 
12 

 
（

注
）

四
捨

五
入

の
関

係
で

端
数

が
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
 

な
お

、私
立

中
学

校
等

特
別

奨
学

金
交

付
要

綱
に

よ
れ
ば

、交
付
決

定
内

容
の

変
更

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
と

お
り

定
め

ら
れ

て
い

る
。

 
 私

立
中

学
校

等
特

別
奨

学
金

交
付

要
綱

 
第

７
 

交
付

決
定

内
容

の
変

更
  

１
 

財
団

は
、第

６
の

規
定

に
よ

る
通

知
を
受

け
た
後

、交
付
決

定
内

容
を

変
更

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

変
更

交
付

申
請

書
（

別
記
第

１
号

様
式
）

を
提
出

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
  

２
 
知

事
は

、１
に

規
定

す
る

変
更

交
付

申
請

書
の
提

出
が

あ
っ
た

と
き
は

、当
該

申
請

書
の

内
容

を
審

査
の

上
、交

付
の

可
否

を
決

定
し

、そ
の
決

定
の
内

容
及

び
交
付

の
条

件
を

申
請

者
に

通
知

す
る

。
 

 
担

当
者

に
よ

れ
ば

、
事

務
費

内
訳

の
費

目
間

の
流

用
を

行
っ

て
も

補
助

金
額

の
総

額
は

変
わ

ら
ず

、補
助

事
業

の
目

的
・
内

容
は

変
わ

っ
て
い

な
い
た

め
、軽

微
な

変
更

で
あ

っ
て
、変

更
交

付
申

請
が

必
要

で
あ

る
と

は
認

識
し
て

い
な

い
と
の

こ
と
で

あ
っ

た
。
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担
当

者
に

よ
れ

ば
、

事
業

費
と

事
務

費
間

の
流

用
を

行
っ

て
も

補
助

金
額

の
総

額
は

変
わ

ら
ず

、補
助

事
業

の
目

的
・
内

容
は

変
わ

っ
て

い
な

い
た

め
、軽

微
な

変
更

で
あ

っ
て

、変
更

交
付

申
請

が
必

要
で

あ
る

と
は

認
識

し
て

い
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
 （

イ
）

私
立

中
学

校
等

特
別

奨
学

金
補

助
に

お
け

る
事

務
費

 
私

立
中

学
校

等
特

別
奨

学
金

補
助

の
場

合
、事

務
費

の
実

績
額（

総
額

）で
は

交
付

申
請

額
を

上
回

ら
な

い
も

の
の

、事
務

費
の

費
目

別
内

訳
で

は
、委

託
費

に
つ

い
て

実
績

額（
282百

万
円

）
が

交
付

申
請

額
（

215百
万

円
）

を
上

回
っ

て
い

た
。

 
 

表
Ｂ

－
３

－
１

１
 

事
務

費
の

費
目

別
内

訳
 

（
単
位
：
百
万
円

）
 
  

項
目

 
交

付
申

請
 

実
績

 
差

額
 

旅
費

交
通

費
 

0 
0 

0 
通

信
運

搬
費

 
5 

5 
0 

消
耗

品
費

 
40 

23 
17 

印
刷

製
本

費
 

5 
3 

3 
光

熱
水

費
 

1 
0 

0 
賃

借
料
等

 
68 

46 
0 

租
税

公
課

 
0 

0 
22 

委
託

費
 

215 
282 

△
67 

 
審

査
・

コ
ー

ル
業

務
費

 
108 

174 
△

66 
 

事
務

所
移

転
費

用
 

0 
21 

△
21 

 
事

務
所

移
転

工
事

費
用

 
0 

35 
△

35 
 

シ
ス

テ
ム

構
築

費
 

98 
39 

59 
 

そ
の

他
 

9 
12 

△
3 

雑
支
出

 
29 

28 
1 

人
件

費
 

35 
- 

35 
合

計
 

400 
388 

12 
（

注
）

四
捨

五
入

の
関

係
で

端
数

が
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成
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私
学

部
で

は
、私

学
財

団
に

対
す

る
補

助
事

業
に

つ
い
て

、公
益
財

団
法
人

東
京

都
私

学
財

団
検

査
基

本
計

画
（

以
下
「
検

査
基

本
計

画
」
と

い
う

。）
を

策
定
し

、
検

査
を

実
施

し
て

い
る

。検
査

計
画

の
内

容
は

表
Ｂ

－
３

－
１

３
の

と
お
り

で
あ

り
、令

和
５

年
度

に
お

け
る

検
査

の
概

要
は

表
Ｂ

－
３

－
１

４
の

と
お

り
で
あ

る
。

 
 表
Ｂ

－
３

－
１

３
 

私
学

部
に

よ
る

私
学

財
団

の
実
施

す
る
事

業
に

対
す
る

検
査

の
内

容
 

検
査
目
的
 

私
学

財
団

が
、

交
付

先
か

ら
の

提
出

書
類

を
適

正
に

審
査

し
た

上
で

助
成

金
を

交
付

し
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

で
、適

正
な
事
業
執
行
を
担
保
す
る
。ま

た
、財

団
が
締
結
し

た
契

約
が

適
正

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

及
び

購
入

し
た

物
品

が
適

正
に

管
理

さ
れ

て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

検
査
対
象
年

度
 

原
則
と

し
て
前
年
度
分
 

検
査
対
象
 

（
１
）

財
団
が
東
京
都
か
ら
経
費
補
助
を
受
け
て
執
行

し
た
助
成

事
業
 

（
２

）
財

団
が

東
京

都
か

ら
補

助
を

受
け

た
事

務
費

で
締

結
し

た
契

約
及

び
購

入
し

た
物

品
 

検
査
内
容
 

検
査
対
象
（
１
）（

２
）
の
区
分
に
応
じ
、
以
下
の
点
を
確
認
 

（
１
）財

団
が
、財

団
の
各
交
付
要
綱
に
則
り
、交

付
先
か
ら
の
提
出
書
類
を
適
正
に
審
査

し
た
上
で
助

成
金
を
交
付
し
て
い
る
こ
と
 

（
２
）財

団
が
、公

益
財
団
法
人
東
京
都
私
学
財
団
財
務
規
程
に
則
り
、契

約
を
適
正
に
行

っ
て
い
る
こ
と
及
び
物

品
を
適
正
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
 

検
査
項

目
 

（
毎
年
度
検
査

す
る
項

目
）
 

（
１
）

補
助

事
業

  
ア
 

私
立
高

等
学

校
等

授
業

料
軽

減
助

成
金

事
業

  
イ
 

私
立
高

等
学

校
等

奨
学

給
付

金
事

業
  

（
２
）
契
約
・
物
品
等
  

ア
 

財
団
が

、
東

京
都

か
ら

補
助

を
受

け
た

事
務

費
で

締
結

し
た

契
約

及
び

購
入

し
た

物
品
等
 

検
査
項

目
 

（
各
年
度
で
定

め
る
項

目
）
 

【
事
業
の
選
定
基

準
】
 

①
 財

団
の
新
規
事
業

の
う
ち
東
京
都
か
ら
経
費

補
助
を
受
け
て

い
る
も

の
 

②
 財

団
が
東
京

都
か
ら
新
規
受
託
し
た
事

業
 

③
 ①

、
②
以
外
の
財
団
事
業
の
う
ち
制
度
改
正
初
年
度
の
も
の
（軽

微
な改

正
を除

く） 
④

 過
去
５
年
検
査
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
事
業
 

⑤
 そ

の
他
私
学
部
が
指
定
す
る事

業
 

【
交
付
先
の
選
定
基
準
】
  

①
 交

付
金
額
の
大
きい

交
付
先
  

②
 そ

の
他
私
学
部
が
指
定
す
る交

付
先
 

事
前
提
出
す
る

資
料
 

検
査
対
象
事
業
に
係
る
要
綱
、審

査
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、そ

の
他
私
学
部
が
指
定
す
る
資

料
 

検
査
す
る
書
類
 

原
則

と
し

て
検

査
対

象
事

業
の

意
思

決
定

に
係

る
書

類
一

式
と

し
、

必
要

に
応

じ
て

そ
の

他
の
資
料
（
審
査
に
当
た
り
参
考
と
し
た
資

料
等

）
 

物
品
検
査
 

現
品
照
合
を

行
う
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成
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 （

意
見

３
－

５
）

事
業

費
・

事
務

費
の

執
行

に
お

け
る

流
用

手
続

に
つ

い
て

 
私

立
高

等
学

校
等

奨
学

給
付

金
事

業
費

補
助

で
は

、令
和

５
年

度
の

事
務

費
に

つ
い

て
、交

付
申

請
額
（

132百
万

円
）
を
上

回
る

実
績

額
（

152百
万

円
）
が

生
じ

て
お

り
、
事

業
費

か
ら

充
当

さ
れ

て
い

た
。私

立
中

学
校

等
特

別
奨

学
金

補
助

で
は

、事
務
費

の
う

ち
委

託
費

に
つ

い
て

、
実

績
額

（
282百

万
円

）
が

交
付

申
請

額
（

215百
万

円
）

を
上

回
っ

て
い

た
。

 
こ

こ
で

、い
ず

れ
の

補
助

に
つ

い
て

も
交

付
要

綱
に

お
い

て
、交

付
決

定
内

容
を

変
更

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、申

請
者

は
変

更
交

付
申

請
書

を
提

出
し

、知
事

は
当

該
申

請
書

の
内

容
を

審
査

の
上

で
交

付
の

可
否

を
決

定
す

る
こ

と
が

定
め

ら
れ

て
い

る
。一

方
、担

当
者

に
よ

れ
ば

、
当

該
流

用
を

行
っ

て
も

補
助

金
額

の
総

額
は

変
わ

ら
ず

、補
助

事
業

の
目

的・内
容

は
変

わ
っ

て
い

な
い

た
め

、軽
微

な
変

更
と

し
て

変
更

交
付

申
請

は
不

要
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。し

か
し

、
「

軽
微

な
変

更
」に

つ
い

て
は

金
額

に
よ

る
判

断
基

準
が

設
け

ら
れ

て
い

な
い

た
め

、担
当

者
に

よ
っ

て
解

釈
に

違
い

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。
 

交
付

申
請

時
に

予
定

し
て

い
た

補
助

事
業

の
実

施
を

担
保

す
る

と
と

も
に

不
要

な
経

費
の

支
出

を
防

ぐ
た

め
、変

更
交

付
申

請
を

行
う

必
要

の
な

い「
軽

微
な

変
更

」に
つ

い
て

、一
定

金
額

又
は

一
定

割
合

以
下

と
い

う
金

額
基

準
を

定
め

て
明

文
化

し
、

質
的

な
側

面
の

み
な

ら
ず

金
額

面
か

ら
も

検
討

さ
れ

た
い

。
 

 （ （
５５

））
私私

学学
財財

団団
にに

対対
すす

るる
補補

助助
事事

業業
にに

係係
るる

検検
査査

  
アア

  
概概

要要
  

私
学

部
は

、私
立

学
校

の
教

育
条

件
の

維
持
・
向

上
、保

護
者

の
負

担
軽

減
、経

営
の

健
全

化
等

を
図

る
た

め
に

、
以

下
の

私
立

学
校

教
育

助
成

を
実

施
し

て
い

る
。

 
 

種
類

 
内

容
 

経
常

費
補

助
 

私
立

学
校

振
興
助

成
法

に
基
づ

き
、

私
立

の
幼

・
小

・
中

・
高

（
全

日
・

定
時

）・
特

別
支

援
・

通
信

制
に

対
し

経
常

費
補

助
を

行
う

。
 

保
護

者
負

担
軽
減

 
保

護
者

の
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

目
的

と
す

る
助

成
を

行
う

。
 

そ
の

他
補

助
 

学
校

施
設

設
備

に
関

す
る

補
助

等
、

各
種
補

助
を

行
う
。

 
 私

学
部

が
行

う
助

成
に

は
、私

学
財

団
に

対
す

る
補

助
事

業
が

多
く

あ
る

が
、形

態
と

し
て

は
、私

学
財

団
を

通
じ

て
学

校
を

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

と
、私

学
財

団
を

最
終

的
な

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

の
２

種
類

が
あ

る
。い

ず
れ

の
形

態
に

つ
い

て
も

、私
学

部
が

私
学

財
団

か
ら

の
提

出
書

類
を

審
査

し
た

上
で

私
学

財
団

に
交

付
す

る
が

、
私

学
財

団
を

通
じ

て
学

校
を

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

で
は

、
最

終
的

な
交

付
先

で
あ

る
学

校
か

ら
の

提
出

書
類

を
私

学
財

団
が

審
査

し
て

い
る

の
に

対
し

、
私

学
財

団
を

最
終

的
な

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

で
は

、
最

終
的

な
交

付
先

で
あ

る
私

学
財

団
か

ら
の

提
出

書
類

を
私

学
部

が
初

め
て

審
査

す
る

立
場

に
あ

る
。
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 （

意
見

３
－

６
）

検
査

基
本

計
画

の
目

的
及

び
検

査
対
象

の
明
確

化
に

つ
い
て

 
私

学
部

で
は

、公
益

財
団

法
人

東
京

都
私
学

財
団
検

査
基

本
計
画（

以
下「

検
査

基
本

計
画

」
と

い
う

。）
に

基
づ

い
て

私
学

財
団

に
対

す
る

補
助

事
業
の

検
査

を
実
施

し
て

い
る

。
 

私
学

財
団

に
対

す
る

補
助

事
業

の
形

態
に

は
、

私
学

財
団

を
通

じ
て

学
校

を
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
と

、私
学

財
団

を
最

終
的

な
交

付
先
と

す
る
補

助
事

業
が
あ

る
が

、い
ず

れ
の

形
態

に
つ

い
て

も
検

査
の

対
象

と
し

て
い

る
と

の
こ

と
で
あ

る
。一

方
で

、検
査
基

本
計

画
に

お
け

る
検

査
目

的
及

び
検

査
対

象
に

よ
れ

ば
、検

査
の
対

象
に
つ

い
て

、私
学

財
団
を

通
じ

て
学

校
を

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

に
限

定
し
て

い
る

よ
う
に

読
め
る

。
 

し
た

が
っ

て
、

私
学

財
団

を
最

終
的

な
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
も

検
査

の
対

象
で

あ
る

こ
と

が
明

確
に

な
る

よ
う

、
検

査
基

本
計

画
の

検
査
目

的
及

び
検
査

対
象
を

見
直

さ
れ

た
い

。 
 （

イ
）

検
査

す
る

事
業

選
定

 
私

学
部

で
は

、
検

査
基

本
計

画
に

基
づ

き
私

学
財

団
に

対
す

る
補

助
事

業
に

つ
い

て
検

査
を

実
施

し
て

お
り

、各
年

度
で

検
査

す
る「

事
業

の
選
定

基
準
」及

び「
交

付
先
の

選
定

基
準

」
と

し
て

、
表

Ｂ
－

３
－

１
３

に
お

け
る
「
検

査
項
目
（

各
年
度

で
定
め

る
項

目
）」

の
内

容
が

定
め

ら
れ

て
い

る
。

 
こ

こ
で

、検
査
す

る
事

業
の

選
定

に
つ

い
て

、選
定
過

程
が
記

さ
れ

た
文
書「

令
和

５
年

度
 

財
団

検
査

対
象

事
業

に
つ

い
て

」を
確

認
し
た

と
こ
ろ

、当
該

事
業

の
選

定
基

準
を

基
に

選
定

し
て

い
る

も
の
の

、
以

下
の

14事
業

は
、
基
準

の
一

つ
に

定
め
ら

れ
て
い

る
「
過

去
５

年
検

査
対

象
に

な
っ
て

い
な

い
事

業
」に

該
当

す
る

が
、令

和
５

年
度
の

検
査
対

象
に

含
ま

れ
て

い
な

か
っ

た
。

 
担

当
者

に
よ

れ
ば

、
過

去
５

年
検

査
対

象
と

さ
れ
て

い
な

い
事
業

が
14事

業
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
、当

該
事

業
の

選
定

基
準

に
示
さ

れ
た
５

項
目

は
、検

査
す

る
事

業
を
選

定
す

る
た

め
の

目
安

で
あ

る
こ

と
、検

査
を

実
施

で
き

る
期

間
が
限

ら
れ

て
い
る

こ
と
、各

事
業

に
つ

い
て

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
等

を
基

に
適

切
に

審
査

が
実

施
さ

れ
て

お
り

誤
謬

も
見

ら
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
新

規
事

業
や

制
度

改
正

の
あ

っ
た

事
業
を

優
先
的

に
選

定
し
た

と
の
こ

と
で

あ
っ

た
。

 
 

表
Ｂ

－
３

－
１

５
 
過

去
５

年
検

査
対
象

に
な

っ
て
い

な
い
事

業
 

内
容

 
事

業
名

 
（

１
）

施
設

設
備

資
金

及
び

運
営

資
金

の
長

期
低

利
な

融
資

 
・

振
興

資
金

融
資

事
業

（
※

）
 

（
２

）教
育

環
境

等
の

改
善・充

実
の

た
め

の
助

成
 

 

・
私

立
専

修
学

校
教

育
環

境
整

備
費

助
成

事
業

 
・

私
立

専
修

学
校

等
耐

震
化
事

業
費

助
成

事
業

 
・

私
立

学
校

非
構

造
部

材
耐

震
対

策
工

事
費

助
成

事
業

 
・

私
立

学
校

耐
震

化
普

及
啓

発
事

業
 

・
私

立
学

校
外

国
語

指
導

助
手

活
用

事
業

費
助

成
事

業
 

・
私

立
学

校
教

員
海

外
派

遣
研

修
事

業
費

助
成

事
業

 
・

私
立

高
等

学
校
外

部
検

定
試

験
料

助
成

事
業
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表
Ｂ

－
３

－
１

４
 
令

和
５

年
度

に
お

け
る

私
学

財
団

検
査

の
概

要
 

検
査
日
時
 

令
和
６
年
１
月

19日
（

金
）

   
午
前

10時
00分

か
ら
午
後
４
時

30分
ま
で
 

検
査
事

項
 

（
１
）
毎
年
度
検
査
す
る
項

目
 

ア
 

補
助
事
業
（
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
軽
減
助
成
金
／
奨
学
給
付
金
事
業
）
 

・
特
別
申
請
案
件
が
あ
る
２
校
（
各
校

20件
程
度
）
 

・
奨
学
給
付
金
申
請
を
含
む
案
件
を
半
数
程
度
含
む
 

イ
 
契

約
・

物
品

等
（

私
立

高
等

学
校

等
授

業
料

軽
減

助
成

金
／

奨
学

給
付

金
事

業
、

計
４
件
）
 

（
ア
）
最
高
額
案
件
（
リ
ー
ス
契
約
・
購
入
物
品
、
各
１
件
）
  

（
イ
）（

ア
）
と
対
象
が
異
な
る
案
件
（
リ
ー
ス
契
約
・
購
入
物
品
、
各
１
件
）

  
（
ウ
）
現
物
照
合
（
台
帳
記
載
の
全
件
）
 

（
２
）
各
年
度
で
定
め
る
項

目
 

ア
 
私
立
高

等
学

校
新
入
生
端
末
整
備
費
助
成
事
業（

令
和
４
年
度
新
規
事

業
）：

交
付

金
額
等
が
大

き
い
案
件
４
件
  

イ
 

私
立

学
校
省

エ
ネ

設
備

等
導

入
事

業
費

助
成

事
業

（
令

和
４

年
度

制
度

改
正

：
補

助
率
の
変
更
）
 

（
ア
）

空
調

設
備

導
入

費
助

成
の

う
ち

交
付

金
額

等
が

大
き

い
案

件
３

件
（

大
規

模
工

事
に
係
る
案
件
１
件
含
む
）
 

（
イ
）
LED等

導
入
費
助
成
の
う
ち
交
付
金

額
等
が
大
き
い
案
件
３
件
 

指
摘
事

項
等
 

な
し
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成

 
  イイ

  
監監

査査
のの

結結
果果

  
（

ア
）

検
査

基
本

計
画

の
目

的
及

び
検

査
対

象
 

私
学

部
で

は
、私

学
財

団
に

対
す

る
補

助
事

業
に

つ
い

て
、検

査
基

本
計

画
に

基
づ

い
て

検
査

を
実

施
し

て
い

る
。検

査
の

対
象

に
つ

い
て

担
当

者
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、私

学
財

団
を

通
じ

て
学

校
を

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

と
、

私
学

財
団

を
最

終
的

な
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
の

い
ず

れ
の

形
態

に
つ

い
て

も
対

象
に

含
ん

で
い

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。一

方
で

、検
査

基
本

計
画

の「
検

査
目

的
」及

び「
検

査
対

象
」は

表
Ｂ

－
３

－
１

３
の

と
お

り
で

あ
り
、検

査
の

対
象

に
つ

い
て

、
私

学
財

団
を

通
じ

て
学

校
を

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

に
限

定
し

て
い

る
よ

う
に

読
め

る
。そ

の
た

め
、担

当
者

の
交

代
な

ど
で

引
き

継
ぎ

が
十

分
に

な
さ

れ
な

い
場

合
に

、
本

来
で

あ
れ

ば
検

査
の

対
象

に
含

め
る

べ
き

私
学

財
団

を
最

終
的

な
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
が

対
象

か
ら

除
か

れ
て

し
ま

う
お

そ
れ

が
あ

る
。

 
し

た
が

っ
て

、検
査

基
本

計
画

の
検

査
目

的
及

び
検

査
対

象
に

つ
い

て
、私

学
財

団
を

最
終

的
な

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

を
含

む
こ

と
を

明
確

に
す

べ
き

と
考

え
る

。
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 十

分
性

や
対

象
選

定
の

適
切

性
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

選
定

基
準

を
見

直
さ

れ
た
い

。ま
た

、私
学

財
団

を
最
終

的
な
交

付
先

と
す
る

補
助
事

業
を

、毎
年

度
検

査
す

る
補

助
事

業
に

含
め

る
よ

う
に

検
査
基

本
計

画
を
見

直
さ
れ

た
い

。
 

 （
ウ

）
検

査
内

容
 

私
学

部
で

は
、私

学
財

団
に

対
す

る
補

助
事

業
に

つ
い
て

、検
査
基

本
計
画

に
基

づ
い

て
検

査
を

実
施

し
て

お
り

、担
当

者
に

よ
れ
ば

、私
学

財
団

を
最

終
的
な

交
付

先
と
す

る
補

助
事

業
に

つ
い

て
も

検
査

の
対

象
に

含
ん

で
い

る
と

の
こ

と
で
あ

っ
た
。一

方
で

、検
査

基
本

計
画

の
「

検
査

内
容

」は
表

Ｂ
－

３
－

１
３

の
と

お
り

で
あ

り
、検

査
内

容
に

つ
い
て

、私
学

財
団

を
通

じ
て

学
校

を
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
の

内
容

に
限

定
し

て
い

る
よ

う
に

読
め

る
。

し
た

が
っ

て
、検

査
基
本

計
画

の
検

査
内

容
に

つ
い

て
、私

学
財

団
を

最
終

的
な
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
を

含
む

こ
と

を
明

確
に

す
べ

き
と
考

え
る

。
 

ま
た

、私
学

部
は

、私
学

財
団

に
対

す
る
補

助
事
業

に
つ

い
て
、検

査
基

本
計
画

に
基

づ
く

検
査

項
目

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

活
用

し
て

検
査

を
行

っ
て

い
る

が
、

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
に

は
手

続
や

書
類

な
ど

の
確

認
に

関
す

る
項

目
は
あ

る
も
の

の
、「

財
団
が

、
東
京

都
か

ら
補

助
を

受
け

た
事

務
費

で
締

結
し

た
契

約
及

び
購

入
し

た
物
品

等
」
の

確
認
に

係
る

項
目

を
除
い

て
、

金
額

の
確

認
に

関
す

る
項

目
が

な
か

っ
た

。担
当
者
に

よ
れ

ば
、金

額
の

適
切

性
や

支
出
内

容
の

妥
当

性
の

確
認

は
、過

年
度

か
ら

実
施
し

て
い

な
い
と

の
こ
と

で
あ

る
。し

か
し

、当
該

検
査

が
補

助
事

業
の

検
査

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

手
続

や
書

類
な

ど
の

確
認

だ
け

で
は

十
分

で
な

く
、

金
額

の
適

切
性

や
支

出
内

容
の

妥
当

性
に

つ
い

て
も

証
憑

類
を

基
に

確
認

す
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

る
。

 
な

お
、私

学
財

団
に

対
す

る
補

助
事

業
の

う
ち

、私
学

財
団

を
最

終
的
な

交
付

先
と
す

る
補

助
事

業
に

つ
い

て
は

、私
学

財
団

が
補

助
金

を
直

接
使
用

し
、私

学
財

団
か

ら
の

提
出
書

類
を

都
が

初
め

て
審

査
す

る
立

場
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
私

学
財

団
を

通
じ

て
学

校
を

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

と
同

程
度

の
検

査
で

は
十

分
と

は
言

え
ず

、
当

該
立

場
と

し
て

の
説

明
責

任
を

果
た

せ
る

よ
う

な
検

査
内

容
を

定
め

る
必
要

が
あ

る
と
考

え
る
。

 
 

（
意

見
３

－
８

）
検

査
基

本
計

画
に

基
づ
く

検
査

内
容
の

妥
当
性

に
つ

い
て
 

私
学

部
で

は
、公

益
財

団
法

人
東

京
都

私
学

財
団
検

査
基

本
計
画（

以
下「

検
査

基
本

計
画

」
と

い
う

。）
に

基
づ

い
て

私
学

財
団

に
対

す
る

補
助

事
業
の

検
査

を
実
施

し
て

お
り

、
検

査
の

対
象

に
は

、
私

学
財

団
を

最
終

的
な

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

も
含

ん
で

い
る

と
の

こ
と

だ
が

、検
査

基
本

計
画

に
お

け
る

検
査

内
容

に
よ
れ

ば
、私

学
財

団
を

通
じ

て
学
校

を
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
に

限
定

し
て

い
る

よ
う

に
読
め

る
。
 

ま
た

、私
学

部
は

、検
査

基
本

計
画

に
基

づ
き

検
査
項

目
チ
ェ

ッ
ク

リ
ス
ト

を
活

用
し

て
検

査
を

行
っ

て
い

る
が

、チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
に

は「
財

団
が
、東

京
都

か
ら

補
助

を
受

け
た
事

務
費

で
締

結
し

た
契

約
及

び
購

入
し

た
物

品
等

」の
確

認
に

係
る
項

目
を

除
い
て

、金
額
の

確
認
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 （

３
）

都
民

の
教

育
費

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

融
資

及
び

助
成

 
・

入
学

支
度

金
貸

付
資

金
融
資

事
業

 
・

私
立

高
等

学
校

定
時

制
及

び
通

信
教

育
振

興
奨

励
費

助
成

事
業

 
・

東
京

都
育

英
資

金
貸

付
事

業
 

・
私

立
高

等
学

校
海

外
留

学
推

進
助

成
事

業
 

（
４

）
教

職
員

の
退

職
金

支
給

に
必

要
な

資
金

の
交
付

 
・

教
職

員
退

職
資

金
事

業
（
※

）
 

（
５

）
教

職
員

に
対

す
る

研
修

会
及

び
公

開
講

座
の

企
画

及
び

実
施

 
・

教
職

員
研

修
事

業
（

※
）

 
（

注
）

表
中

の
（

※
）

は
、

私
学

財
団

を
最

終
的

な
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
で

あ
る

。
 

都
提

供
資

料
よ

り
監

査
人

作
成  

ま
た

、私
学

財
団

を
最

終
的

な
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
に

つ
い

て
は

、検
査

基
本

計
画

に
お

け
る

各
年

度
で

定
め

る
項

目
に

該
当

す
る

と
整

理
さ

れ
て

い
る

が
、

表
Ｂ

－
３

－
１

５
に

示
す

と
お

り
、

い
ず

れ
も

過
去

５
年

検
査

対
象

に
な

っ
て

い
な

い
事

業
に

含
ま

れ
て

い
る

。
 

し
か

し
、私

学
財

団
を

最
終

的
な

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

は
、私

学
財

団
が

補
助

金
を

直
接

使
用

し
、

私
学

財
団

か
ら

の
提

出
書

類
を

私
学

部
が

初
め

て
審

査
す

る
立

場
に

あ
る

こ
と

か
ら

す
れ

ば
、

私
学

財
団

が
提

出
書

類
の

審
査

を
行

う
立

場
に

あ
る

私
学

財
団

を
通

じ
て

学
校

を
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
と

同
程

度
の

検
査

で
は

十
分

と
は

言
え

ず
、

当
該

立
場

と
し

て
の

説
明

責
任

を
果

た
せ

る
よ

う
に

毎
年

度
検

査
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

 
 （

意
見

３
－

７
）

検
査

対
象

の
選

定
方

法
の

適
切

性
及

び
内

容
・

件
数

の
十

分
性

に
つ

い
て

 
私

学
部

で
は

、公
益

財
団

法
人

東
京

都
私

学
財

団
検

査
基

本
計

画（
以

下「
検

査
基

本
計

画
」

と
い

う
。）

に
基

づ
き

私
学

財
団

に
対

す
る

補
助

事
業

に
つ

い
て

検
査

を
実

施
し

て
い

る
。

 
検

査
基

本
計

画
で

は
、各

年
度

で
検

査
す

る「
事

業
の

選
定

基
準

」の
一

つ
に「

過
去

５
年

検
査

対
象

に
な

っ
て

い
な

い
事

業
」を

定
め

て
い

る
が

、該
当

す
る

事
業

を
選

定
し

た
こ

と
は

過
年

度
を

含
め

て
一

度
も

な
く

、
令

和
５

年
度

時
点

に
お

い
て

、
そ

の
よ

う
な

事
業

が
14事

業
存

在
し

た
。検

査
基

本
計

画
で

選
定

基
準

と
し

て
定

め
て

い
る

以
上

、過
年

度
か

ら
一

度
も

選
定

さ
れ

て
い

な
い

状
況

は
当

該
計

画
に

沿
っ

た
運

用
が

実
施

さ
れ

て
い

る
と

は
言

い
難

く
、

長
期

に
わ

た
っ

て
検

査
が

実
施

さ
れ

な
け

れ
ば

、
誤

り
が

生
じ

る
リ

ス
ク

も
増

大
す

る
。

 
ま

た
、

過
去

５
年

検
査

対
象

に
な

っ
て

い
な

い
事

業
に

は
私

学
財

団
を

最
終

的
な

交
付

先
と

す
る

補
助

事
業

が
含

ま
れ

る
が

、私
学

財
団

が
補

助
金

を
直

接
使

用
し

、私
学

財
団

か
ら

の
提

出
書

類
を

私
学

部
が

初
め

て
審

査
す

る
立

場
に

あ
る

こ
と

か
ら

す
れ

ば
、

私
学

財
団

が
提

出
書

類
の

審
査

を
行

う
立

場
に

あ
る

私
学

財
団

を
通

じ
て

学
校

を
交

付
先

と
す

る
補

助
事

業
と

同
程

度
の

検
査

で
は

十
分

と
は

言
え

ず
、

当
該

立
場

と
し

て
の

説
明

責
任

を
果

た
せ

る
よ

う
に

毎
年

度
検

査
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

 
し

た
が

っ
て

、「
事

業
の

選
定

基
準

」
に

則
し

た
運

用
が

な
さ

れ
る

よ
う

に
、
検

査
件

数
の




